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AIVIDAプロジェクト紹介

●インド連邦カルナタカ州無医村

　　地区巡回診療プロジェクト1988年

＠　ネパール王国ビスヌ村地域保健医

　　療プロジェクト※巡回診療のみ継続中

　　　　　　　　　　　　　　　　1991年

３　在日外国人医療プロジェクト※

　　（東京･大阪）

　1991年4月17日にAMDA国際医療情報センターを

設立。 93年5月より（財）東京都健康推進財団の外

国人医療関連事業の委

託もうける。在日外国

人を初めとする関係者

からの医療に関する電

話相談、受け入れ医療

機関の紹介などを実

クルド湾岸戦争被災民救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1991年ピナツボ火山噴火被災民救援

医療プロジェクト※　　　1991年

＠エチオピア・チグレ州難民救援

医療プロジェクト 1992年

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●

アジア多国籍医師団
●

●

1993年5月22日に創設。アジアの自然災害や：●　　１７７･ﾉ‾Ｔ‾ヽノノＪ心心ﾚ4w｀一々ilJRX.0 / フ ／ ゛ノロii､てクゝ.でい　●

・難民などの緊急時に俊敏に対応できる全支部か●

１ら（15ケ国）から構成されたＡＭＤＡの緊急救援・
：医療廊門である。　　　　　　　　　　　　　　：

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

※1995年６月現在継続中

リピン

言犬≒

●バングラデシュ・ミャンマー

　　難民緊急医療プロジェクト1991年

＠ネパール国内ブータン難民

　　緊急医療プロジェクト※

　1992年５月よりネ

パール支部により活動

開始。現在難民と地元

ネパール人民双方を診

療する第二次医療セン

ターとしてその地の基

幹医療機関の役割を果

たしている。

＠カンボジア地域医療プロジェクト※

　1992年より、プノ

ム・スロイ群病院の支

援を開始。近辺の村を

予防接種、蚊帳の無料

配布プロジェクトを実

施。

●　カンボジア精神保健プロジェクト※

　　　　1993年

●　ソマリア難民緊急援助医療プロジェクト※

　1993年1月よりケニ

ア、ジプチ、ソマリア

本国難民救援医療活動

を「アジア多国籍医師

団」として開始。

―

●　●
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●ネパール・バングラデシュ大洪水

　　被災民緊急救援医療プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1993年

●　インド西部大震災民緊急救援

　　　リハビリテーションプロジェクト※

　1993年10月よりイ

ンド支部との合同プロ

ジェクト。マハラシュ

トラ州ソラプール地震

被災地区でリハビリ

テーションクリニック

●　プロジェクトを展開。

●　モザンビーク帰還避難民

　　プロジェクト※

　1994年２月よりモザ

ンビーク南部カザ州に

おいて開発医療活動を

開始。

●　タンコット村眼科医療＆母子保健

　　プロジェクト※

　　　　1992年よりカトマン

　　　ズ近郊のタンコット村●　

で眼科検診・診療と母

　　　子保健を中心に据えた

　　　総合地域保健プロジェ

　　　クト開始。

●　旧ユーゴスラビア日本緊急救援

　　NGOグループ援助プロジェクト※

　1994年6月より日本緊急救援NGOグループ(JEN)

の活動として、クロア

チア、セルビアにおい

て、緊急医療、生活改

診指導、職業訓練、教

育、物資援助などの多

方面にわたる援助を行

う。

●　ルワンダ難民緊急救援プロジェクト※

　1994年８月より、ゴ

マ難民キャンプで、ル

ワンダ難民を対象に緊

急救援プロジェクトを

開始。現在は、ブカブ

で難民ニーズの医療活

動を展開。

　　　　　　　　　　　　　　　　　撮影　山本将文氏

＠ルワンダ国内病院再建プロジェクト※

　ル・トンド診療所

(ルワンダキガリ市)

国内避難民、住民を対

象に94年10月より支

援活動を開始。

＠阪神大震災緊急救援プロジェクト
　1995年１月神戸市長

田区において地震被災

者に対する緊急援助活

動を実施。

＠　チェチェン難民救援プロジェクト※

　１９９５年４月より

（JENの活動として）ロ

シアのイングーシ、

チェチェンにおいて、

救急医療および子供の

ための予防接種プロ

ジェクトを開始。

Ｊ　サハリン震災緊急救援プロジェクト※

　1995年５月ロシア・

サハリン州地震被害者

に対する救援活動を実

施。
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[理念]

[沿革]

[現状]

BetterMedicine forBetterFuture

1979年タイ国にあるカオイダン難民キャンプにかけつけ

た一名の医師と２名の医学生活動から始まる。

アジアの参加国は15ケ国。会員数は日本約700名。海

外約200名。世界各地で種々のプロジェクト、フォーラ

ムを実施中。

[入会方法]

　　　　　郵便振替用紙にて所定の年会費を納入して下さい。

・医師会員

・一般会員

・学生会員

・法人会員

・賛助会員

15,000円

　7,500円

　5,000円

30,000円

2,000円（個人に限る）

ただし、会計年度は４月～翌年３月です。入会の月より会報を送付

します。賛助の会員には「ＡＭＤＡ便り」をお送り致します。

　　　　　振込先：　郵便振替口座

　　　　　　　　　　・口座名義　　アジア医師連絡協議会

　　　　　　　　　　・口座番号　　01250-2-40709
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　副代表

　　　　　　　役員（AMDA日本支部）

菅波　茂（菅波内科医院）

小林米幸（小林国際クIJ,ご･ック）　　　　中西　泉（町谷原病院）

高橋　央（長崎大学熱帯医学研究所卜

●プロジェクト実行委員長

　ルワンダプロジェクト委員長

　旧ユーゴスラビアプロジェクト委員長

　モザンビークプロジェクト委員長

　ソマリアプロジェクト委員長

　カンボジアプロジェクト委員長

　ネパールプロジェクト委員長

　インドプロジェクト委員長

●72時間ネットワーク担当

中西　泉　（町谷原病院）

大脇甲哉　（愛知国際病院）

高橋　央（長崎大学熱帯医学研究所）

山本秀樹（岡山大学公衆衛生学教室）

山本秀樹（岡山大学公衆衛生学教室）

桑山紀彦

山本秀樹

三宅和久

鎌田裕十朗

(山形大学精神科)

(岡山大学公衆衛生学教室)

(菅波内科医院)

(かまた病院)

●事務局長　　山本秀樹（岡山大学公衆衛生学教室）

　事務局次長　津曲兼司（菅波内科医院）

●本部

　〒701-12　岡山市楢津310-I　TEL 086-284-7730　FAX 086-284-6758

●東京オフィス

　〒141　東京都品川区東五反田1-10-フ　アイオス五反田506

　TEL 03-3440-9073 FAX 03-3440-9087

　代表　　　　　中西　泉

　所長　　　　　友貞多津子

　事務局長　　　夏目洋子

［AMDA国際医療情報センター］

●ＡＭＤＡ国際医療情報センター東京

　〒160　東京都新宿区歌舞伎町2-44-1ハイジア

　TEL 03-5285-8086,8088,8089　FAX 03-5285-8087

●AMDA国際医療情報センター関西

　〒556　大阪市浪速区難波中3-7-2　新難波ビル704

　TEL 03-636-2333,2334　　　FAX 06-636-2340

●五反田オフィス

　〒141　東京都品川区東五反田1-10-7　アイオス五反田506

●所長　　　　　　　　小林米幸（小林国際クリニック）

　副所長　　　　　　　　中西　泉（町谷原病院）

　センター関西代表　　宮地尚子（近畿大学衛生学教室）

　　　　　　副代表　　福川　隆（福川内科クリニック）

　事務局長　　　　　　香取美恵子

国際医療協力vol.18 N0.9 1995 ご）



　　　　今なぜNGOなのか[二二‾ぶじi
DA第二次５ケ年計

i‾二二]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表菅波茂

　今年は多くの賞をいただいた。ソロプチミスト日本財団賞、読売国際協力賞、毎日国

際交流賞、毎日福祉顕彰賞、三木記念助成金、国連プロストガーリ賞などである。本当

に多くの会員そして関係者の方々のご尽力の賜物であると感謝したい。

　１９９１年のロヒンギャ難民が緊急救援医療活動の第一歩であった。 １９９３年のソ

マリア難民救援医療活動はアフリカにおける実質的な活動の開始であった。 １９９４年

のルワンダ難民救援医療活動はチャーター機を使用した最初のプロジェクトであった。１

９９５年の阪神大震災救援医療活動は初めての国内における緊急救援医療活動であった。

サハリン大震災はビザなしでかけつけた最初の救援医療活動であった、等々。緊急救援

医療活動だけでなく地域保健そして国内における国際医療情報センター活動など知恵と

行動力を必要とするものばかりであった。一つ一つのプロジェクトがオリジナリティと

必然性をもっていた。書けぱきりのないプロジェクト実施力養成５年間であった。無我

夢中で走り抜けた５年間でもあった｡国連認定NGOはこの５ケ年の総仕上げともいえる。

あえて夢をのべたい。 １９９６年から第二次５ケ年計画を開始したい。その趣旨は教育

と政策提言である。教育といえばAMDA国際大学構想である。日本は人道援助大国をめ

ざすべし。ただ悲しいかな、国際貢献のプロの人材を養成する高等教育機関が無い。語

学力、交渉力に加えて国際法など基礎的な国際舞台を基礎にした知識をもった有能な人

材を養成するのがAMDA国際大学構想である。まだNGOによる大学は世界では珍しい。

現場から得られた経験､情報､知恵を学問体系にして更に現場に還元できるのはNGO設

立大学の特徴である。

　政策提言を国連の場で積極的にする時代が来ている。環境、難民、エイズ、マラリア、

人口、人権などの問題は１国主義では解決できない地球規模のネットワークが必要とさ

れてきている。そのネットワークの中心となるのは国連である。国連は国家主権の集合

体であるが、その政策実施にはNGOの協力を不可欠としている。国連の場において国と

ＮＧＯはコインの表裏のように一体となって協力しあうぺき世界的状況が出現してきてい

る。国連認定NGOカテゴリ１は政策提言の権利をもっている。 AMDAは１９９７年の審

査でカテゴリ１の資格を得たい。そして世界に貢献できる政策提言とその実施能力を磨

きたい。

　AMDAはアジアを主体とした多国籍NGOである。アジア、アフリカ、太平洋諸国の

NGOとの密接な関係を基礎に欧米の優れたNGOとも政策提言と実施について連携してい

きたく思っている。

　今年度いただいた数々の貴重な賞はＡＭＤＡ第二次５ケ年計画への励ましの賞と考えた

い。これらの賞の趣旨を充分生かした第二次５ケ年計画を作成し関係者の方々のご指導

とご支援をいただきながら実施できればと願っている。

６　国際医療協力vol.18 N0.9 1995
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ＡＭＤＡ　アジア医師連絡協議会

代表　管波　茂様

UNITED NATIONS

THE HIGH COMMISSIONER
FOR REFUGEES

-一一

C刺･¶2¶¶Gs●y●29細叙
ｔ･．．．　　．

１９９５年９月１ ２ａ

拝啓。ジ。ネーブでは、夏の終わりを惜しむ間もなく木々の色が変わり始めま

した。ＡＭＤＡの皆様には、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

　この度はr第２回　読売国際協力賞丿受賞おめでとうございます。新聞紙上

で拝見し、大変うれしく存じました。ＡＭＤＡの危険な地域での精力的な活動、

緊急事態への迅速で柔軟な対応、高い専門性が評価されたものとお喜び申しよ

げます。皆様の活動が広く認められたことは、私ども人道援助活動に関わる者

すべてにとりまして大きな励みでございます。

　今後とも難民援助にさらなるご支援を賜わりますようお願い歎しますととも

に、ＡＭＤＡの皆様のご健勝とますますのご活躍をお祈り致します。

　略儀ながら、まずは書面をもちましてお祝い申し上げます。

国連難民高等弁務官

吠々1よ5･

緒方　貞子

敬具

　
本
震
は
、
国
際
協
力
の
分
野
で
際
立
っ
た

活
躍
を
し
、
国
際
社
金
へ
の
貢
献
と
協
力
の

重
要
性
そ
身
を
も
っ
て
示
し
た
個
人
・
団
体

を
顕
彰
す
る
も
の
で
、
読
売
新
聞
が
創
刊
百

二
十
周
年
を
迎
え
た
昨
年
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
一
九
八
四
年
の
発
足
以
来
、

岡
山
市
を
本
拠
に
医
師
・
看
護
婦
ら
の
ネ
ッ

ト
マ
ー
ク
を
ア
ジ
ア
全
域
に
広
げ
、
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地
を
舞
台
に

緊
急
医
療
援
助
な
ど
蚤
展
開
し
て
い
る
国
連

Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
活
動
団
体
）
で
す
。

　
本
賞
の
選
考
委
員
会
で
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

過
去
十
一
年
間
に
わ
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
入
道

援
助
活
動
の
実
績
’
ｙ
ほ
り
め
、
昨
年
か
ら
今

年
に
か
け
て
、
ル
ワ
ン
ダ
内
戦
、
旧
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
紛
争
、
サ
ハ
リ
ン
震
災
、
チ
ェ
チ

ェ
ン
内
戦
な
ど
、
国
際
的
な
注
目
を
集
め
た

紛
争
・
災
害
の
最
前
線
に
お
け
る
緊
急
救
援

活
動
で
多
大
な
貢
獣
を
残
し
た
こ
と
を
高
く

評
価
し
た
も
の
で
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
茂
代
表
を
迎
え
て
の
贈

賞
式
は
、
束
京
・
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で
十
月
九

日
に
開
催
し
ま
す
。
、

第
２
回
読
売
国
際
協
力
賞

た
読
売
国
際
協
力
賞
の
第
二
回
受
賞
者
は
、
ア
ジ
ア
は
じ
め
世
界
各
地
で
緊
急
医
療

援
助
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
ー
ア
ジ
ア
医
師
連
覇
協
議
会
、

本
部
・
岡
山
市
楢
津
三
一
〇
の
Ｉ
、
菅
波
茂
代
表
、
内
外
の
金
員
九
百
人
）
に
決
定

し
ま
し
た
。
正
鎚
と
副
賞
五
百
万
円
を
贈
り
享
す
。
　
（
辿
圓
に
関
連
特
集
）

国
際
活
動
へ
の
理
解
と
、

く
れ
寥
し
た
」
◆
ア
ム
ダ
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
。
日
本
は
じ
め
ア

ジ
ア
十
五
か
国
の
医
師
ら
豹

九
百
人
で
つ
く
る
ア
ジ
ア
医

師
淳
略
協
議
会
の
略
称
だ
。

昨
年
の
ザ
イ
ー
ル
で
の
う
ｎ

し
い
思
い
出
を
そ
の
代
表
、

菅
波
茂
医
師
（
四
八
刄
語
っ
て

い
る
◆
活
動
の
原
点
は
七
九

年
に
さ
か
の
ぽ
ス
ー
カ
ン
ボ

ジ
ア
難
民
を
助
け
膏
ざ
、

苛
波
さ
ん
は
医
學
生
二
人
と

現
地
に
飛
ぶ
。
が
、
ま
る
で

役
に
立
た
ず
、
そ
の
苦
い
体

験
が
し
っ
か
り
し
た
組
織
づ

く
り
、
と
り
わ
け
各
国
の
医

師
と
の
連
携
の
大
切
さ
を
教

え
て
く
れ
た
◆
結
成
し
て
十

一
年
、
ソ
マ
リ
ア
や
ル
ワ
ン

ダ
難
民
救
援
、
サ
ハ
リ
ン
地

震
被
災
者
の
緊
急
医
療
な
ど

で
積
極
的
に
活
動
し
て
さ
尼

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
、
読
売
国
際
協

力
賞
に
輝
く
◆
多
く
「
人
権

思
想
」
に
根
ざ
し
た
欧
米
の

救
援
活
動
に
対
し
、
日
本
人

の
活
動
の
題
意
は
「
相
互
扶

助
」
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は

な
い
か
。
援
助
者
１
被
援
助

者
の
ト
下
関
係
で
は
な
い
。

身
内
が
１

係
を
つ
く
杓
た
い
と
、
菅
波

亭
４
は
考
え
る
◆
多
国
肇
の

医
廓
た
ち
の
連
携
は
｀
そ
の

象
徴
が
Ｉ
ま
ず
、
お
互
い
に

知
り
合
い
、
そ
し
て
、
情
け

は
人
の
な
め
な
ら
ず
。
こ
の

　
『
相
互
扶
助
』
理
拿
が
日
本

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
元

気
付
け
て
く
れ
る
だ
る
つ
。

国際医療協力vol.18 N0.9 1995 7



-

ﾉISsfll乖斤i･参･､＿ＬＪ

１９９５年(平成7年)９月１２日　火曜日

ヨ

　
世
界
平
和
に
貢
献
し
て
い
る

研
究
者
ら
に
贈
ら
れ
る
「
プ
ト

ロ
ス
・
ガ
リ
貪
」
の
授
与
式
が

十
一
日
、
東
京
・
神
宮
前
の
国

連
大
学
で
あ
り
、
岡
山
市
に
本

ｆ　●

世
界
平
和
に
貢
献
評
価

部
を
置
く
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
・
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
の
菅
波

茂
代
表
（
四
八
）
Ｈ
‥
同
市
檜
津
＝
ら

五
人
が
受
賞
し
た
。

　
授
与
式
で
は
、
ガ
リ
事
務
総

長
の
代
理
の
グ
ル
グ
リ
ー
ノ
・

デ
ソ
ウ
ザ
国
連
大
学
長
ら
が
菅

波
氏
ら
に
賞
状
と
賞
金
一
万

べ
記
念
メ
ダ
ル
を
賜
っ
た
。

日
本
人
と
し
て
初
受
賞
の
菅
波

氏
は
「
ア
ジ
ア
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し

ブ
ト
ロ
ス
・
ガ
リ
賞
を
贈
ら

れ
る
菅
波
茂
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表

１
’
恵
で
国
連
大
学

て
の
活
動
が
認
め
ら
れ
大
変
名

誉
だ
。
世
界
の
人
道
援
助
に
こ

れ
か
ら
も
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
、
十
月
六
日
か
ら

三
日
間
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
緊
急

救
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
岡
山
市
で

開
き
、
環
太
平
洋
地
域
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
く
構
想

を
明
ら
か
に
し
た
。

　
同
質
は
、
国
連
の
活
動
支
援

組
織
・
国
連
支
援
交
流
財
団
（
本

部
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
が
ガ
リ

事
務
総
長
の
意
向
を
受
け
、
九

二
年
に
設
立
。
同
事
務
総
長
の

名
前
を
質
の
名
称
と
し
た
。
人

類
の
存
続
、
福
祉
な
ど
の
分
野

で
国
際
的
成
果
を
挙
げ
て
い
る

人
に
授
与
し
、
昨
年
か
ら
毎
年

一
回
、
世
界
五
地
域
か
ら
各
一

人
を
週
ん
で
表
彰
し
て
い
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
八
四
年
に
発
足

し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
。

世
界
各
地
で
の
民
旅
紛
争
や
自

然
災
害
に
呼
つ
難
民
や
被
災
民

に
対
し
て
、
医
師
ら
を
現
地
に

派
遣
し
緊
急
救
援
医
療
活
動
を

展
開
、
阪
神
大
震
災
で
も
積
極

的
に
感
動
し
た
。
国
連
認
定
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
し
て
の
資
格
も
こ
の
ほ

ど
与
え
ら
れ
た
。

　
受
賞
理
由
に
つ
い
て
同
財
団

は
「
ル
ワ
ン
ダ
を
は
じ
め
紛
争

地
域
へ
の
医
療
チ
ー
ム
派
遣

は
、
国
際
的
・
人
道
的
な
平
和

活
動
と
し
て
大
い
に
評
価
で
き

る
」
と
し
て
い
る
。

　
他
の
受
賞
者
は
、
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
の
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

者
、
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ー
ノ
ピ
ュ
ー

タ
ー
科
学
者
ら
。
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江
草
さ
ん
（
瓢
纒
″
）
ら
４
人

29日に授与式

江草安彦さん神野力さん松田基さん丹下哲夫さん

　
故
三
木
行
治
・
元
県
知
嘔
の
業
績
を
た
た
え
、
地
域
社
会
の
発
展
に
以
猷
し
た
人
に
贈
ら
れ

そ
‘
木
記
念
賞
と
、
団
体
を
助
成
す
る
同
助
成
金
の
受
賞
者
が
こ
十
四
□
、
決
ま
っ
た
．
本
年

疫
は
、
．
、
．
木
記
念
賞
が
社
会
、
刈
業
、
文
化
の
．
・
．
‐
１
部
門
の
四
人
に
、
Ｍ
助
成
金
が
社
会
と
国
際

親
心
‥
の
二
部
門
で
一
一
団
体
に
罰
ら
れ
る
．
授
与
式
は
二
十
九
日
午
前
十
一
時
か
ら
、
岡
山
市
古

京
町
の
岡
山
衛
生
会
館
「
一
．

金
光
洋
一
郎
・
岡
山
い

の
ち
の
電
話
協
会
会
長

奉誓
波
茂
い

Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表

木
記
念
ホ
ー
ル
・
ホ
ワ
イ
エ
」
で
行
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
木
記
念
貧
に
決
ま
っ
た
の

助成金は２団体へ

　岡山いのちの電話

　協会とＡＭＤＡに

は
、
社
会
部
門
で
、
川
崎
医
療

福
祉
大
学
艮
・
社
会
福
祉
法
人

旭
川
荘
理
僥
Ｍ
の
江
な
安
彦
さ

ん
（
六
八
）
。
産
業
部
門
で
、
岡
山

経
済
同
友
会
顧
問
の
松
田
基
さ

ん
（
七
四
）
。
文
化
部
門
で
、
元
ノ

ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
教
授

の
神
野
力
さ
ん
（
七
六
ｙ
こ
、
備
中

和
紙
製
作
技
術
者
の
丹
下
哲
夫

さ
ん
（
七
一
）
。

　
江
草
さ
ん
は
、
地
域
医
療
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
旭
川
荘
」
の
発

展
に
。
以
献
す
る
と
と
も
に
、
医

学
と
福
祉
を
合
わ
せ
た
「
医
療

福
祉
学
」
の
体
系
化
を
進
め
る

な
ど
し
た
。
松
田
さ
ん
は
、
昭

和
三
十
四
年
か
ら
十
年
問
に
わ

た
り
、
岡
山
経
済
同
友
会
の
代

表
幹
事
を
つ
と
め
地
域
経
済
迎

菜
の
振
興
な
ど
に
収
り
組
む
一

方
で
、
企
ｔ
太
利
益
の
社
会
還
。
九

を
収
ん
じ
、
夢
二
鮮
ｈ
泗
術
館

設
立
に
も
力
を
入
れ
た
。

　
同
助
成
金
が
贈
ら
れ
る
の

は
、
社
会
部
門
で
、
社
会
福
祉

法
人
岡
山
い
の
ち
の
電
話
協
会

　
（
金
光
洋
一
郎
会
長
）
。
国
際

親
洵
部
門
で
、
ア
ジ
ア
医
師
連

粘
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
曽
肢

茂
代
良
）
。

　
三
木
心
急
官
受
賞
者
に
は
、

良
司
状
と
メ
ダ
ル
、
三
十
万
円

の
賞
金
が
噌
ら
れ
、
同
助
成
金

の
受
賞
者
に
は
、
表
彰
状
と
助

成
金
『
五
ナ
カ
円
が
贈
ら
れ
る
。
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読
売
国
際
協
力
賞
選
考

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
次

の
通
り
。
（
五
十
晋
順
）

国
際
交
流
基
金
理
事
長

　
　
　
　
浅
尾
新
一
郎

国
連
大
使

　
　
　
　
　
小
和
田
恒

サ
ン
ト
リ
ー
常
務
取
締
役

　
　
　
　
　
川
口
順
子

経
団
連
顧
問

　
　
　
　
　
佐
波
正
一

世
界
平
和
研
究
所
副
会
長

　
　
　
　
　
中
川
幸
次

読
売
新
聞
社
代
表
取
締
役

社
長
・
主
筆

　
　
　
　
　
渡
辺
恒
雄

兎

r ｀

1

●
Ｆ

Ｉ

命ＦjS゛_tt（水曜日）１９９５年(平成７年)９月６日（鯖三種郵便物認可）

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
原
点
は
七
九
年

の
カ
ン
ボ
ジ
ア
内
戦
で
の
難
民

救
援
活
動
だ
。
同
年
十
二
月
、

医
師
で
あ
る
菅
波
代
表
と
二
人

の
日
本
人
医
学
生
が
タ
イ
の
カ

オ
イ
ダ
ン
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
か

け
つ
け
た
が
、
既
存
の
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
持

っ
て
し
っ
か
り
と
根
を
張
る
難

民
キ
ャ
ン
ブ
で
は
善
意
が
ほ
で

は
何
も
出
来
な
い
こ
と
を
悟
り

帰
国
し
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
国
際
医
療
救

援
活
動
に
は
現
地
と
の
パ
イ
プ

と
組
織
の
必
要
性
を
痛
感
し
た

菅
波
代
衷
ら
は
そ
の
後
、
日
本

で
学
ん
だ
ア
ジ
ア
の
医
学
生
た

ち
に
呼
び
掛
け
「
ア
ジ
ア
医
学

生
会
議
」
を
設
立
、
八
四
年
八

月
、
同
金
議
の
Ｏ
Ｂ
を
咳
に
し

て
ア
ジ
ア
で
の
医
療
救
摺
活
動

と
研
修
を
行
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
」
を
発
足
さ
せ
な
。
設
立

理
念
は
「
相
互
理
解
、
相
互
支

援
、
相
互
幸
せ
」
を
ス
テ
ッ
プ

に
「
良
き
医
療
、
良
き
将
来
」
。

　
以
後
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
着
実
に

実
績
を
罵
ね
活
動
の
場
も
ア
ジ

ア
か
ら
世
界
に
拡
大
し
た
。
現

在
の
活
動
は
自
然
災
害
や
紛
争

地
で
の
人
道
的
医
療
と
日
常
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
け

る
保
健
医
療
に
大
別
さ
れ
る
。

地
域
保
健
医
療
活
動
と
し
て
は

ネ
パ
ー
ル
の
ピ
ス
ヌ
村
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
シ
ア
ヌ
ー
ク
病
院
精

神
科
再
建
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

が
進
行
中
だ
。

難民救援活動が原点
日口の地震でも活躍

帰
還
緊
急
医
療
な
ど
で
活
躍
。

九
三
年
も
ソ
マ
リ
ア
難
民
救

援
、
イ
ン
ド
西
部
大
地
震
被
災

者
救
援
な
ど
に
医
師
ら
が
派
遣

さ
れ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
名
を
世
界
に
知

ら
し
め
た
の
は
九
四
年
の
ル
ワ

ン
ダ
で
の
難
民
救
援
活
動
。
日

本
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
部
隊
派
遣
に
先
駆

　
一
方
、
緊
急
救
援
医
療
も
目
け
、
難
民
が
ひ
し
め
く
ザ
イ
ー

覚
ま
し
い
活
動
を
続
け
て
い
ル
の
ゴ
マ
キ
ャ
ン
ブ
に
日
本
入

る
。
九
一
年
に
は
湾
岸
戦
争
で
医
師
ら
を
派
遣
、
世
界
の
医
療

被
災
し
た
ク
ル
ド
難
民
の
救
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
ご
し
て
カ
レ
ヘ
ー
キ

援
、
九
二
年
は
エ
チ
オ
ピ
ア
の
ャ
ン
プ
の
診
療
所
を
運
営
す
る

チ
グ
レ
州
難
民
へ
の
救
済
医
実
績
を
残
し
た
。

療
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
の
本
国
・
さ
ら
に
九
五
年
一
月
の
阪
神

ＯアにのＧ人人　　る災とリ穴こｌ験こ
と　｀登Ｎ　　°｀響現゜者しン｀哭をノ

しさ録Ｇ２六ア｀在　のて大鵠生
てらさｏし月ジ会１　　救最地のょか４
のにれ。てにア員　　護初震後成し
遇世｀カ初は十　

§　

－にでの果た

ｓ

を界日テめ日五詮に　に　　も口を繁
確の本ゴて本か日十　あ瑠医シ上急掴
実医力い国の国本四　たに療アげ医タ
副1りHI簒呂us　ぞ剥糾引U
劣Ｇジ｀゛定Ｎ百百を　い被８ハま動ｌ

つ
つ
あ
る
。

言仏具
｜

Ｏ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
持
っ

て
多
彩
な
活
動
を
続
け
て
い
る

が
、
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
な
φ
と
医

U
j
W
I
S
S
4
i
S
i
4
1
U
4
'
S
g
'

世
界
各
地
に
十
二
の
事
務
所
を

置
き
、
八
千
人
以
上
の
医
師
、

看
護
姻
、
後
方
支
援
ス
タ
ッ
フ

が
世
界
の
約
八
十
か
所
で
活
動

が
、
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
な
φ
と
医
ア
か
ら
の
独
立
を
図
り
失
敗
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
「
証
言
す
る
」
こ
と
。
悲
劇
発
を
残
し
て
い
る
の
が
国
際
赤
十

師
、
看
護
婦
な
ど
特
殊
な
技
能
そ
の
後
に
発
生
し
た
「
ピ
ア
フ
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
か
ら
の
補
助
生
の
原
因
を
医
療
救
援
活
動
の
字
「
赤
十
字
国
際
委
員
会
、
国

を
持
つ
メ
ン
バ
ー
の
参
加
が
匹
ラ
飢
窄
心
」
を
救
う
た
め
に
か
金
。
し
か
し
、
全
予
算
の
半
分
な
か
で
見
つ
め
、
そ
の
実
態
を
際
赤
十
字
社
、
赤
新
月
社
連
盟
、

ｔ
件
と
な
る
た
め
、
数
蹟
け
つ
け
た
仏
人
ｓ
師
数
人
が
中
は
世
界
各
ｓ
約
九
十
万
の
個
世
界
に
証
言
、
視
繍
に
よ
る
干
語
学
字
社
）
司

な
き
医
師
団
（
Ｍ
Ｓ
Ｆ
）
」
。
を
続
け
て
い
る
。

一
九
六
七
年
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
　
そ
の
巨
大
な
組
織
を
支
え
て

東
部
ピ
ア
フ
ラ
が
ナ
イ
ジ
ェ
リ
い
る
の
は
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
、

ア
か
ら
の
独
立
を
図
り
失
敗
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所

中
で
も
個
人
の
寄
付
が
多
く
、

そ
れ
が
Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
持
続
性
の
あ

る
幅
広
い
医
療
救
復
活
動
を
支

え
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

　
Ｍ
Ｓ
Ｆ
と
並
ぶ
二
大
医
療
Ｎ

Ｇ
Ｏ
は
同
じ
く
パ
リ
に
本
部
を

置
く
「
世
界
の
医
療
団
（
Ｍ
Ｄ

Ｍ
）
」
。
八
〇
年
、
イ
ン
ド
シ

ナ
の
ポ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
救
援
の

た
め
、
南
シ
ナ
海
で
活
動
し
て

い
た
仏
人
医
師
、
ペ
ル
ナ
ー
ル

ー
ク
シ
ュ
ネ
ル
氏
ら
が
中
心
と

ｓ
ｌ
ｌ

ｒ
ａ
ｒ
Ｍ
ｌ
ｖ
４
ｒ
４
ｚ

Ｎ
ｖ
ａ
’
１

ネ
ル
氏
は
Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
主
喫
設

立
者
の
一
人
だ
が
、
Ｍ
Ｓ
Ｆ

と
運
営
路
線
の
達
い
か
ら
Ｍ
Ｄ

Ｍ
設
立
に
加
わ
っ
た
と
い
わ
れ

る
。

　
Ｍ
Ｄ
Ｍ
の
基
本
理
念
は
「
助

け
る
ｘ
治
療
す
る
」
に
加
え
て

出９

な在でる医だも゜
療ｉ医そ
Ｎ　療の§　μ

し　はＸ
心
と
な
っ
て
七
一
年
に
設
立
さ

れ
た
ｏ
設
立
の
基
本
精
神
砿
。
人

種
、
宗
教
、
政
治
思
想
な
ど
に

関
係
な
く
危
機
に
ひ
ん
し
て
い

る
人
々
へ
の
救
援
」
。

　
そ
の
後
、
Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
活
動
は

着
実
に
拡
大
、
世
界
各
地
の
戦

災
地
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
、
自
然

災
害
の
発
生
地
な
ど
に
迅
速
に

か
け
つ
け
効
果
的
な
医
療
救
援

活
動
を
行
っ
て
き
た
。
八
〇
年

に
は
欧
州
支
部
、
九
〇
年
に
は

ア
メ
リ
カ
支
部
、
九
二
年
に
は

人
、
企
業
、
団
体
か
ら
の
寄
付
。
渉
を
試
み
て
い
る
。
設
立
以
来
、
国
際
赤
十
字
の
活
動
は
医
療

で
、
賛
同
者
は
世
界
に
八
十
万

人
と
芭
わ
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
小
規
模
な
活

動
を
続
け
て
い
る
世
界
の
医
療

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、

純
然
た
る
医
療
Ｎ

1 0
Ｏ
以
外
で

医
療
救
援
活
動
で
多
く
の
実
績

を
残
し
て
い
る
の
が
国
際
赤
十

長
年
の
国
際
活
動
評
価

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
選
ん
だ
理
由
テ
ィ
ア
と
し
て
再
び
ネ
パ
ー
ル

は
、
同
協
議
会
に
よ
る
長
年
に
に
渡
り
農
業
指
導
を
続
け
て
い

体
も
、
そ
れ
ぞ
れ
す
ば
ら
し
い

国
際
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
。

選
考
委
員
会
座
長
と
し
て
深
い

感
銘
を
受
け
る
と
と
も
に
、
今

後
ま
す
ま
す
の
活
動
を
期
待
し

て
い
る
。

　
　
　
　
◇

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ほ
か
に
三
氏
が

最
終
選
考
会
で
の
議
題
と
さ
れ

た
。
最
終
選
考
で
検
討
さ
れ
た

候
補
者
の
略
歴
は
以
下
の
通

り
。
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　
中
村
哲
＝
八
四
年
以
来
、
パ

｜
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●

　
選
考
委
員
会
座
長

　
　
　
　
　
浅
尾
新
一
郎

　
昨
年
の
緒
方
貞
子
・
国
連
難

民
高
等
弁
務
官
に
続
く
受
賞
者

を
選
ぶ
第
二
回
読
売
国
際
協
力

糞
の
選
考
委
員
会
は
、
八
月
三

十
一
日
に
開
か
れ
た
。

　
今
回
は
全
国
か
ら
個
人
十
件

・
団
体
四
件
の
合
計
十
四
件
の

応
募
が
寄
せ
公
い
た
。
昨
年
の

例
に
な
ら
い
、
こ
れ
を
読
売
新

聞
社
内
の
推
薦
委
員
会
が
個
人

三
件
・
団
体
一
件
の
計
四
件
に

絞
り
、
本
選
考
委
員
会
に
推
薦

が
あ
っ
た
ｏ

　
こ
れ
を
受
け
て
、
選
考
委
員

会
で
は
、
各
候
補
の
活
動
な
ど

に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明
を

受
け
た
後
、
出
席
の
各
委
員
が

活
発
か
つ
熱
心
な
発
言
を
行
っ

た
。
各
候
補
に
対
す
る
論
評
に

先
立
ち
、
公
募
の
方
法
や
選
考

の
基
準
に
つ
い
て
も
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　
選
考
一
鴛
員
会
に
推
薦
の
あ
っ

た
候
補
四
件
に
つ
い
て
は
、
出

場
一
致
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
読
売
国

際
協
力
賞
の
第
二
回
受
貧
者
に

決
定
し
た
。

立
、
院
長
に
就
任
。

　
近
藤
亨
日
一
七
六
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
専
門
家
と
し
て
ネ
パ
ー
ル

の
カ
ト
マ
ン
ズ
に
派
遣
さ
れ
九

〇
年
ま
で
ネ
パ
ー
ル
の
園
芸
開

発
に
尽
力
。
定
年
後
は
ポ
ラ
ン

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
．
”
1
”
”
Q
S
j

5
’
。

国
際
緊
急
援
助
隊
医
療
チ
ー
ム

　
（
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
）
も
近
年
、
重

要
な
存
在
に
な
っ
て
き
た
。

　
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
は
八
七
年
に

　
「
国
際
緊
急
援
助
隊
派
遣
法
」

が
成
立
し
て
以
来
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
十
一

か
国
の
災
害
地
に
十
七
チ
ー
ム

が
派
遣
さ
れ
、
現
住
、
百
七
十

三
人
の
医
師
、
二
百
十
四
人
の

看
護
婦
、
百
二
十
二
人
の
調
整

員
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

わ
た
る
活
動
ぶ
り
、
受
賞
に
よ
る
。
’

る
国
際
的
な
効
果
、
国
内
外
の
　
田
中
哲
一
万
九
三
年
、
日
銀

広
い
地
域
で
の
救
援
医
療
活
動
か
ら
ギ
ル
ギ
ス
タ
ン
中
央
銀
行

を
外
国
人
参
こ
も
に
す
ぱ
や
く
総
裁
顧
問
に
就
任
。
金
融
、
財

展
開
し
て
い
る
点
－
１
な
ど
蚤
政
政
策
決
定
に
寄
与
し
た
。
九

評
価
し
た
も
の
だ
。
　
　
　
四
年
、
任
期
満
了
後
大
統
領
ら

　
第
二
回
読
売
国
際
協
力
賞
の
の
要
請
で
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
に
戻

候
補
に
あ
が
り
な
が
ら
、
今
回
り
、
経
済
政
爾
の
ほ
か
日
本
と

受
賞
さ
れ
な
か
っ
た
個
人
・
団
の
文
化
交
流
に
も
寅
献
し
て
い

席
し
た
委
員
一
人
ひ
こ
り
が
意
キ
ス
タ
ン
の
ペ
シ
ャ
ワ
ル
で
パ

見
を
述
べ
、
欠
席
し
た
一
委
員
キ
ス
タ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
書
面
に
よ
る
見
解
も
紹
介
し
難
民
の
医
療
活
動
に
あ
た
っ
て

た
。
こ
れ
ら
を
総
合
し
な
結
果
、
い
る
。
九
四
年
、
ペ
シ
ャ
ワ
ル

本
道
壽
委
員
会
と
し
て
は
、
満
・
ハ
ン
セ
ン
病
奉
仕
会
を
設



’
ｇ
　
　
Ξ
　
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
受
賞

　
第
二
回
読
売
国
際
協
力
賞
を
受
賞
し
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
’
Ｉ
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）

は
日
本
に
本
拠
を
置
き
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
活
動
団
体
）
だ
。
最
近
、

わ
が
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
も
充
実
し
て
負
心
が
、
専
門
技
術
が
求
め
ら
れ
る
医
療
救
助
活
動
の
分

野
で
は
国
際
的
な
医
療
専
門
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
比
較
し
て
ま
だ
遅
れ
が
目
立
つ
。
「
日
本
人
の
顔
が
見

え
る
国
際
貢
献
」
の
担
い
干
こ
し
て
奮
闘
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Λ
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
と
世
界
の
医
療

｜
１

の
カ
ン
ボ
ジ
ア
内
戦
で
の
難
民

政
裾
ｓ
動
だ
。
同
年
十
二
月
、

医
師
で
あ
る
菅
波
代
表
と
二
人

の
日
本
人
医
学
生
が
タ
イ
の
カ

オ
イ
ダ
ン
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
か

け
つ
け
た
が
、
嘔
仔
の
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
持

っ
て
し
っ
か
り
と
根
を
張
る
難

民
キ
ャ
ン
プ
で
は
善
意
が
好
で

は
何
も
出
来
な
い
こ
と
を
悟
り

帰
国
し
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
国
際
医
療
救

堵
居
動
に
は
現
地
と
の
パ
イ
プ

　
解
説
部

調
査
研
究
本
部

幇

1ll

Ｓ

バングラデシュの難民キャンプで診療に
当たるＡＭＤＡの津曲兼司医師（92融）　　　　覚

1!i動か原点

i11でも活躍
大
震
災
で
は
初
め
て
国
内
に
メ

ン
バ
ー
を
派
遣
、
海
外
で
の
経

験
を
生
か
し
た
緊
急
医
療
活
動

は
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
。
ま

た
、
そ
の
後
の
ロ
シ
ア
・
サ
ハ

リ
ン
大
地
震
で
も
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
し
て
最
初
に
刺
地
に
入
り
被

災
者
の
救
護
に
あ
た
っ
て
い

る
。

　
現
在
は
海
外
に
十
四
支
部
を

置
き
、
会
員
数
は
日
本
に
七
百

人
、
ア
ジ
ア
十
五
か
国
に
二
百

人
。
六
月
に
は
日
本
の
医
療
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
し
て
初
め
て
国
連
認
定

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
ー
）

に
登
録
さ
』
几
日
本
が
ら
ア
ジ

ア
、
さ
ら
に
。
″
』
．
ｗ
言
訳
啜
ｙ
Ｇ

Ｏ
と
し
て
Ｉ
・
九
回
ｙ
・
暗
吉
永
沁

つ
つ
あ
る
。
『

記厘諾諾寡r7tr!SI置⑨⑤、

菅
波
茂
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
皿
に
聞
く
】

　
読
売
国
際
協
力
賞
と
い
う
栄

え
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、
大
変

名
誉
に
感
じ
て
お
り
軍
ず
。
今

後
も
世
界
の
人
道
援
助
へ
貢
献

を
続
け
る
決
意
を
固
め
て
お
り

ま
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
十
年
余
に
わ
た

り
、
世
界
各
地
で
緊
急
医
療
援

助
を
核
と
し
た
活
動
を
続
け
て

さ
ま
し
た
。
過
去
の
活
動
は
、

本
部
を
置
く
岡
山
市
の
葦
政
内
科
医
院
で

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
つ
い
て
語
る
驚
波
茂
代
表

日
本
か
ら
目
に
つ
き
に
く
い
場

所
が
主
で
し
た
が
、
昨
年
以
降
、

日
本
が
Ｐ
Ｋ
Ｏ
（
国
連
平
和
維

持
活
動
）
に
参
加
し
た
ル
ワ
ン

ダ
内
戦
や
阪
神
大
震
災
、
サ
ハ

リ
ン
震
災
で
の
活
動
が
里
な

す
る
際
、
官
民
の
別
は
あ
り
ま

せ
ん
。
「
日
本
は
八
月
か
ら
援

助
に
参
加
し
た
」
と
の
評
価
を

得
て
、
対
応
の
遅
れ
た
湾
岸
戦

争
の
汚
名
返
上
に
寄
与
し
た
と

確
信
し
て
い
享
ｙ
。

　
阪
神
大
震
災
は
国
内
初
の
緊

急
医
療
活
動
で
し
た
が
、
当
日

午
後
一
時
に
は
医
師
団
派
遣
を

だ
い
た
阪
神
大
震
災
向
け
援
助

を
『
お
返
し
』
し
た
い
の
だ
」

と
、
ロ
シ
ア
当
局
に
再
三
申
し

入
れ
、
活
動
許
可
を
得
ま
し
た
。

「
親
切
の
心
」
は
世
界
共
通
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。

　
振
り
返
る
と
、
人
道
援
助
は

長
く
欧
米
の
専
売
特
許
で
し

た
。
だ
が
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ

已
段
構
え
″
の
医
療
支
援

　
　
　
「
仲
間
助
け
よ
う
」
広
が
る
輪

り
、
く
し
く
も
注
目
を
集
め
る

結
果
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
　
ル
ワ
ン
ダ
ヘ
は
、
九
四
年
十

月
の
自
衛
隊
本
隊
派
遣
に
先
駆

け
、
内
田
順
一
背
後
の
同

年
五
月
に
先
遣
隊
を
派
遣
、
八

月
か
ら
は
岡
山
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
と
共
同
で
活
動
を
展
開
し
ま

し
た
。

　
一
国
の
活
動
を
他
国
が
評
価

・
決
定
し
、
「
糾
地
で
考
え
る
」

・
と
の
モ
ッ
ト
ー
を
体
現
蓄
策

し
た
。
災
害
救
援
の
成
否
は
三

日
間
で
決
ま
り
ま
す
。
ま
ず
現

地
に
医
師
を
逞
り
、
状
況
を
把

握
し
、
第
二
障
を
本
格
的
に
出

す
。
「
ワ
ン
・
ツ
ー
」
の
行
動

が
派
遣
の
鉄
則
で
す
。

　
サ
ハ
リ
ン
で
は
当
初
、
援
助

受
け
入
れ
を
拒
否
さ
れ
ま
し

た
。
だ
が
、
「
貴
国
か
ら
い
た

カ
の
披
援
助
国
が
、
自
ら
援
助

を
行
う
こ
と
に
無
関
心
な
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、

日
本
の
ほ
か
ア
ジ
ア
の
医
師
が

数
多
く
参
加
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団
の
活
動

が
証
明
し
て
い
享
罵

　
私
た
ち
は
、
環
堵
の
Ｘ
Ｇ
Ｏ

と
汗
を
流
し
、
理
解
と
信
頼
を

深
め
合
う
相
互
扶
助
の
思
想
で

援
助
を
葦
め
て
さ
ま
し
た
。
前

述
し
た
サ
ハ
リ
ン
で
の
活
動
は

好
例
で
す
。
「
お
互
い
知
り
昔

っ
て
い
る
仲
間
を
助
け
ぶ
つ
」

と
の
思
い
が
私
た
ち
を
動
か

し
、
活
動
そ
の
も
の
が
。
身
内
」

の
輪
を
広
げ
て
貪
申
・
‐
‐
。
そ

れ
が
、
十
年
に
わ
た
る
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
忠
み
だ
っ
た
と
言
え
ま
し

ょ
う
。

　
時
代
の
要
請
が
私
た
ち
を
求

め
、
活
動
地
域
も
５
が
り
ま
し

た
。
冷
戦
終
結
後
は
、
ア
フ
リ

カ
と
欧
州
で
の
比
重
が
増
し
て

い
ま
す
。
専
つ
べ
き
は
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
を
必
要
と
す
る
世
界
情
勢

で
す
。

　
戦
火
を
逃
れ
、
私
た
ち
の
キ

ャ
ン
プ
で
男
児
を
出
産
し
た
母

親
が
、
わ
が
子
に
「
ア
ム
ダ
」

と
い
う
名
前
を
つ
け
て
く
れ
ま

し
た
。
ル
ワ
ン
ダ
で
の
出
来
事

で
す
。
命
の
輝
窄
こ
平
和
の
尊

さ
…
…
。
私
た
ち
は
、
今
後
も

求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
使
命
の

重
さ
を
感
じ
て
い
享
ｆ
ｙ
。
（
談
）

人
種
、
思
想
超
え
救
命

特
殊
技
能
生
か
し
て
貢
献

　
世
界
各
地
で
は
多
く
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
持
っ

て
多
彩
な
活
動
を
続
け
て
い
る

が
、
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
な
る
と
医
ア
か
ら
の
独
立
を
図
り
失
敗
、

師
、
看
護
婦
な
ど
特
殊
な
技
能
そ
の
後
に
発
生
し
た
［
ピ
ア
フ

を
持
つ
メ
ン
バ
ー
の
参
加
が
Ｊ
ラ
飢
さ
ん
］
を
救
う
た
め
に
か

膏
条
件
と
な
る
た
め
、
数
は
限
け
つ
け
な
仏
八
医
師
数
人
が
中

な
き
医
師
団
（
Ｍ
Ｓ
Ｆ
）
」
。

一
九
六
七
年
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

東
部
ピ
ア
フ
ラ
が
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
か
ら
の
独
立
を
図
り
失
敗
、

ら
れ
て
く
る
。
そ
の
意
味
で
Ｎ
‘
心
と
な
っ
て
七
一
年
に
眼
豆
さ

Ｇ
Ｏ
の
中
で
も
医
療
Ｘ
Ｇ
ｎ
汪
れ
た
。
設
立
の
基
本
精
神
昧
人

糞
重
な
存
在
だ
。
　
　
　
種
、
宗
教
、
政
治
思
想
な
ど
に

　
国
際
的
な
医
療
Ｘ
・
Ｇ
つ
こ
し
関
係
た
く
忿
・
磯
に
ひ
ん
し
て
い

て
ま
ず
最
初
こ
挙
げ
』
り
れ
る
の
る
人
々
へ
の
救
援
几

が
パ
リ
に
本
匠
を
櫃
。
’
・
ニ
ｍ
還
。
そ
じ
・
嘩
．
Ｍ
Ｓ
ド
め
活
動
は

『
月
ョ
リ
回
づ
『
回
…
…
…
一
一
白
羽
一
匹
一
．
‥
い
Ｊ
…
回
目
一
一
Ｊ
‘
心
・

:
…
.
.
.
.

.

.
1
｛
・
宍
‘ 天
一
｝ ．一
一
一
」
、
一’ ＶＮ

・
・
・
ぃ
一
一
一・
・
」・
．’
．
｛
｝
．

ぃ
．
・
．
一
．
］

一
一
｛
｝・ ．
一
回
い
μ
に
に
ば
に
作

’

日
本
支
部
も
設
立
さ
れ
、
現
在
、

世
界
各
地
に
十
二
の
事
務
所
を

置
き
、
八
千
人
以
上
の
医
師
、

看
護
一
、
後
方
支
援
ス
タ
ッ
フ

が
世
界
の
約
八
十
か
所
で
活
動

を
続
け
て
い
る
。

　
そ
の
巨
大
な
組
織
を
支
え
て

い
る
の
は
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
、

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所

　
（
Ｕ
Ｘ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
か
ら
の
補
助

金
。
し
か
し
、
全
予
算
の
半
分

は
世
界
各
国
約
九
十
万
の
個

人
、
企
業
、
団
体
か
り
の
寄
付
。

中
で
も
個
人
の
寄
付
が
多
く
、

そ
れ
が
Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
持
続
性
の
あ

る
幅
広
い
医
療
痙
岑
極
勣
を
支

え
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

　
Ｍ
Ｓ
Ｆ
と
並
ぶ
二
穴
居
療
Ｎ

Ｇ
Ｏ
・
ぱ
向
じ
く
バ
リ
に
Ａ
部
を

な
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
ク
シ
ュ

ネ
ル
氏
は
Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
主
要
設

立
者
の
一
人
だ
が
、
Ｍ
Ｓ
Ｆ

と
運
営
路
線
の
遵
い
か
ら
Ｍ
Ｄ

Ｍ
設
立
に
加
わ
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
　
Ｍ
Ｄ
Ｍ
の
基
本
理
念
は
「
助

け
や
治
療
す
る
」
に
加
え
て

　
「
証
言
す
る
」
こ
と
。
悲
劇
発

生
の
原
因
を
医
療
救
塘
居
動
の

な
か
で
見
つ
め
、
そ
の
実
簡
ｙ
ｔ

世
界
に
証
酋
、
視
線
に
よ
る
干

渉
を
試
み
て
い
る
。
設
立
以
来
、

湾
岸
戦
争
、
ル
ワ
ン
ダ
、
ソ
マ

リ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
な
ど
世
界
各

地
で
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
き

た
。
現
在
、
約
Ξ
千
人
の
医
師
、

看
護
婦
、
支
援
ス
タ
ッ
フ
が
お

り
、
日
本
に
も
事
務
局
が
あ
る
。

Ｍ
Ｄ
Ｍ
も
活
動
資
金
の
大
半
は

個
人
を
中
心
と
し
た
寄
付
金

で
、
賛
同
者
は
世
界
に
八
十
万

人
と
き
わ
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
小
規
模
な
活

動
を
続
け
て
い
る
世
界
の
医
療

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、

純
然
た
る
医
療
Ｎ
ｎ
ｙ
Ｏ
以
外
で

医
療
救
糟
脈
動
で
多
く
の
実
績

を
残
し
て
い
る
の
が
国
際
赤
十

字
（
赤
十
字
国
際
委
員
会
、
国

厚
赤
十
字
社
、
赤
新
月
社
連
盟
、

各
国
赤
十
字
社
）
だ
。

　
国
際
赤
十
字
の
活
動
は
医
療

長
年
の
国
際
活
動
評
価

｜

場
一
致
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
読
売
国

際
協
力
賞
の
第
二
回
受
賞
者
に

１な
い
が
、
戦
時
、
平
時
の
紛
争

地
や
自
然
災
害
発
生
地
な
ど
で

疫
病
の
発
生
予
防
活
動
に
欠
か

せ
な
い
組
織
だ
。

　
ま
た
国
際
的
な
緊
急
医
療
活

動
の
組
織
と
し
て
日
本
の
国
際

協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
政

一

国
際
緊
急
援
助
隊
医
療
チ
ー
ム

　
（
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
）
も
近
年
、
喬

瞬
な
存
在
に
な
っ
て
き
た
。

　
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
は
八
七
年
に

　
「
国
際
緊
急
援
助
隊
派
遣
法
」

が
成
立
し
て
以
来
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
ー
な
ぐ
こ

か
国
の
災
害
地
に
十
七
チ
ー
ー
ム

が
派
遣
さ
れ
、
現
在
、
百
七
十

三
人
の
医
師
、
二
百
十
四
人
の

看
護
婦
、
百
二
十
二
人
の
調
整

員
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

立
、
院
長
に
就
任
。

　
近
藤
亨
一
七
六
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
専
門
家
と
し
て
ネ
パ
ー
ル

の
カ
ト
マ
ン
ズ
に
派
遣
さ
れ
九

〇
年
ま
で
ネ
パ
ー
ル
の
圖
芸
開
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■朝鮮民主主繭人民共和国緊息裁援医療活勤報告

　　　　………　　朝鮮民主主義人民共和国

　　　　　　　　緊急救援プロジェクト

概要

　ＡＭＤＡでは国連人道問題局からの調査報告と朝鮮民主主義人民共和国ジュネーブ事

務所からの強い要請を受けて、このたび朝鮮民主主義共和国での大洪水の被災者に対し

緊急救援物資援助を行うことを決定致しました。

　この一月の阪神大震災の折りには朝鮮民主主義共和国からも国際赤十字を通じ被災者

の救援のための善意の義援金が寄せられました。その折りの好意に対してお返しをする

機会として在日本朝鮮人総連合会等関係団体のご協力をいただき､今回の救援活動を行っ

ていく予定です。

　詳細は以下の通り。

救援物資

　　１．輸送日時

　　２．輸送手段

　　３．物資内容

　１９９５年９月１３日

　万景峰　Man Gyong Bong- 9 2 （5）

　WHO　The new emergency healthkit

・Basic unit　/30000人対象　３ヶ月用

（新潟発　１０：００）にて

約2.8トン

　　　　　　　　　　　　（医薬品、医療消耗品、医療器具）

　　　　　　　　　　　　・Supplementary unit　/30000人対象　３ヶ月用

プロジェクト概要

　　８月23日国連人道援助局より朝鮮民主主義人民共和国大洪水被災状況についての

　　　　　　ファックスによる情報提供あり

　　９月２日朝鮮民主主義人民共和国ジュネープ事務所から　ＡＭＤＡへの援助要請有り

　　９月５日lntemational Dispensary Association（オランダ　アムステルダム）へThenew

　　　　　　emergency health kitを発注輸送手段の検討を始める。

　　９月８日日本船舶振興会へ緊急災害援助として500万の資金提供の申請（9/11決定）

　　９月９日第一陣を新潟より船便で出すことを決定

　　９月11日朝９：３０　ＫＬＭオランダ航空機にて関西空港に到着、陸路にて新潟へ

　　９月12日新潟税関にて朝鮮への通関業務を行う。

　　９月13日万景峰　９２便（新潟発　１０：００）にて朝鮮民主主義人民共和国へ９

　　　　　　月14日16:00ごろ朝鮮民主主義人民共和国元山へ到着現地受け入れ業務

　　　　　　は朝鮮民主主義人民共和国が行う。

　　　　　＊第２陣出発日、輸送機関については各方面の協力を得て現在交渉中。

　＊ＡＭＤＡは、インターネット上でも、北朝鮮関連の情報を提供しております。随時更

　　新していく予定でずのでこちらもご覧下さい。 AMDA INTERNET STATION へのア

　　クセスは、ＷＷＷブラウザにてhttp://www.amda.orgp０入力で可能になります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際医療協力vol.18 N0.9 1995 9
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船積みされる

AMDAの物資

北朝鮮へ向けて

MANGYONG

BONG-92出航

１９９５年(平成7年)９月１３日　　水曜日

一

ｒ●

゛･●

　
大
洪
水
被
害
の

　
北
朝
鮮
救
援
を

　
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
呼
び
掛
け

　
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
朝
鮮

民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝

鮮
）
へ
の
緊
急
救
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
行
う
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
・

岡
山
市
槽
津
）
は
十
二
日
、
記

者
会
見
し
、
現
地
の
被
害
状
況

を
報
告
。
食
料
品
、
衣
類
な
ど

の
救
援
物
資
の
提
供
を
呼
び
掛

け
た
。

　
近
藤
祐
次
事
務
局
長
は
、
現

地
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
「
七

～
八
月
の
洪
水
で
西
部
を
中
心

に
約
五
百
二
十
万
人
が
被
災
。

全
体
の
被
害
総
額
は
約
一
兆
五

千
億
円
に
上
る
と
み
ら
れ
、
特

に
農
業
分
野
に
壊
滅
的
な
被
害

が
出
た
よ
う
だ
」
と
話
。
ベ
コ

メ
マ
・
址
ご
ど
食
。
警
闘
水
筒

医
薬
品
な
ど
の
緊
急
援
助
の
必

要
を
訴
え
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
十
三
日
に
も
医

薬
品
や
食
料
を
積
ん
だ
緊
急
救

援
物
資
の
第
一
陣
を
船
で
現
地

に
送
る
ほ
か
、
関
係
機
関
と
の

交
渉
が
ま
と
ま
り
次
第
、
早
急

に
第
二
障
を
派
遣
す
る
方
針
。

　
丘
藤
事
務
局
長
は
「
阪
神
大

震
災
の
際
、
北
朝
鮮
政
府
か
ら

も
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ

の
好
意
に
こ
た
え
る
た
め
に
も

で
き
る
限
り
の
援
助
を
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
救
援
物
資

の
ほ
か
、
郵
便
口
座
０
１
２

５
０
－
２
１
４
０
７
０
９
（
通

信
欄
に
「
朝
鮮
洪
水
」
と
記
入
）

で
募
金
も
受
け
付
け
て
い
両

問
い
合
わ
せ
は
同
事
務
局
（
Ｏ

８
６
１
２
８
４
－
７
７
３

０
）
。

10　国際医療協力V｡|｡18 N0.9 1995

記者会見するＡＭＤＡの近藤事務局長（中央）＝岡

山市檜津、ＡＭＤＡ本部
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洪
水
で
大
き
な
被
害
の
出
た
朝

鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北

朝
鮮
）
の
村
＝
日
時
、
場
所
不

明
（
国
連
人
道
援
助
局
撮
影
）
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鰍
扁
鮑
犀
振
趾
一
Ｆ

万
景
峰
号
新
潟
西
港
出
港

　
大
洪
水
で
大
き
な
被
害
が
出

た
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

　
（
北
朝
鮮
）
に
向
け
て
貨
客
船

　
「
万
景
峰
9
2
」
が
十
三
日
朝
、

国
内
外
へ
医
療
援
助
な
ど
を
行

う
民
間
団
体
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

臨
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
＝
本
部

・
岡
山
市
＝
が
調
連
し
た
医
療

品
な
ど
緊
急
救
援
物
資
の
第
一

陣
を
積
み
込
み
、
新
潟
西
港
を

出
港
し
た
。
日
本
か
ら
の
救
援

物
資
は
今
回
が
初
め
て
。

　
今
回
送
ら
れ
た
の
は
、
世
界

保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
利
用

し
て
い
る
点
滴
な
ど
の
医
療
器

具
や
医
薬
品
九
万
人
分
で
総
額

北
朝
鮮
へ
の
救
援
物
資
な
ど
が
「
万
景
峰
9
2
」

ま
れ
た
＝
1
3
日
午
前
、
新
潟
西
港

へ
積
み
込

●
言
約
二
百
四
十
月
円
。

　
　
　
積
み
込
み
作
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■チェチェン避難民救援医療活動報告
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チェチェン医療活動報告

コーディネーター 赤阪　陽子

＜プログラムについて＞

　８月２１日、月曜日よりDrs.とともにプログラムを再開しました。従来のＩＯＭシェル

ター３ヵ所（グロズニー、ハウスN0.1､ナウルスク）に加え、ルペジュナヤ（チェチェン

北部）のソフホーズ（ステート農場）に、滞在している５０名（５家族）のメディカル

ケアも行うことにしました。

　この５家族について少しずつ述べますと、４家族はザマシキ、１家族はグロズニーか

ら逃げてきたとのこと。セルノボスク、ナズラン、スレプツォブスカヤなどを転々とし

その間、他人の家に居候したり学校に住んだりとしていた。ルベジュナヤ、ソフホーズ

の監督が好意で農場の居住施設に彼等を住まわせているという。彼等は農場で働いては

いるが、大した仕事ではなくサラリーも約２ドル／月。

　現在ぶどう収穫期を待っているが、元々農場で働いている人達の中にも約６ヵ月サラ

リーが支払われていないものもいるとのこと。それらの人々はお金ではなく物資を与え

られている。

　この５家族には､食料援助がソフホーズ監督よりあるが､最近は少なくなってきて､村

の住民に頼みに出かけるという｡村の住民は農場に野菜を届けたりと好意的である。２ヵ

月ほど前にICRCより食料ボックスを届けられたことがあるが､人道援助グッズをもらっ

たのはそれが初めてで最後であった。 JENがICRCについで、訪れる初めての団体だとの

こと。

IOMは北部に２件のシェルターを持ち、まだ人を受け入れる余裕があるため、これら

５家族にそちらへ移るよう勧めているが、彼等はその気はない。というのは、

　１）あちこち転々とするのに疲れた。

　２）すぐに家に帰るつもりだから今更別の所に移る必要はない。（彼等の家は、各々

　　の村町の助けにより、修理が進んでいるとのこと。時々家に戻っているらしい｡）

　３）今､やっと住み慣れてきた所を離れて新しい環境（人を含め）の中で暮らしたく

　　ない。

　４）今まで色々な約束を聞かされてきたが､守られたことはなかった｡人を信用する

　　のに疲れた。また、裏切られたくない。ここでは少なくとも仕事がある。という

　　ことから。

　農場で得たサラリーを全て子どもたちの皮膚病の薬につぎ込むほど困っていたという

ことで、我々の週１度の訪問をすごく喜んでいる。また、我々を信頼しているように思

える。しかし私自らもＩＯＭシェルターヘと移るように勧めてもその気にはならないとい
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難民収容所センターでの

移動診療所

医薬品配布
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われた。私の言葉¨食料だけでも確保は出来るし、ハイジェニックキットも支給される”

と言うのを信じていないようである。確かにIOMシェルターに移るほうが、よりよい生

活が期待できる。 FMSの援助品も手にはいる。これらのことは全て伝えているが､”それ

よりもここで住むほうがいい”と言うのである。

　しかしながら我々に出来ることは、週１回のモービルクリニックと他団体への援助を

求めることだけ。他団体は、”他に選択があり、良い生活の出来る可能性があるのにそれ

を流れているだけに、どの団体もターゲットをしぼり本当に困っている人にのみ援助を

行っているのだ。

　子どもたち約４０人の中の１９人は学校にいけることになった（ルベジュナヤの学校

と話し合った結果）。しかし、服も靴もなく、実際にぱ行けない”状態。（MedAirが今

月末には、古着を多量に受け取るとのことで、ＩＯＭシェルターに配布する。ルベジュヤ

ナステートファームにも配給してもらえることになった｡）

　我々は出来る限りの援助はすると約束｡彼等は、“メディカルケアだけで十分喜んでい

る”と話していた。（その後、８月２５日には、ハイジェニックキットを配布している｡）

その他のモービルクリニック活動は､従来の旧Drsのスケジュールで進んでいる。最初の

１ヵ月は、このまま進めその後、新しく変更するべきところは変更していくつもりであ

る。

　医薬品配布については今の所行えていない状態。しかし８月３０日に少量ながら

CapAnamerより医薬品の贈与を受けた。今週より北部の病院に配布を行う予定。不足し

ているものはヴラジカフカスで買い求める予定。

＜アグーン・ハウスの医務室について＞

　ロータリーから頂く予定の１ ００万円で何かできないか、と考え、ＩＯＭに相談。医務

室はどうだろうというと、即答“Goodldea”で、見積りをたててもらうことになった。そ

の間にＩＯＭの中でも色々と動きがあり、医務室設置にかかる約１ ４０万円は全てＩＯＭか

ら出す、ということになった。しかし、この予算には家具などの費用は含まれていない

ので、責任を持ってくれることになった。そのために９月５日までに彼にお金を渡さな

ければならなかったのです。（９月１５日、遅くても２０日までにアグーンハウスは完成

させなければならないため、５日までにお金を渡さないとローカルワーカーに仕事の以

来などが出来ず、時間切れとなるため｡）とにかく、一部は手渡しましたので、彼はすで

に仕事にかかってくれています。
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移動診療所における患者数

1995年5月～6月
レニンスコエ＆

カリノヴスコエ
グロズヌイ ナウルスク 総計

ふ讐 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計合計
O-5 28 24 52 １ ２ ３ ５ １ ６ 61
6-10 １１ 27 38 ０ １ １ １ ７ ８ 47

11-20 28 23 51 ０ ３ ３ ５ ８ 13 67

21-30 １１ 21 32 ０ ０ ０ ２ ８ １０ 42

31-40 ５ 42 47 １ ４ ５ ０ ８ ８ 60
41-50 ９ 46 55 ０ ３ ３ ０ ６ ６ 64
51-60 １１ 36 47 ３ ３ ６ ７ ２ ９ 62

61-70 19 36 55 ４ ８ 12 ４ ５ ９ 76

71-80 １　５ 12 17 ０ ２ ２ ０ ２ ２ 21
81-･ １　１ ８ ９ ０ ５ ５ ０ ８ ８ 22

合計 128 275 403 ９ 31 40 24 55 79 522

1995年7月
レニンスコエ＆

カリノヴスコエ
グロズヌイ ナウルスク アルパトオ 総計

ふ讐 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 合計
O-5 14 18 32 ５ １ ６ ８ ３ １１ ９ ５ 14 63

6-10 ６ ７ 13 １ １ ２ ０ ２ ２ ２ ２ ４ 21

11-20 ５ ５ 10 ６ ４ 10 ８ ６ 14 ３ ３ ６ 40
21-30 ３ ４ ７ ０ ４ ４ ０ ６ ６ ３ １１ 14 31
31-40 ８ ９ １７ ４ 10 14 ２ ９ １１ １ ６ ７ 49

41-50 ４ ２ ６ ２ 24 26 ２ ３ ５ ０ ３ ３ 40
51-60 ７ １１ 18 ６ ４ １０ ５ ４ ９ ０ ５ ５ 42
61-70 ７ 12 19 ０ 13 13 １ １ ２ １ ３ ４ 38

71-80 ２ ９ 11 ０ ８ ８ ２ ４ ６ ０ １ １ 26
81- １ ０ １ ０ ２ ２ ２ ２ ４ ０ １ １ ８

合計 57 77 134 24 71 95 30 40 70 19 40 59 358

カニノヴスコエとレニンスコエでは、1995年5月23日から7月14日の間1週間に1度移動診療所
へ赴き、診察を行った。

グロズヌイヘは、移動診療所が1週間に2度診察を行い、1995年5月23日から7月12日までは、
第2避難所を、6月12日から7月17日までを第1避難所を医師達が診察を行った。
ナウルスクとアルパトオでは、それぞれ移動診療所か1週間に2度、1995年6月６日から7月18
日まで診察を行った。
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■旧ユーゴスラビア難民救援医療活動報告
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　　　　　　旧ユーゴスラビア緊急救援プロジェクト

　　　　日本緊急救援ＮＧＯグループ:JEN(Japan Emergency NGOs)

　　　　　　　　　　　　参加団体：ＡＭＤＡ．ＪＨＰ．ＲＫＫ

Ｉ．現地の概要

現地の状況

　・ＵＮＨＣＲソーシャルサービスオフィサー　ジャコブ氏の談

　｢今回の難民の精神状態は９１年の旧ユーゴスラビア崩壊時から入ってきていた難民と

　比べひどい状態にある。クライナからボスニアを通り４日以上もかけて新ユーゴスラ

　ビア国境までたどりついた難民が国境前でいきなり一緒に逃げてきた友人を殺し、自

　分も自殺するような事件も起こっている。

　また現在確認されているだけで３００人以上の子どもが孤児になっている。孤児に

　なった理由は､片親がクロアチア人の場合で親はクロアチアに逃げたが子どもだけセ

　ルビアに入ったというケースが多発している。戦争体験や、自分の親が突然消えてし

　まった等の理由で子供たちの多くは極度の精神的ショックを受けている｡｣

・ユーゴスラブ赤十字　ベスナ・ミレノヴィッチ国際関係オフィサー

｢現在１５万人の難民が新ユーゴに流入しており、支援して貰えれば有り難い。

衛生用品も足りないので、大歓迎である｡｣

||．ＪＥＮ緊急救援計画

　ＪＥＮは８月４日以降発生したセルビア難民に対する救援活動を下記のとおり行うこ

とを決定した。

1.プロジェクト名称 新発生セルビア人難民緊急救援活動

2.実施期間 1995年8月～10月３ケ月間

3.実施地域 １　セルビア人共和国（新ユーゴスラビア連邦共和国）

２　セクター東部地域（前国連保護地域東部）

4.予算 約2000万円

5.概要 （1）緊急医療活動

（2）緊急救援物資支援活動

（3）緊急Mental Health Care活動

（4）緊急一時収容施設修復プロジェクト

（5）ボランティアによる救援活動
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活動詳細

　緊急救援物資支援活動について

　　・７万ドル相当の支援物資の買い付けを決定。 １８３００人対象に支援活動を行う。

　　JENでは、既に注文してあるJENのロゴ付きの袋に各種の衛生用品を入れて一つの

　　パッケージ（一人用）とし、配布する。

　　配布する物資は以下のとおり

一緊急救援物資パッケージの中身－

　　洗濯洗剤　　　５００９　　　　石鹸　　　　　　　　　　　１個

　　歯ブラシ　　　　　　１本　　　　シャンプー　　　　　　　　１本

　　歯磨き粉　　　　　　１本　　　　トイレットペーパー　　　　２個

*また子供たちにはストレスの緩和と教育活動を支援する目的で日本から送られたポ

　シエット（日本で集められた文具、遊具等が入った袋）の配布も同時に行う。

派適者の動き

　　加盟団体*ＪＨＰより短期派遣スタッフ３名がセルビア人難民の救援活動に参加する

　ため日本を出発。今月22日までの予定で新ユーゴで救援物資の配布活動を行う。

　なおＪＨＰからは今後９月の中旬までに２陣、３陣の派遣も検討中。

　　長期スタッフについても現在クロアチアに５名、新ユーゴに２名の長期スタッフが

　駐在し活動を行う予定。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ＪＨＰ．。カンボジアの子供に学校をつくる会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Japan把am ofyoung Human Power)

救援物資の運搬仕分け作業の様子 一人ずつ袋に入れて配った
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＭＤＡボランティア福家寿樹

　成田→モスクワ→ウィーンを経由して空路ベオグラードヘ。空港では特に変わった

様子はないがここでアクシデント。日本から持ってきた援助物資（医薬品）の持ち込

みに待ったがかかった。大量の医薬品に疑問が生じた。タイミングよく外で出迎えに

来ていただいていた現地AMDAスタッフの山本邦光氏が飛び込んで来てくれてなんと
か無事入国することができた。

　タクシーにて、HOTEL EXCELSIOR へ。ここで山本氏から現在の状況と今後の活動

についての説明をうけ、滞在中の打ち合わせを行い、夕食を共にして１日目が終わっ

た。

　８月１４日､ペオグラード大学の学生でボランティアのMr.ペジャー氏と山本氏が　ホ

テルに迎えに来てくれて､ブルガリア大使館ヘビザの申請に伺う。これは帰りにソ　フィ

アヘ立ち寄る為であった。そして、JENの事務所へ入った。

ここでお世話になる２人のスタッフの紹介を受ける。

　まず、Dr.ラジプ氏。彼はネパール人で現在JENのスタッフとして主にクライナの束

地区のブコバルにおいて、難民等に薬品の供給（薬局）を行っており、現在クライナが

クロアチア軍によって侵攻されており、ベオグラードで待機中とのこと。状況次第でま

たクライナヘ戻る予定である。

　もう一人はヴェスナー氏。彼女はセルビア人で昨年８月よりJENに加わり、行政自

治区（オプスナー）で物資の購入、プランニング、ソシアルワーカーとの連絡、また

政府筋とのコンタクト、通訳などを担当している。

　先に紹介したペジャー氏だが、彼の家庭には難民（親戚）が暮らしているので、難民

の気持ちを良く理解できる。

パリルラ公共センター

　午後､パリルラ公共センターを訪ねた｡JENが編物教室を行っているところである。こ

この責任者であるナダ氏によると、ここに来ている方は心の悩みを持たれた方が多く心

理相談貝やソシアルワーカーの方々によって支えられており、ソシアルワーカーのナター

シア氏は、この活動の重要性を切に訴えておられた。ここでは、編物教室の他に絵画教

室も行われており、地元のボランティアも方も多く参加されていた。

　オブラノバッツ行政区　集団収容センター

　　ここでは、パリルラ公共センター同様編物教室を行っている。心理学者の方も一緒に
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同行されにの日は、ちょうど相談に行かれる日であった)、難民の方々も嬉しそうで

あった。そして、子供たちを対象とした英語教室が開かれ、小学２年から第一外国語と

して習い、小学５年からは第二外国語としてドイツ語・フランス語・ロシア語のいずれ

かを習うという。ここの子供たちに世界地図を見せて日本はどこかとたずねると、少し

の迷いもなく指を差したのには驚きを隠せなかった。

ニューベオグラード行政区　難民局

　難民局責任者のソラン氏によると、今一番の問題は、難民をどこに収容するか、そし

てその難民の方を政府がどう扱うかが最大の焦点であるとのこと。どの収容センターも

いっぱいの状態で難民局の方でも対応に追われている。

　８月１５日　朝ホテルにボランティアのミレーナ氏が来てくれた。彼女は地元ベオグ

ラード大学で日本語を学んだ方で、その話ぶりは我々日本人を感動させてくれた。

コビロボ集団収容センター（難民キャンプ）

　アシスタントマネージャーのミラ氏によると、ここはスラボニア、クライナ等からの

難民１ ２８名を収容しており、部屋は１３室で１部屋あたり３家族が生活している。

ある難民の話では、クライナからトラクターで８日間かけてやって来たとの事。またこ

こに来ても収容出来ない（満員の為）場合は、他の難民キャンプヘ行かなければならず

現在は既に収容しきれない状況である。彼らは、国境から約１００Ｋｍ入った所でセル

ビア難民当局からここへ来るように指示された。

　コビロボ集団収容センターでは、土地を利用しトマトやピーマン等の栽培や山羊や豚

の飼育を行って生活に取り入れている。また、以前にエコー（ECHO:ヨーロッパボラン

ティア団体）よって日用品等の配給があったとの事。

　また、ここでも屋外で編物教室が行われており難民の女性にとっては、心安らぐひと

ときである。そして子供たちも青空の下で無邪気に遊んでおり、そんな中で彼らとサッ

カーをしてふれあえたのは、良い思い出になった。

国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）責任者

コミュニティーソシアルワーカー　ジャコブ氏

　非常にご多忙の中、我々の為に貴重な時間を割いてまでも夕食に参加いただいた。こ

れは､現地コーディネーターの山本氏のはからいでもあったが､UNHCR本部からの来客

を中座されての参加で、これもJENの活動が大変重要であるとともに山本氏の今まで培

われたジャコブ氏に対する厚い信頼と実績の賜物であると我々は改めて感動した。

　ジャコプ氏は、現状について今一番の問題は、クライナからの２０万人を越える難民

の問題で､これには世界各国の人道援助団体の参加が必ず必要であり、JENの活動も今後

さらに重要かつ増加し続けるだろう。日本からも引き続き計画的に活動が行われ､JENの

今後の活動特に若者の参加を強く希望し、期待するところである。

シャーバッツィーレセプションセンター

　ここはあの阪神大震災の時とまるでそっくりであった。 体育館の中に大勢の難民が詰
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めかけ、入れなかった人々は外でテントを張っている。外では、焚き出しを行っている

ところに長い行列ができ、まさにあの日見た神戸と同じ状況が目の前にある。唯一違う

事は、震災が戦災であることだ。中には、我々日本人を見るなり激しい口調で感情を表

す人もおり緊迫した場面もあった。

　そんな中、産まれたばかりの乳幼児や幼児と母親だけが収容されている、比較的清潔

で静かな収容所がある。そこは､わずかではあるが安らぎさえ感じた。またここには、１

２歳でボランティアをしている少年がいた。

シマノフツィ・ポイント

（高速道路料金所　国境より７００Ｋｍ地点ザグレブヘ４００Ｋｍ）

　７月１４日に来た時は、人って来る難民でごったがえし我々がいることすら邪魔にな

りそうだったので早々に引き上げた。ここでは、赤十字のボランティアの方が大勢おら

れ､人って来る難民に食料等の物資を支給しており、また医療面においては新ベオグラー

ド区のベジャニスカ・コーサ病院の医師（彼らもボランティア）が１２時間交替で行っ

ている。

　この日までにここを通過した難民の数は、約１２万人に上り、今もここから約２００

Ｋｍその列は続いているという。

７月１６日再度訪れた｡この時は､難民局の局長ラディー氏が同行し我々も赤十字の方々

に混じって活動に参加させていただいた。またベジャニスカ・コーサ病院の医師の方々

とも話が出来た。それによると、難民は１～２週間かけてここへきている。

１日に約４０～５０人のけがや病気の人が運ばれてくる。特に、心臓病・高血圧・糖尿

病等の慢性疾患の方が多く危険な状態で運びこまれることもあるという。また、けがに

よる（彼らはクロアチア軍による発砲という）抗生物質の投与も多く医薬品の偏りによ

る不足が慢性的に生じている。そして経済制裁のため、海外からの特定の医薬品の輸入

がストップしており厳しい状況に立たされている。

　我々がここのテントに入って見て、ペットの数の多さとそのスペースの広さそして清

潔に整理されていることには少々驚いた。また、外には２４時間電気技師が常駐してお

り停電等のトラプルには万全を期していた。また彼らは、ここはプライマリーから最高

医療まで整っているが、どこになにが必要であるかをプログラム化していかなければ機

能は果たせないという。

　感想

　　非常に慌ただしい状況の中、また多忙の時期にもかかわらず我々を快く受け入れてい

　ただいた現地ＡＭＤＡコーディネータ一山本邦光氏及びJENスタッフ、ＵＮＨＣＲジャコプ

　氏と関係者の方々、難民局ラディー局長他関係者の方々、ベジャニスカ・コーサ病院の

　医師と関係者の方々その他大勢の我々の為に協力頂きました方々に対し感謝に絶えませ

　ん。今回の参加でNGOの活動の持つ意味が僅かではあるがわかって来た様に思う。私が

　感じたのは、現地で活動している方々から国対国の関わりではなく、国境を越えた人と

　人、心と心の関わりすなわちNGOの「人道的主義」がここに存在していたのだ。

　現地でのJENの活動そのものが難民の方の生活の一部であり、またそこで活動している
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スタッフは彼らの良き理解者でもある。

　難民の方やそれに携わっている方々の声には悲痛なものがある。多くの難民に対して

の心のケアが不可欠でそれに対するJENの役割は大きい。難民の数が増えればJENの活

動も多くなる事は言うまでもない。

　阪神大震災では多くのボランティアの方々が集まり、日本人の心の豊かさを多くの人

が感じたと思う。今度は少し視野を広げて世界へと目を向けて見てはどうか。阪神大震

災では様々の外国からの支援があった事を忘れてはならない。

終わりに、１日も早くこの紛争が終わり、ユーゴスラビアに平和が訪れる事を祈り

ます。

国際医療協力vol.18 N｡｡9 1995 21



■旧ユーゴスラビア救援医療活動報告
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(jsijekoffice 本所明美

　　ここOsりekでの生活も１年が過ぎた。来たばかりの時を懐かしく思わせるのは、大き

　な花を咲かせ始めたひまわりだ。今年３月より、私はサプコーディネーターと仕事をす

　るようになった。昨年の、私の英語力から考えると信じられない事だが、２人で４つの

　Project（子供劇場project / Handy kraftproject / 6bungaiow project / Gazebo project）を

　担当させていただいている。

　　５月、UNPA WEST （国連西部保護地域）で戦争があり、又、Zagrebに爆弾が落ちた

　事も含め緊張が高まった事により、UNPAEAST（国連東部保護地域）の近い、ここOsijek

　officeの私たちは、一時避難しなくてはならない状態になった。それまでにない、なんと

　も言いようのない気持ちになったのは、大好きなこの町Osijekで初めて危険警報のサイ

　レンを聞いてから始まった。外を歩いていた私は、何か感じるものがあり、走って家に

　戻った。通りにいる人々は「きょとん」としているという言葉がぴったりに思えた。そ

　の翌日、Zagrebに爆弾が落ちた。現地の人々は、平静を装いながらもその胸の内は、不

　安になっている。戦争を経験しているだけに……サブコーディネーターに「もしも、外

　を歩いて、近くに爆弾が落ちる様な事があったら近くの家に飛び込むのよ｡」そして、

　ベースメントに隠れる事を教わった｡又､水の溜めおきと避難食を買っておく事も教わっ

　た。戦争を知らない私は、いつ避難しなくてはならなくなるのかと毎日例えようの無い

　気持ちで過ごしていた。明日は、避難しなくてはならないかもしれないという夜、町の

　カフェに行った。若者が少ない。川のほとりを歩きながら、こんなにすてきな町に爆弾

　が落ちるのだろうか？どうか落とさないで！！と心の中で祈ったのだった。

　　結局その後､Hungaryに避難したのだが、その日は、今年度、初めての子供劇場の公演

　日だった。辛うじて、予定どおり２回の公演を行う事が出来たが、その日の事は今も心

　に焼き付いている。この日の公演は、ジョルゼノバッチ・ナシッチェの２ケ所。この情

　況の中で小学校は休校｡子供を集めるのが大変でRed Cross の方が、アナウンスをするた

　め車で町を回って下さった。そのお陰で、子供たちが集まってきた。新年度でショーも

　全く新しいコメディーショー。大人が見ても楽しめる。俳優さんたちも力が入っている。

　ショーの前に、［このショーは、JENのサポートにより難民･被災民の子供達へのプレゼ

　ントとして行われている。 JEN は、日本のNGOでありここにいるのは､JENのAKIです｡］

　と子供劇場の方が紹介して下さった。私は、慣れないクロアチア語で挨拶をした。今年

　度初のショーが始まった。食い入るように見つめる瞳・笑いの渦。この情況の中、今回

　も子供たちのすてきな顔を見ることができて大変嬉しく思った｡ショーが終わった時､一

　人の男の子が私の所へ駆け寄ってきた。「Aki、すてきなショーを有り難う｡」と言って握

　手をした。彼が去っていく姿を見つめながら私の心は震えていた。初めて出会った子供

　である。私の名前をたった一度聞いただけなのにふ…「私の願い一早く戦争が終わる事」

　とアンケートでも見付けたが、子供たちの心の中には戦争への不安があるのが当然であ

　ると思った瞬間､あのサイレンの音が耳の奥で聞こえて来た。こんな情況だからこそ、こ
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のProjectが出来て良かったと思うのである。このショーのあと私は､Hungaryに避難する

事になった。 Osijek背後にする時、どうか何事も起こらないように、私の大好きな町

Osijekが平和でありますようにと何度も心の中で繰り返した｡ Hungaryでの日々は辛い時

となった。それまでしていた仕事は全く止まってしまい、はっきり言うと何もすること

がないのである。普段ならば、時間に追われもっと時間があったら……とつぶやいてい

たのに。難民の人々が「毎日する事がなくて｡」と言っている事が頭に蘇ってくる日々

だった。何万分の一か、いや何千万分の一かわからないが戦争への不安やいつ家に戻れ

るのかわからないという難民の人々の気持ちを昧わったのかも知れない。そして、１０

日後再びOsgekに戻る事が出来た私は、溜まっていた仕事に精を出した。

　今、私は人と出会える事が楽しくて仕方ない。７月までに１８回のショーを終了した

が､多くの子供たちと出会えたと共に､至るところで陰の力として働いている様々な人々

と出会えた事が今の私のpowerの源となっている。

　Novagradiskaという町で出会った、Red CrossのPavlovicさん。いつもフィールドに出

ていらっしやって難民・被災民の人々の一軒一軒の家庭情況、ニーズをご存知で、人々

も大変頼りにしている。それを目の当たりにした私は現場の中に入っていく大切さを学

んだような気がした。大変多忙なこの方が、この町でのショーの場所探し、チケット作

り・配布を手伝って下さった。ショーの当日も自分の担当地域が広がって（UNPA WEST

一西部国連保護地域がクロアチアになったため）多忙にも拘わらず、１回目のショーに

来て下さり、子供達の前で私たちJENに対して「こんな小さな村に来て下さって本当に

ありがとう」と何度も挨拶をして下さった。そしてすぐに又フィールドに出て行かれた。

３回目のショー直前に戻って来られ、ご自分もショーを見られ大変喜ぱれていた。アク

ターの方々だけでなくJENにも花束のプレゼントがあった。細かい心づかいに頭の下が

る思いがした。

　子供劇場のProject以外でもすてきな方々に出会った。 vinkoveiで出会ったRed Crossの

Domacinovicさん、JENのProjectをいつもよいアイデアで助けて下さる。「すべて援助対

象者のためですよ」とあっさりと言い切られた。

　ボスニア難民のキャンプで働いているMSF（国境なき医師団）のDr.lbrahimさん。一

週間は２４時間体制でキャンプに泊まり込み、一週間は事務の仕事をされ、再びキャン

プで仕事をされている。自分自身もボスニアからの難民｡JENの資金によって改築された

バンガローに住むお年寄りの方々への回診をして下さっている。今、このキャンプの抱

えている最大の問題は老人。若い人々は第三国に行くことが出来るが、老人は行く道が

ない。又、本人も希望しない。キャンプに残っていくのが老人になり、このままでは老

人ホームになるのでは……と･已ヽ配されている。いつも睡眠不足で目が赤い。しかし、い

つも人々にやさしく「元気ですか？」と語りかけれるこのお医者さんのバンガローの壁

には、２度と戻されないかもしれない故郷のポスターが貼ってあった。このような人々

と出会った私は、「人が大好きです。人との出会いを大切にしたい｡」と感じれる今日こ

の頃だ。この国で出会った人々に感謝しながら。

　次回は、Handy KraftProjectについて報告したいと思う。
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１９９５年(平成7年)８月２４日　　木曜日(Ｊｚｆリ〉

回ﾆﾆ，９‾ダ　　　　轡

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
と
し
て
、
世
界
を
舞
台
に
緊
急
救
援
活
動
を
展
開
し
て
い
る
「
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
」
（
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
・
岡
山
市
檜
津
、
菅
波
茂
代
表
）
。
最
近
は
国
連
か
ら
認
定
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
資
格
が
与
え
ら
れ
、
紛
争
の
続
く
旧
ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ピ
ア
に
も
叉
乖
を
行
う
な
ど
、
そ
の
活
動
は
年
々
広
が
っ
て
お
り
、
国
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

ル
や
ソ
マ
リ
ア
、
カ
ン
ポ
ジ
ど
の
呼
び
掛
け
で
、
岡
山
市

ア
な
ど
の
国
参
画
・
心
に
活
動
を
メ
ー
ン
会
場
に
初
め
て

を
展
開
中
。
こ
う
し
た
活
動
「
お
か
や
ま
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ

を
評
価
し
た
国
連
は
こ
の
ほ
Ｏ
サ
ミ
。
ト
」
が
開
か
れ
た
。

ど
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
国
連
認
定
各
国
か
ら
の
参
加
団
体
が

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
の
資
格
を
与
「
世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
ネ
ッ
ト

え
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
国
連
理
事
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
国
連
機

会
へ
の
発
言
や
、
医
療
保
健

分
野
で
の
文
書
提
出
が
可
能

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
な
ど
民
間
七
団
体
や
国
連
衡
が
望
む
運
営
方
法
の
　
一
九
八
四
年
に
発
足
し
た
Ａ
ル
ワ
ン
ダ
の
ほ
か
、
阪
神
大
震
と
な
っ
た
。

で
組
織
す
る
日
本
緊
急
救
援
Ｎ
実
現
の
た
め
、
・
複
数
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
ア
ジ
ア
十
五
ヵ
所
災
や
サ
ハ
リ
ン
地
震
な
ど
で

Ｇ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
（
Ｊ
Ｅ
Ｎ
、
菅

波
代
表
）
は
昨
年
六
月
、
紛
争

の
続
く
ク
ロ
ア
チ
ア
な
ど
旧
ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
ス
タ
ッ
フ

を
派
遣
。
セ
ル
ビ
ア
難
民
ら

を
対
象
に
現
在
も
、
診
療
所

運
営
や
精
神
的
ケ
ア
な
ど
医
療

・
教
育
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

　
　
冷
戦
終
結
背
景
に

が
参
画
す
る
可
能
性
も
あ
る
」

（
外
務
脊
難
民
支
援
室
）
こ
と

Ｉ
　
ａ
－
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ
■
ｌ
ｌ
』
ａ
一
一
■
９
～
ｙ
１
１
９

１

ｓ
　
”
９
～
Ｆ
ｓ
ｌ
Ｍ
Ｉ
　
＆
１
４
１

Ｓ

の
支
部
で
構
成
。
昨
年
、
難
民
も
、
被
災
者
へ
の
救
援
活
動
を
ア
ジ
ア
カ
ら
Ａ
Ｌ
Ｌ
へ

問
題
が
発
生
し
た
ア
フ
リ
カ
・
繰
り
広
げ
た
。
現
在
は
ネ
パ
ー
　
昨
年
秋
に
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
な

過
去
の
救
援
活
動
評
価

か
ら
、
有
力
候
補
と
み
ら
れ
で

い
る
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
脚
光
を
集
め
始
め

た
背
景
に
は
、
冷
戦
終
結
に
伴

　
日
本
政
府
や
国
連
難
民
高
等
う
、
世
界
各
地
で
の
民
族
・
局

弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
地
紛
争
の
多
発
と
い
う
事
態
が

な
ど
が
共
同
で
、
ク
ロ
ア
チ
ア
あ
る
。
続
旨
ず
る
難
民
や
被
災

に
建
設
中
の
難
民
収
容
施
設
民
に
対
し
、
政
府
レ
ペ
ル
で
の

　
（
収
容
人
員
約
千
Å
）
の
運
営
対
応
が
男
竹
さ
れ
る
ま
で
に
素

に
つ
い
て
も
、
Ｊ
Ｅ
Ｎ
は
外
務
早
く
現
地
に
入
り
、
国
際
的
な

省
に
対
し
、
難
民
へ
の
医
療
や
人
的
貢
献
を
俘
っ
と
い
う
Ｎ
�

職
業
訓
練
な
ど
で
参
画
し
た
い
Ｏ
の
役
割
が
重
要
視
さ
れ
泰
よ

意
向
聚
甲
し
入
れ
た
。
「
政
府
う
に
な
っ
た
。

クロアチアに派遣

施設運営に参画へ

ク
ロ
ア
チ
ア
の
難
民
に
シ

関
な
ど
と
連
携
を
と
っ
て
協

力
し
て
い
く
」
と
の
宣
言
を

採
択
す
る
な
ど
、
民
間
か
ら

の
国
際
貢
献
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
た
。
今
年
十
一
月

十
三
日
か
ら
は
第
二
回
サ
ミ

ッ
ト
を
同
市
な
ど
で
開
催
。

　
「
生
存
の
た
め
の
教
育
」
を

テ
ー
マ
に
、
飢
え
や
貧
困
な

ど
の
問
題
を
抱
え
た
国
々
の

自
助
努
力
に
対
す
る
貢
献
を

考
え
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
最
後
の
『
Ａ
』

は
も
と
も
と
ア
ジ
ア
を
意
味

す
る
が
「
今
で
は
Ａ
Ｌ
Ｌ
（
す

べ
て
）
の
意
味
合
い
が
強
ま

っ
て
い
る
」
と
菅
波
代
表
。

民
間
レ
ベ
ル
で
の
国
際
貢
献

の
必
要
性
と
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
相

互
支
援
体
制
づ
く
り
は
、
今

や
ア
ジ
ア
だ
け
の
問
題
に
と

ど
ま
ら
な
い
と
い
う
。
菅
波

代
表
は
「
今
後
唄
国
際
貢

献
に
関
心
を
持
つ
人
の
す
そ

野
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
。
そ
の
た
め
、
若
者
ら
が

国
際
貢
献
に
必
要
な
言
語
や

緊
急
医
療
な
ど
を
学
べ
る
大

学
の
設
立
な
ど
に
も
取
り
組

－
ツ
頬
を
配
布
す
る
Ａ
Ｍ
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
て

Ｄ
Ａ
な
ど
Ｊ
Ｅ
Ｎ
の
女
性
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
＝
昨
年
秋
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アンゴラ帰還難民緊急救援プロジェクト開始に向けて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　本部担当　片山　新子

　アンゴラでは1975年以来絶え間ない内戦が起こり、多くの住民は隣国に逃れた。今年

５月６日ザンビアで、ドス・サントス大統領とＵＮＩＴＡ（アンゴラ全面独立国民同盟）

のサビンビ議長が会い和平に向けての話し合いが行われ、それを受け難民の帰還が本格

的に始まった。

　７月中旬にＡＭＤＡより菊地和雄調整員（ルワンダプロジェクト・ダイレクター）と

ウィリアム医師（ＡＭＤＡカンボジアプロジェクト参加・カナダ在住）をアンゴラヘ派

遣。南アフリカでのビザ取得に時間がかかり下旬に首都ルアンダに入った。

　８月にはウガンダ・カンパラ事務所にいるマンボ氏、ザイールのルワンダ難民キャン

　プで医療従事していた歌川看護婦、そしてバングラデシュのラフマン医師が現地に入

　り、帰還難民を対象としたプロジェクトを開始している。

　以下現地からの業務連絡から抜粋して内容をここに報告します。

アンゴラ業務連絡１９９５年７月２７日

　【概要】

医療システムは事実上崩壊状態。援助は殆どなし。　乳児死亡率１ ９ ５／１ ０ ００， ５

才以下死亡率３ ２ ０／１ ０００，（注：世界一！）死産１５００／１０００出産。公立の

学校の入学率４２％，新生児の低体重率１７％。総人口１ １６ ０万人，年間人口増加率

２．９％，被害を受けている国民３３０万人，避難民１ ２０万人（もっといるだろう）ル

アンダ市内５０万人居住可能だが現在３００万人居住｡国民のうち安全な水の手に入る人

口４１％，衛生環境の良い人口１９％。

　　【ルアンダでの活動拠点づくりにあたっての重要課題】

　一一オフィス／住居(兼用が望ましい)

　一一安全性の確保

　－一通信手段

　家賃一一地区によるが高い。　＄５～７０００／月するところも。 CONCERNは外交関

　　　　　係者がすむ地区で＄３６００．これでも安い。 MSFベルギーは４，５部屋で＄１

　　　　　７００でもうすこし繁華街に近く治安はそれほど良くない｡いいガードを雇えば

　　　　　それほど高くないところでもいいと思う。物価は高く，需要と供給の関係はない

　　　　　ように見受けられる。

　スタッフー一失業率高いが給料が比較的高い。例英語のできる秘書約＄５００／月，ア

　　　　　　　ドミニストレーター＄１０００／月｡仕事料によりドライバーや掃除係は＄
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　　　　　　１ ５０～３００。

安全の問題一一警備会社を雇うことはできるが高いので個別にガードを雇う方が賢明。

　　　　　　　CONCERNも後者。

通信－一市内ではUHFの無線が必要。UNが周波数を指定、コール・サインがある。ス

　　　　タッフ同志の連絡およびWFP等との連絡には不可欠｡市内ではHFを使う。 Cell-

　　　　を使用すると電話のように使用可。

市内での治安一一場所等によるが比較的安全。

車－一一ルアンダにて購入可。半とんのトラックヒュンダイ＄１４０００、イスズ＄２

　　　　　５０００、中古もある。

ドライバー－－ローカルを必ず雇う。

身分証明書一一UN支給のDIIAバッジを派遣スタッフは必ず市内で携帯。トラブルを避

　　　　　　　けるため。

【北部（ウィジ／ザイール国境）での活動】

－ＮＧＯが入っておらず医療のニーズ高い。

－ウィジー　UNICEF / UCAF /ノルウェー難民委員会が共同調査済，医薬品，機材，

　食料，スタッフの問題のため人の健康の状況はきわめて深刻。教育・種がないこと

　のせいで栄養状態がかなり悪い｡最低限の医療活動をマガゲの病院で行っているCICS

　によると栄養失調児は７月だけで５００人とのこと｡アンゴラでAflican trypanosomiasis

　（眠り病）の活にはMSFスペインがあたっている。プライマリーケア，水，と教育の総

　合的な調査をしてどんな援助ができるか知る必要がある。

一古い病院やクリニックはあるが援助がないので活動の可能性大。

一治安，かなり危険度が高い。－ルワンダのUNITAとコンタクトを取り，ＡＭＤＡを知っ

　てもらう必要がある。（来週菊池氏とできれば代表のサマクヴァ氏に会う）

一道は通行禁止（市内→北部への）国内航空機の使用は可だが。まだめどが立たない。

【輸送と物資】

－WFPによってされている。大小の航空機を使っていて効率的オフィシャルユーザーで

　あれば車の輸送も可。予約制。本部は表通りのマージナル・ロードにあり，コーディ

　ネーターはAndren Teh 氏。

　NGOが指定の時間に空港まで物資を運び，積み，到着場所で受取る。従って到着先の

　宿泊，倉庫が必要。

－CONCERN－ルワンダ　MCDonah氏後任はMr.Maccus OXley （10月より）Ms.Dusee

　Correira秘書は必要な情報提供を快諾してくれた。ルアンダ以外にも南・東で活動中。

　－MSF・FRANCEは５ケ所で活動中。

－UN MsGruden，ノルウェー難民委Ms Kraakaas-Kasaiusson調整機関に登録を勧める。ＵＮ

　機使用権あるため。

【ウィジ州／アンゴラ北部】

－ウィジの大部分はUNITA管轄下にあり、政府はウィジ市中心から半径５ｋｍ以内を管

　轄

－UNITAはNGO歓迎といっている(但しフィールドではそううまくいかない)。 ＡＭＤＡ
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　の活動もたぶんＵＮＩＴＡ管耕地になるだろう。

－UNICEFはウィジにオフィスがあり両方の地域を自由に行き来している。 CICS （イタ

　リアのＮＧＯ）はNegage市で活動しているウィジ州で数少ないＮＧＯの一つ。 CISSも

　UNITAの軍隊解散のために指定されだ４番目の地域”で活動を行う旨指示を受けた。

　軍解散はいつになるか不明だがあとウィジ州内で２つの地域がその指定を受ける予定。

－Negage市より車で３時間の所にサンザ・ポンボという所があり、そこに病院があり、

　５０床以上の規　模だが設備は皆無。－ウィジとその周辺は電気がなく、水や食料も

　果物・トウモロコシ粉、米etcの地域で穫れるものに限られている。

－ウィジ市には現在２０万人の国内避難民がいると見られニーズは大。

－MSF-スペインが市内の病院の再建を行っている。市内に宿舎をもっている。

【主な疾患／医薬品搬入】

　アフリカ型トリパノソーマ

　マラリア

　mulnutritioninfantilediarrhoea

一医薬品供給について

　１ヶ所に集中的にあるわけではない。PSFがアンゴラでは主力的に活動政府からの供

　給は限られておりほとんど無いが､地方で買うと高い殆どのNGOは独自でルートを確

　保している（船積み）

一ロジスティック・サポート　　　　　　　　　　　　　　‥

　　　　　　　G附則がいたいのＮＧＯはＵＨＦ（楷書無線を利用）これでウィジ⇔ルア　　　　　　　　（通信）だいたいのNGOはUHF（携帯無線を利用）これでウィジ⇔ルア

　　　　　　　　　　　ンダ間は問題無

　　　　　　　　（電気）ウィジには電気は無

　一番利用価値が高いのはソーラーバッテリーと考えられる。灯油ランプ､暴風用ランプ、

　　ガス。

　□回目

　　大小プロジェクトには多くの可能性ありヘルスケアのニーズが高まっている。

　　政治的にこの地方はＵＮＩＴＡがコントロール（Uige Town と半径５ｋｍ周辺を除く）

　じXITAは友好的ではないがヘルスプロジェクトの有望な候補者は歓迎、昨日M’Banza

　白ngoとMaquela D’Zombo の２つのUNITA管轄地区を訪問。 Maquela Congo はMSF－オ

　テンダにMaquela D’Zombo はMSF･･フランスによって支援。我々はUigetownも訪問。

　［JigeTown Main Hospital］

　　1 0 0床かそれ以上｡MSF－スペインにより支援　供給は需要とはるかに下回る。小児

　斜は一般ではアンゴラの小規模ＮＧＯにより支援が８月末には終了。薬、医療用具、技術

　など不足。軍需品や兵士の輸送・補給の支援が優先されるからであろう。今週末に再訪

　問したい。さらにUigeでは帰還難民が日々増加、Uigetown周辺のキャンプには２６万人

　前後いる。Uigeには空港あり。ルアンダヘの道路には使えそうだが非常に遅い。WFP（－

　MAP inAngola）＝World Food Progmm は用具や供給品を登録NGOに無料で送る予定。ユ

　ニセフはUigeに基地をおき周辺地域のワクチン接種プログラムを実施。 Uige Hospitalプ

　ロジェクトにはだいたい２名の医師、３名の看護婦、logisticianさらにルアンダでのコー

　ディネーターとアシスタント（財務マネージャーか会計士など）が必要。
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【Sanza Pombo】

　50床ＮＧＯは活動していない。現場へは訪問していないがその所有者（Elizabeth

Kraakaas Rasmusson ofUC A）との話しあいではたてものは良い条件で保たれているが設

備はほとんど皆無。

　Maquela D’Zombo でも似たようなものを見た。Avation Souns Frontiersと来週滑走路が

使えるかどうか確認にいく。 Uige Town からSanza Pombo まで車で３時間でUige経由と

なる。

　SanzaPomboへなるべく早くくわしい内容をもって行きたいがMaquela D’Zombo を基準

に概算するとやや小さいチームでよい。たとえば医師１名，看護婦１～２名，logistician

同様にコーディネーターとさらに現地アシスタント，ここはＵＮＩＴＡ管轄地区だが支援，

　歓迎。ここはザイールとの国境付近なので帰還難民が多くいる。このプロジェクトの

　長所はＡＭＤＡが全部ひきうけることになり，より公平に国際貢献ができることである。

【Negege Hospital】

　UigeTownから大通りを南へすぐ。 UNITA管轄地滑走路あるが供給物資はUigeから運

　ばれる。最近CICS（イタリアＮＧＯ）が活動。

巨石司

一金曜にサンザポンボに飛ぶ予定－しかしフライトがどうなるかUNITA統治下のためま

　だ不明。

一明日ＨＣＲのMsKamasaに会う予定。

－７／１４～７／１９のUNICEF /ノルウェー難民委／ＵＣＡＨ合同調査では報告に”

Negaga+Sanza Pombo の病院は医療物資・食糧が必要になるのでしっかりしたＮＧＯが必

要”とある。２４床規模のカトリック教会支援の病院があるが，シスター数人のみのた

め緊急援助必要。

－ＡＭＤＡインターネットをＵＣＡＨオフィスで使わせてもらえる可能性あり。但しべらぼ

うに高い。 MSF Houand も持っている。

戸百りT琢阿

ＨＣＲ責任者Ms.kamaraとの会見報告。現在ＵＮＩＴＡ軍解散地区のアレンジをしてい

るが、いつ終わるかは不明。 ＨＣＲ側としてはＡＭＤＡに先に活動してもらいたいとの

姿勢。

宿舎兼事務所について

ＭＳＦベルギーの売りに出されるオフィスを視察。８部屋使用可｡大家は月2､500 ＄を年

間契約で支払ってほしいとのこと。利点：ａ）家賃が比較的安い　ｂ）大きさも良い

ｃ）ＵＣＡＨより徒歩１分難点：にぎやかな通りに面しており、過去にＭＳＦも一回盗

難にあっている。

星玉置二左回生

ＵＣＡＨへの電子メールありがとう。丁度面会中に届いた為本部ともやりとりがあると

ころを見てもらえていいタイミングだった。 Caputu氏はサンポンポでのプロジェクトは

大歓迎とのこと。
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アンゴラ帰還難民緊急救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　　医師　William N Grut

アンゴラは活動を展開するのには非常に困難な地域であるにもかかわらず、その需要は

大変大きいものである。どの地域でも、どんな内容でも、プロジェクトの展開は可能で

ある。AMDAは以下のようなプロジェクトの実施／経費レペルや地域を選別して活動展

開することができる。

1）ルアンダ市内またはルアンダ市近郊でのマイクロプロジェクト

例：家を失くした人のキヤンプでの医療活動。 ＦＡＸですでにお知らせしたとおり。

　　経済的でしかも組織しやすい。

2）ルアンダから車で約１時間のところでのヘルスケアプロジェクト。1）をより拡

　　張したもの。

　　比較的、経済的だがプロジェクトの規模による。1）2）ともに住居／オフィス

　　と１合の車が必要。

3）「遠距離地域プロジェクト」…Sanza Pombo地区

　大きなプロジェクトになると、ルアンダとSanza Ponbo 地区にオフィスを構える

　必要がある。

　地方にだいたい２台とルアンダに１台の車両が必要。

　AMDAのような国連登録団体のためにＰＡＭ／ＷＦＰ（ワールドフードプログラム）が、

車のような大きな荷物でも空輸してくれる可能性あり。また、和平が保たれれば、地上

輸送もできるようになる。 ＡＭＤＡが医薬品定期供給システムを構築し、一般供給物資輸

送の支援を行う必要性が出てくるだろう。

　まだトラブル地域”としてザイールが挙げられる。国境を接する北アンゴラ付近で

のいさかいでＡＭＤＡの支援が必要となるかもしれない。その際、ルアンダオフィスが重

要な役割を担うだろう。

　ルアンダオフィスは、コーディネイト業務の中核として機能する必要あり。医薬品の

船便輸送（現地で購入するより輸送したほうが廉価）の整備、他NGO/UN/WHO/WFPと

の関係構築、その他輸送整備、会計／会計監査／経営管理の実施、ＡＭＤＡもしくは

AMDAに関連のある人のための居住施設確保、さらに、国の中心地でＡＭＤＡの目的を前

面に打ち出す役目も果たす。

“ＡＭＭＤ”は現地でのＡＭＤＡの通称であり、直訳でぱAMMA” -AssociacaoMedica de
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Medicos paraa Asia となる。 PAMはWFP、OMSはＷＨＯ、ＮＵはＵＮのことである。この

通称の使用は他の団体同様徹底されている。

アンゴラでのＮＧＯ登録を現在進行中。

【まとめ】

　アンゴラでのＡＭＤＡの活動展開は非常に歓迎されている。人道援助の必要性が迫られ

ていることもあるが、この地域には世界最大の援助国である日本からの代表が他にいな

いということもある。

　医療援助の観点から見て、求められているものは非常にシンプルである。食餌、流行

感染症の治療、分娩介助、基礎的ヘルスケアプログラム、教育などでどれもむずかしい

ものではない。 1-2人の医療従事者、輸送手段、適当な医薬品の供給などが必要となる。

絶望的に弱り切っているこの地域に、大きな助けとなるであろう。

アンゴラの病院で　左、菊池コーディネーター
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ルワンダプロジェクト

プログラム・ダイレクター

　　　　　　　　本部担当

大脇

片山

甲哉

新子

　ルワンダの首都キガリで支援をしているＡＭＤＡの「ル・トンド病院」の活動も一年

たった。

　当初からダイレクターとして頑張ってきた菊地和雄氏は現在アンゴラの帰還難民を対

象とたプロジェクト立ち上げの為､７月中旬ルワンダからアンゴラヘ向け出発をした｡そ

の前にバングラデシュ支部よりローマン氏が入り、また新しくネパール支部よりライ医

師が参加。人見看護婦とともに活動を展開している。

毎週金曜日には､ＭＯＨからの依頼でル･トンドから15Km離れたルワヒ診療所へ知識面

での援助を新しく始めた。これは医療技術・衛生面での改善に対する援助である。

現在、ＭＯＨとＵＮＩＣＥＦがマラリア予防の為に蚊帳配布のプロジェクトを考案中で

あり、ＡＭＤＡもこれに協力して行きたいと考えている。

　１９９４年１１月から１９９５年７月までの９ヶ月間ルトンドヘルスセンターを訪れ

た患者は、月平均２００７名（外来）、２ １５名（入院）である。最も多い患者は、なん

と言ってもマラリアで外来患者のほぼ５０％､入院患者の６０％を以上を占めており、こ

の割合は期間中変化していないが７月には増加している。（外来６５％、入院７２％）下

痢性疾患の割合は少なく１月の血性下痢２％、非血性下　痢４％を最高として、その後

は各々１％以下、２％以下に落ちついている。１月は雨期の中間に当たり、衛生環境が

一時的に悪化したものと思われる。コレラは９ヶ月発生していない。呼吸器疾患は５歳

未満の子供がほぽ半数を占め､マラリアの次に多く２０％前後の割合を占めているが､７

月には減少傾向を示している。２月から４月にかけて一時的に麻疹の流行が見られた。

ザイールのカレヘのデータでは麻疹は９月から１１月に流行しており、ザイールからル

ワンダヘの伝播の可能性を認める。

　この地域における衛生環境はほぼ良好な状態にあると思われ、今後のルトンドでの医

療的な問題は予防医学に的が絞られる。一つはマラリア対策であり蚊帳の配布による予

防対策が最も効果的であると思われる。又麻疹に対する予防接種を流行前、おそらく１

２月までに完了することが大切だと考える。現在、ワクチン接種プロジェクトを展開し

ている。
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ルトンド診療所

　　月間報告
１９９５年６月

外来患者 O-5 5-15 15-45 45- 合計/％

呼吸器疾患 132 40 71 36 279/13.3

血性下痢 ５ ３ ２ ２ 12/0.6

非血性下痢 38 ５ ７ ２ 52/2.5

マラリア 255 259 505 109 １１２８／５３．８

骨関節疾患 １５ 49 53 46 163/7.8

婦人科疾患 48 １ 49/2.3

耳鼻科疾患 １１ ５ ５ ２ 23/1.1

一眼科疾患 １４ ５ ８ 27/1.3

･歯科疾患 ８ １２ ５ 25/1.2

皮膚科及び性病 １６ １１ 30 ４ 61/2.9

その他 40 42 109 63 254/12.1

転送 ２ ２ ４ １７ 25/1.2

合計 528 ４２９ ８５４ ２８７ 2098

入院患者 O-5 6-15 16-30 ３１-４５ 45- 合計/％

呼吸器疾患 ８ ２ ７ １ １ 19/7

マラリア 64 46 58 １２ １３ 193/69

血性下痢 ５ １ ３ 9/3

下痢 ６ 6/2

胃炎、胃潰瘍 ３ 3/1

髄膜炎

喘息 １ ３ 4/1.4

泌尿器疾患

分娩 １２ ３ 15/5.4

その他 ３ ９ ４ ７ 23/8

転送 ３ １ ２ 6/2

死亡 １ 1/0.3

合計 86 50 89 24 30 279
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ルトンド診療所

　　月間報告

１９９５年７月

外来患者 O-5 5-15 15-45 45- 合計

呼吸器疾患 72 24 46 １７ 159/9.4

消化管疾患 30 １８ 56 １６ １３０／７．７

マラリア 226 283 489 103 1 101 / 65

麻疹

骨関節疾患 １３ 24 43 25 105 / 6.2

婦人科疾患 52 / 3.1

耳鼻科疾患

眼科疾患 ４ ３ １ ２ １０ ／０．６

歯科疾患 ４ ５ ２ １１ ／ ０．７

皮膚科及び性病 １７ ７ 21 45 / 2.7

その他 ３ ２ 29 30 64/3.8

転送 １ １ ４ ２ ８／０．５

合計 366 366 694 197 1685

入院患者 O-5 6-15 16-30 31-45 ４５- 合計

呼吸器疾患 ７ ２ １ ２ １ 13/4.3

マラリア 66 72 65 23 １１ 237/78

血性下痢 １ ３ 4/1.3

下痢 １ ２ 3/1.0

胃炎、胃潰瘍 １ 1/0.3

髄膜炎 １ ２ 3/1.0

喘息 ２ １ １ 4/1.4

泌尿器疾患 １ 1/0.4

分娩 25/8.3

その他 ４ １ ４ １ 10/3.6

転送 １ 1/0.4

死亡 ０

合計 79 81 75 26 １６ 302
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■モザンビーク難民救援医療活動報告

-
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モザンピークフロジェクト報告

　＿。　　　　　　　　　　　　　看護婦旅田　香住

　　モザンビークを訪れた時は、ちょうど冬でした。（６月５日～７月２２日）冬といって

　も日本の冬とはちがい薄手のセーターかトレーナーがあればちょうどいいぐらいで、日

　中はＴシャツでも十分なことが多く、とても過ごしやすい気候でした。

　　首都マプートの町並みは、ポルトガルの植民地時代を思わせるヨーロッパ凰の街と高

層ビルがめだつが､メンテナンスは､ほとんどされておらず古びた感じを受けました｡時

折、建設中のビルなども見られます。町の南方と東方には、やしの木が立ち並ぶビーチ

があり美しい海岸線が広がります。中央市場には、新鮮な魚介類や肉類、野菜、果物が

豊富にあり､簡単な生活用品や木彫り製品等が並べられ熱っぽい活気に満ちていました。

　　が、市場の内外には小学生ぐらいと思われる子供達が、洗濯バサミやタバコ等を売り

　歩いていたり、荷物持ちをしてお金を貰おうと買い物客に付きまとう姿をよく見かけま

　した。プロジェクトが行われていたショクエやマシンジールは、中心地に３～４階のビ

　ルが少しあり、その周りに民家（殆どが土壁と藁葺き屋根であった）があるぐらいでし

　た。電気、水道は中心地にあるだけで、ほとんどの人は電気、水道のない生活で近くの

　川や池に水を汲みに行かなければなりません。頭の上に大きなポリバケツを乗せ水を運

　ぶ女性や子供を見かけます。ショクエのトマト畑沿いには、運河があり水がたくさん流

　れているのですが夏になると水が一滴もなくなってしまうそうです。ここ何年か降雨量

　が減少し不作が続いています。村でも主食のメイズ（とうもろこし）が、枯れてしまう

　ことが多いようです。又、時折道端に電線がきれた電柱や屋根のない空き屋、錆び付い

　た車や戦車の焼け跡、舗装道路にあるたくさんの穴ぼこ等戦争の傷跡が道々に残ってい

　ました。インフレも激しく、９４年１０月頃は＄１＝約６０００ＭＴ（メティカス）が、

　９５年６月には＄１＝９８００ＭＴになり人々の生活はさらに厳しくなるのではと心配で

　す。殆どの村では、自給自足の生活です。小柄で痩せた人が多く、栄養状態はよくあり

　ません。太鼓腹の蟻虫症の子や身体中に岸疹のある疹癖の子供達もたくさんいました。

　首都マプートには、たくさんの食物で市場を賑わしているのに、村に入ると食物は不足

　している。何とかならないのかと思うが、この国の財政ではどうしようもないようです。

　　昨年のプロジェクトによって完成したH.C.、H.P.や井戸は、地域の住民に受け入れら

　れ、すっかり溶け込んでいるようでした。H.P.によっては､UNICEFより供給されている

　メディカルセットＢ（薬剤等）では不十分なうえ供給が遅れることもあり、数も不足のこ

　とがあるなど報告はしているのだが、ショクエの薬局長は現場の状況を把握出来ていな

　いようでした。又、リハビリテーションをしたH.C.の下水が詰まってしまったり、電気

　設備のあるH.C.に送られたオートクレープが､使用するまえから故障していたというこ

　ともよくあります。

　　殆どのH.C.、H.P.では医師が居ないため看護婦（士）により診断、処方されていまし

　た。医療器具は少なく検査設備も殆どありません。このような中よくやっているなと感
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心しました。疾患は、マラリア・下痢・創傷感染・皮膚炎・アメーバー赤痢・疹癖・結

膜炎･尿路感染症･貧血･気管支炎･住血吸　虫･中耳炎･リューマチ･喘息･肺炎･STD･

赤痢・栄養不良・アレルギー疾患・結核・熱傷等でした。

　ワクチン接種では、基本的な衛生教育や乳児検診・妊婦検診も行われていました。清

潔操作には少し問題があると思いましたが、記録等もしっかりしていて、これだけの設

備のなかでは良くできている方だと思いました。プロジェクトでは、トランスポート、マ

ネージメントを中心にサポートしていたため何度か同行しましたが、通信システムが無

く口頭伝達の為、村まで行って一人も集まらず中止ということも有りました。又、途中

の道には地平線一杯に綿畑が広がっているのですが、注射に使用する綿花が足りないの

です。なにも考えないで眺めていると美しい景色にも複雑な心境にさせられます。７月

半ばには、マシンジールにＡＭＤＡ寄贈の救急車がやっと届き（行政が官僚的な為、車１

台寄贈する｀にも時間が掛かる）マシンジールは、ローカルスタッフだけで自律したワク

チンプログラムが進められるようです。

　今年のマバラーニのH.C､建築プロジェクトは、キャラバンを使用されるようです。さ

らに大変になると思いますが、現地スタッフの皆様の身体に鞭打っての御活躍に期待し

ております。

　モザンビークではたくさんのことを学ぶことができました。最後になりましたが大変

お世話になりました、岡野さん、片山さんをはじめ本部スタッフの皆様、現地スタッフ

の鈴木さん、妹尾さん、ラーマンDr.下平さん、長島さん、ローカルスタッフの皆様ナイ

ロビオフィスの中村さんに心より感謝致します。本当に有り難うございました。

シェクエのルーラル病院にて

ルーラル病院　栄養失調児病棟

子どもたちとー緒に
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■ソマリア難民救援医療活動報告

-
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●

ソマリア難民

　　　　　1995･9･3

看護婦　三瓶　明子

　派遣先が決まったのは５月の連休中。恥ずかしながら、その時ジプチという国が赤道

直下にあることを知った。暑さの苦手な私は、一抹の不安を抱えながらも、６月無事ジ

プチ入りした。同居人はインドとネパールのDr.バングラデッシュのコーディネーター、

そして私の心の支え、言葉の支えでもあるNs.宮崎朋子さん。初めはDr達の話す英語が

分からず、一週間も聞き慣れれば大丈夫と言われていたが、一週間後、自分のボキャプ

ラリーの少なさが原因と知った。しかし､そうも落ち込んでいられないというよりも、落

ち込ませないのがこの国の良いところである。私の住む拠点アリサビエは暑いながらも

心地よい風が吹き、のんびりとラクダは草花を噛み、色っぽいヒップラインのやぎたち

が戯れ、墨を頭だけかぶったようなまぬけな顔をした羊がメエーとなく自然の宝庫（今

年発症し１年中だめだろうと言われた持病のアレルギーもここに来て完治）｡町を歩けば

シネシネ（中国人）と子供達に声をかけられ、キャンプでは遥か彼方から、ナバトウ？

（元気？）と右手をあげ挨拶されたら誰だって元気になってしまう。何しろ難民キャンプ

の人たちは､ほんの数年前にあの悲惨な出来事に遭いながらも悲壮感など感じさせない。

毎日毎日をあるがままにいきているのである｡皆の屈託のない笑顔が私の活力源となる。

また、もう一つの活力源の食事。来る日も来る日もカレー味に変わりはない。誰もが書

いているように美味しい。だが、時々飽きる。きっとDr連も同じ味に飽きるだろう。彼

らが味を替えてくれと頼む日を待っていたが一向にその兆しがない。彼たちの食事に合

わせていたことを知ったのは２週間くらい過ぎてからだろうか。時々うどん、お茶漬け

に手を出し、牛舌や焼き肉を食べたいと言っていたときもあったが、あの暑い日々を下

痢ひとつせず乗り越えられたのも、毎日のニンニク・チリの効いたカレー味の食事のお

陰だったと思う。今となっては時々あの味に恋しくなり、日本でもスパイスを揃え、今

年の残暑を乗り切っている私がいる。

　他の国の人達との共同生活は、時々理解に苦しむこともあったが、異文化を少しだけ

知ることができた。また、珍事件も時々あり、情報通信の乏しい国でも話題に事欠くこ

となく楽しく生活することができた。公衆衛生学のDrは、部屋の換気をしなければ疹癖

や真菌にかかってしまうことや灯油を間違って吸い込んだりすると誤極性肺炎になって

しまうことなど、身を持って証明してくれたりした。（灯油誤極性事件は、ホースで空気

を吸い込み落差を利用して灯油をタンクに移す危険な方法で、皆危険だからやめようと

言っていたのだが､某Drが自分がやると言いながらいろいろな人にTRYさせ､結局最後

に自分が吸い込み、肺炎を起こしてしまった。某Drもその後、これは危険だと言い、ポ
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ンプを借りてくることに賛成してくれた。（危険ですので真似しないてください｡）

　キャンプでの私の仕事は、Feeding ・Centerでの子供達の全身チェック、必要であれば

診断、処方をする。私の診断で、次回来たら具合が悪くなっていたらどうしようと、気

が気ではなく、朋子さんやローカルスタッフにいつも助けてもらった。勿論言葉の壁も

あり、一人診察するのにも戦いである。簡単なソマリア語を習い使ってはみるもののな

かなか通じない｡怒鳴るように、そして言葉の意味を音調とすることがポイントである。

少しずつではあるが理解できてきたとき、毎回お母さん達が、あの手この手で薬を貰い

にくることがわかった。時には５歳位の子供が弟を背負って下痢をするから薬をくれと

言う。実際、子供は元気なことが多い。必要のない時でも薬がでないと納得しない。一

体、薬をどうしているのだろうか。売っていると言う話も聞く。必要性のある子供に対

して抗生剤を渡すと、母親は満足気に帰っていく。そしてまた貰いにくる。いつまでたっ

ても母親の訴えだと病気は良くならない。そして私たちのいない夕方に必ず悪くなると

言うので、本当に今いる子どもの状態を見て診断することが大切である。そして母親の

訴えに負けないことも。私は、この薬をもらうことに頑張っている姿に、物が自由に、必

要なだけ手に入る豊かな国に育ってきた自分に気づき、しかし、その薬を本当に飲み続

けているとしたら体の弱い子を生み出しているのでは、健康に子供を育てる創意工夫と

誇りを失わせているのではないかと思った｡予防･工夫さえすれば妨げる病気が殆どで、

今までも何度となく教育されてきているのだが､川の水を汲んでそのまま飲んでいたり、

トイレをその辺で済ませたりという現実に､スタッフもあの手この手で対応している｡限

られた資源の中で活動していく私達もまた、物をもらうことに頑張っている彼らのエネ

ルギーを転換出来るよう、創意工夫を求められているのだと思った。

　帰国後、ザイールからルワンダ難民の強制送還のニュースをみた。難民を受け入れて

いるジプチとしても、現在とても安定しているとはいえ、決して豊かとは言えない国だ

けに、そして、エチオピア難民帰還が有効的なものではないことや、ソマリアに帰還で

きる目途も立っていないことに、今後どうなって行くのだろうと不安は大きい。一日も

早く、内戦や虐殺のない世界が来ることを祈るとともに、ONARS（難民局）のAliNour

氏が教えてくれだ神様が皆に与えてくれた頭と手をいつも使いなさい”難民、そして

援助する側も、その事を踏まえて自立をめざすことが出来れぱと思う。

　おわりに

　スバハワナークサン！ナバトウ？ハゲタゲサ？（おはよう。元気？どこいくの？）｡で、

１日が始まり、アニガドネサ？（私はどうですか？）とキャンプの若いお兄ちゃんに声

をかけられ、今まで生きてきた中で一香もてた２ヶ月弱を惜しんでいます。そして、た

くさんの人から得た思い出をこれからどうしようかと､仕事の合間に想像しにやけたり、

英語を必死でやらねぱと顔を青ざめたりとで大忙しです。取り急ぎ、この機会を与えて

下さった方々に感謝するとともに、いろいろなことを考えさせてくれるきっかけとなっ

た人々、自然、環境にワーマスセンタハイ！（ありがとうございます｡）
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■ネパールプータン難民救援医療活動報告

-

●

●

３

AMDA第二次医療センター（ReterTal Hslth Center=RHC、ダマック、ネパール）に於ける

　　　AMDA-Nepal :RHC における継続医療教育（Continued Med�Exjucatk）n=CME）

　　　　　　　　　　　　　　メディカルコーディネーター　Dr.ドリューバー・コイララ

　医療を実践する上でトレーニングと継続医療教育は2つの主要な要素である。医学は、

日進月歩しており、それ故､医療従事者/ヘルスワーカーにとってタイムリーに既得知識

と実践を修正しながら最新のものにしていくことは本質的なことであろう。

　ＡＭＤＡ･ＲＨＣは現在常勤医師３人、非常勤医師３人、医療従事者20人から構成されて

いる。以前からスタッフは、教え学ぶ必要があると自覚しており、プロフェッショナル

な知識と技術をＲＨＣにおいて発展させる目的で、この待望の、職業的上達をめざした

CMEが3ヶ月前に始まったのである。

　CMEは週2回(火曜と金曜)各2時間で色々なトピックについて議諭し学び合う。 RHC

の医師がボランティアで協力し、質問に答えたりする。議論/クラスのトピックは共通の

医学的問題や緊急事態のケースの処理等についていくつか選択され､薬学､産婦人科､外

科、小児科などのいろんな面からトピックを見ていく。

　3ヶ月毎の定期評価と一年間の終了時に最終評価を実施し､成績のいい者には修了証が

与えられる。RHC は他のNGOからの参加者も受け入れる準備をし､特別研修も計画され

ている。AMDAのメンバーや他の人材がこの目的のためにボランティアで協力する。
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　トピックはあらかじめ参加者に伝えられ、彼らはクラスの前に何らかの予備知識を持

つことができるようになっている。積極的な学習が奨励されており視覚教材も必要に応

じて使用されている。病棟での学習やケーススタディも予定されている。

　教室の資料棚には本も用意されオーディオビジュアル機器も将来的には使用を計画し

ている。このCMEプログラムはスタッフにとって非常に有益との評価を得ており、人気

を集めだしている。

ＡＭＤＡ本部よりお願い：オーディオピジュアル機器の寄付を募っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネパール担当：山本睦子まで。

RHCにおける診療状況
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■カンボジア救援医療活動報告

- ｓ ’ ‾

‘●

●

カンボジアプノム・スロイ郡病院プロジェクト

ＡＭＤＡカンボジアDr.Khun.Scn.Chantha

　　小林国際クリニック／カンボジア語通訳

　　訳：蒲原　愛子（プー、アイ、チェン）

　私はフランスに留学し、７月頃帰国しました。留学中は良い成績を取ることができま

した。今はまたＡＭＤＡに戻ってきて働いています。プノンペンに帰ってきてシアヌーク

の病院の設備を見たらＡＭＤＡからの援助でいろいろと変わっていておどろきました。た

とえば受付や待合室のイスなどです。自転車やバイクの置き場所もあります。

　現在プロムスロイの病院の活動は以前に比較して、とてもよくなっています。７月の

外来患者数は１７２７人であり、このうち入院患者は５６入です。表１のリストを見る

と肺炎の患者が一番多く、５月６月と比較すると肺炎が多いという点では同じです。原

因は５月、６月、７月が雨期にあたり子供の重症の肺炎が多かったからです。また子供

の肺炎についても親が農作業に忙しく、病院へ子供をすぐにはつれてこないことや、住

居が病院から離れていることも重症になっている原因です。一般的にも病気になると当

初は病院ではなく、近くの薬屋さんで薬を買って様子をみることが多く、これも重症患

者が多い原因の１つです。今、流行している病気は下痢、寄生虫疾患です。その率は非

常に高くなっています。

　７月１５日に病院の周辺でマラリア撲滅のキャンペーンを行いました。これには病院

の職員も参加しました。

　今年3月から派遣された日本支部三浦明子氏はＡＭＤＡカンボジアでの活動を終え、結

婚のため日本に戻りました。

　私たちＡＭＤＡカンボジア支部は皆で彼女の幸せを祈りました。

　 ･ ･

1 1 1 1 1 ' 1

. . … … … … 1 … … … E ･ E ･ . j , ; ･ ; ･ i 皿

　 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 　 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ･ . . . . 　 ‥ ･ ･ ‥ ‥ ･ ･ ･ ' 1

- - - ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ･ ● ･ ! ! ! ･ ･ ･ ! . ･ . ･ - ! a ! 1 ! - ! 1 ! ! ! . ･ ! ! ･ ! ･ ! ! i . ･ ! I . ･ ･ ･ - ･ ･ ･ - ･ ･ ･ 　 　 　 ･ . ･ . ･ ･ ・ 　 ･ ･ ･ ･ I ･ . ･ ･ ･ . ･ ･ ･ ！ . ･ ! . ･ ･ . ･ . ･ ･ ･ ･ ･ ! ･ ･ ･ . ･ . ･ ･

　　　　　　　　　　　　　プノムスロイ病院　外来風景
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カンボジアプノム・スロイ郡病院/医療データー

病名 小児 成人 計
A.感染症

マラリア 33 60 93
寄生虫疾患 94 47 141

下痢 85 ３ 88

不明熱 44 18 62

急性胃腸炎 ４ 28 32

結核（疑） ０ ０ ０

伝染性肝炎 ０ ２ ０

ＦＵＯ 22 ５ 27

赤痢 19 14 33

その他 ０ ０ ０

B.呼吸器系疾患

気管支肺炎 207 20 227

ＵＡＴＩ 281 98 379

慢性気管支炎 ０ ２ ２

その他 17 フ 24
４

Ｓ

だ

－
Ｓ

C.神経・筋肉系統

神経痛 ０ 49 49

１　筋肉疾患 ０ ８ ８
ミ　　その他 ０ ０ ０
ｉ

ｌ
D.無力症・神経衰弱 ８ 134 142

ａ
Ｅ．ＣＶＳ・造血系統

貧血 １ ５ ６

高血圧 ０ ２ ２

心不全 ０ ０ ０

その他 ０ ０ ０

F.結合組織・骨

感染症 ２ ７ ９

関節炎・関節痛 ０ 19 19

損傷・ＲＴＡ １ ４ ５

その他 48 12 60

１
作総計 1408

国際医療協力vol.18 N0.9 1995 45



・カンボジア救援医療活動報告
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カンボジア精神衛生プロジェクト

　　　　　Dr.0r.Chhnecing Heak

小林国際クリニック／カンボジア語通訳

訳：蒲原　愛子（プー、アイ、チェン）

　前回は患者さんの年齢について話をしましたが、今回このプロジェクトについてもう

少しくわしく話をいたします。

　このプロジェクトは首都プノンペンにあるシアヌーク病院の中で行われています。カ

ンボジアには全部で２１の県があります。この中の１８県から外来患者が来ます。残る

３県からは患者が来たことがありません。このうちの２県はタイとの国境にあり、とて

もプノンペンまでは来られません。もう１つの県はラオスとの国境にあり、やはり達く

て来られません｡通行が不便なのと治安が悪いこと、交通費が高いことが主な原因です。

この他の県からやってくる人は重症患者です。家族の人は一生懸命にお金を出して患者

を病院に送ってくるのです。

　患者は最初は近くの祈祷師やお坊さんにみてもらい、なかなか治らないので家族にシ

アヌーク病院に送られてくるのです｡この患者達は皆入院したくてシアヌーク病院にや｡っ

てくるのですが、私達は全員を入院させることはできません。薬だけを処方して帰って

もらわざるを得ないこともあります。薬は初　診では５～７日分しか出しませんがいつ

も診察している病名や状態がわかった患者には１ヶ月分を処方することもあります。し

かし、患者さんの中には１回受診して投薬したら２度と帰ってこない人が多いのも事実

です。その原因はわかりませんが、彼らに通院のための交通費がないという問題もあり

ましょう。最近では遠くから通院する患者は少なくなってしまいました。プノンペン市

内の患者が最も多く次はコンポンスプ州の患者が多いです。彼らは、お坊さんが組織す

る仏教系の会の支援で受診しています。これら通院の問題を解決するために、ぜひ

ＡＭＤＡの力を借りたいと思っています。

　もう１つＡＭＤＡにお願いしたいのは専門的看護スタッフの養成です。カンボジアには

ポルポト政権下での虐殺以来医者も看護婦も殆どいなくなってしまったのです。

　カンボジアの復興のために先頭に立ってやってくれたのはAMDAです｡ぜひ皆さんの

力を借して下さい。１ヶ月に１回の病院でのＡＭＤＡスタッフミーティングでいつもこの

事を話し合っています。
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打ち合わせをするヒアック女子
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のどかなカンボジアの子どもたち
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・ミャンマー健康プロジェクト
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ミャンマー・プロジェクト視察報告

ＡＭＤＡ名誉顧問　岩本　淳

　　岡山本部からの要請でミャンマー（ビルマ）に向かった。外務省アジア局南東アジア

課－ミャンマー日本大使館という経路で、草の根無償資金協力的１０００万円をＡＭＤＡ

がもらったのだが、ミャンマー国のほぼ中央でインパール作戦時に大激戦地となったメ

ティーラ市医療環境改善計画の契約調印を、首都ヤンゴン市（旧ラングーン）の大使館

で苛波茂代表の代理人として実施する目的で、９月２日（土）・出発９月６日（水）早朝

帰国という強行軍であった。

　　日常業務の多忙さに追われ、ミャンマー研究もせず、ひとり旅は苦しいと思っていた

　ところ、この６月国連経済社会理事会のＮＧＯ格づけで、欧米先進国以外で初めてカテゴ

　リー１に昇格したオイスカ（Organisation forlndustrialSpiritualandCulturaI Advancemert）

　産業、精神、文化の発展高揚のための機関とでも訳せばよいかｰの渡辺正理事が木曽

　の漆器工業組合の理事長・技術員計６名を引率して、バンコク一泊、ラングーン一泊の

　予定で出発することを知り、同行した次第。

　　この件は、アジア仏教徒協会（ＡＢＡ、本部福岡市）との共同プロジェクトで、外務省

　の資金援助が８月下旬におり、連やかに現地大使館へとＡＭＤＡに要請があったようだ。

　ミャンマーは軍政がしかれる前は、インドシナ半島ではシンガポール、マレーシアに次

　いで優等生だったが、今やラオスと最下位を争うまで貧しくなってしまった。ヤンゴン

　京在住のＡＢＡ、ＡＭＤＡヤンゴン事務所長U.KO Ko 氏が豪雨の中、日本人通訳をつれ空

　仁二出迎えてくれた。　１９５４年国立ラングーン大学法学部出のエリートである。卒業

　古作ま大学卒が１～２年で車や家を購入できたが、一部の悪徳上級武官が私腹を肥やし

　言や車をいくつももっているが、軍人以外は貧しく大学卒も食えない。表面上は民主化

　されているようだが、まだ道は連い。首都ヤンゴンの最下層クラスの年収が３００円で

　ある。但し農業国であるから米などがよくとれ、最低生活は守られているとの事だ。

　　９月３日は日曜だったが、午後日本大使館木全一等書記官の自宅へ電話をかけ、ホテ

　ルまで雨中来てもらう。 KOKo氏の話は真実で、公務員は初任給６００円、課長で１ ５ ０

　０円、局長で２５００円の由。

　　ただし、彼等は米が１／１０で入手でき、ガソリンも安く入る。これを横流しして生

　計をたてる。５大家族なら月５０００円はかかり、物価も上昇中。

　KOKo氏と木全氏は、豊かな農産、漁業、貴金属（ルビーなど有名）に加え、メティーラ

　市への途上　最近大油田が米国資本により発見されたし、天然ガスも外国資本で量産体

　割に入っている。企業として魅力ある国。ラオス、カンボジアは問題外､最近話題になっ

　ているヴェトナムも旧領主国のフランス、死闘を続けた米国などを大切にして日本をあ

　まり歓迎していないのにくらべ、日本に頼り好意的とのことだ。現在台湾や外国にいる

　脊僑の資本投下が目立つが、やっと日本も動き出した。７月ＵＮＨＣＲ訪問時、特別顧問
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よ
み
が
え
る
水
と
笑
顔

　
日
本
ビ
ル
マ
世
界
平
和
パ
ゴ
ダ
は
ナ

ガ
ョ
ン
・
マ
ハ
ボ
デ
ィ
ー
パ
ゴ
ダ
と
呼

ば
れ
ま
す
。
現
地
で
は
そ
の
ほ
う
が
通

り
の
い
い
名
称
で
す
。

　
マ
ハ
ー
ボ
デ
ィ
ー
は
仏
教
を
ひ
ら
か

れ
た
仏
陀
を
あ
ら
わ
し
、
神
通
力
に
よ

っ
て
悪
魔
の
侵
入
を
阻
止
し
た
ナ
ガ
ョ

ン
（
竜
神
）
の
住
む
湖
の
主
が
そ
の
名

の
由
来
で
す
。
竜
神
の
住
む
湖
は
、
ス

イ
レ
ン
が
咲
か
な
い
と
か
魚
も
棲
ま
な

い
な
ど
の
七
不
思
議
伝
説
を
残
し
て
き

ま
し
た
。

　
市
庁
舎
・
病
院
・
学
校
・
ホ
テ
ル
等

も
隣
接
し
て
い
ま
す
。
都
市
部
に
八
万

五
千
人
が
住
み
、
商
業
の
ほ
か
水
田
三

毛
作
・
牧
畜
・
柳
子
栽
培
等
に
よ
っ
て

生
計
を
た
て
て
い
ま
す
。

　
メ
テ
ィ
ラ
湖
は
こ
の
地
方
の
水
が
め

と
し
て
人
口
二
十
六
万
人
の
い
の
ち
を

支
え
て
き
ま
し
た
。
近
年
湖
水
の
汚
染

が
ひ
ど
く
上
場
地
帯
に
ダ
ム
を
造
り
薄

め
水
を
引
き
込
ん
で
い
ま
す
。

　
濾
過
も
殺
菌
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
＝
Ｉ
ヒ
ー
色
の

水
を
そ
の
ま
ま
飲
ん
で
い
ま
す
。
七
不

思
議
伝
説
を
解
明
す
れ
ば
魚
も
住
ま
な

い
ほ
ど
の
塩
化
マ
グ
ネ
シ
ュ
ー
ム
等
が

混
在
し
、
水
質
も
硬
度
が
高
い
た
め
腎

臓
結
石
や
尿
道
結
石
も
多
い
の
で
す
。

下
痢
は
だ
れ
で
も
毎
日
の
こ
と
で
病
院

の
調
査
で
は
内
臓
疾
患
が
圧
倒
的
に
多

'●

『

く
、
子
ど
も
た
ち
の
死
亡
が
高
い
の
も

う
な
ず
け
ま
す
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
男
女
平
均
寿
命
は
お

よ
そ
五
十
七
才
ま
で
の
び
ま
し
た
。
タ

イ
王
国
で
約
六
十
才
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は

約
六
十
二
才
、
中
国
が
約
六
十
八
才
、

日
本
は
約
八
十
才
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
東
南
ア
ジ
ア
の
水
事
情

は
豊
富
な
水
量
に
も
か
か
わ
ら
ず
病
原

菌
の
汚
染
源
と
し
て
熱
帯
病
と
と
も
に

深
刻
な
事
態
に
あ
り
ま
す
。

　
塩
素
消
毒
だ
け
で
も
死
は
妨
げ
る
の

に
財
政
が
ま
か
な
え
な
い
の
で
す
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
と
日
本
人
の
間
に
あ

る
二
十
年
の
寿
命
の
差
は
何
な
の
で
し

ょ
う
か
。

　
最
悪
の
病
巣
は
貧
困
で
す
。

　
　
『
水
』
の
浄
化
は
乳
幼
児
の
死
亡
率

を
激
減
さ
せ
、
平
均
寿
命
を
十
年
延
ば

す
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
弊
会
は
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
）
や
岡
山
県
哲
多
町
と
と
も
に

プ
ロ
ゼ
ク
ト
を
組
み
、
す
で
に
計
画
を

実
施
段
階
に
う
つ
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
ビ
ル
マ
世
界
平
和
パ
ゴ
ダ
境
内

の
一
角
に
設
置
が
決
定
し
ま
し
た
。
メ

テ
ィ
ラ
中
核
・
サ
ン
ガ
病
院
・
水
道
局

・
保
健
所
が
連
勤
し
組
織
も
で
き
ま
し

た
。
宗
教
省
、
開
発
省
、
保
健
省
の
政

府
機
関
の
許
可
と
保
旛
琢
制
も
で
き
ま

し
た
。
十
一
月
六
日
の
法
要
に
基
礎
う

ち
式
を
執
り
行
う
予
定
で
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
一
日
一
人
当
り
の

利
用
量
を
五
〇
リ
ッ
タ
ー
と
し
て
不
充

分
な
が
ら
五
〇
〇
人
分
の
飲
料
水
を
つ

く
り
ま
す
。

　
練
達
濾
渦
万
式
に
よ
り
維
持
管
理
が

容
易
で
＝
ス
ト
も
安
く
安
全
で
お
い
し

い
水
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
程
度
で
は
大
海
原
に
石
を
投
げ

る
よ
う
な
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

い
の
ち
と
笑
顔
を

　
　
　
　
と
り
も
ど
す
運
動

　
平
成
六
年
五
月
八
日
よ
り
二
十
二
ぼ

ま
で
、
日
水
＝
ン
中
夭
研
究
所
長
小
島

貞
男
博
士
を
キ
ャ
ッ
プ
に
第
十
七
次
『
水
』

調
査
団
を
派
遣
し
全
国
主
要
地
の
調
査

に
あ
た
り
ま
し
た
。
そ
の
報
告
は
本
紙

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
す
。

　
引
き
続
き
平
成
七
年
六
月
四
日
よ
り

十
日
ま
で
、
第
十
八
次
「
事
前
協
議
団
」

を
派
遣
し
大
宅
弘
海
理
事
長
が
団
長
を

つ
と
め
、
南
蔵
院
よ
り
栗
原
龍
也
氏
が

涅
槃
像
落
慶
法
要
招
待
の
使
節
と
な
っ

て
そ
の
任
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。

'●
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長
い
お
っ
き
あ
い
で
は
あ
り
ま
す
が
、

昨
年
よ
り
政
府
な
ど
の
交
渉
機
関
と
し

て
マ
ハ
・
ボ
デ
ィ
ー
協
会
（
ウ
・
コ
コ

会
長
・
本
部
ヤ
ン
ゴ
ン
）
が
弊
会
の
窓

口
と
な
り
、
宗
教
省
・
開
発
省
・
教
育

省
・
保
健
省
へ
案
内
し
て
い
た
だ
き
、

交
渉
事
務
も
成
立
し
て
メ
テ
ィ
ラ
の
事

業
が
着
手
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連

絡
協
議
会
）
と
岡
山
県
哲
多
町
と
弊
会

が
プ
ロ
ゼ
ク
ト
・
チ
ー
ム
を
結
成
し
て

実
施
す
る
「
い
の
ち
と
笑
顔
を
と
り
も

ど
す
」
環
境
医
療
を
基
と
し
た
奉
仕
活

動
で
す
。

　
弊
会
は
そ
こ
此
に
あ
る
水
か
ら
汚
濁

と
病
原
菌
を
排
除
し
た
安
全
な
浄
水
を

蘇
み
が
え
ら
せ
る
技
術
と
施
設
と
組
織

力
を
も
っ
て
奉
仕
し
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
か
ら

メ
テ
ィ
ラ
中
核
病
院
を
拠
点
に
高
度
な

知
識
と
技
術
を
も
っ
た
専
任
の
医
師
を

派
遣
し
て
医
療
を
施
し
、
哲
多
町
か
ら

は
保
健
行
政
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
交
換
し
て

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
と
め
る
な
ど
、
そ

の
総
合
力
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
テ
ス
ト
・
ケ
ー
ス
で
は
あ

り
ま
す
が
、
今
後
維
持
管
理
に
要
す
る

財
政
や
普
及
は
仏
教
サ
ン
ガ
の
存
在
な

く
し
て
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
公
共
資

金
の
乏
し
い
国
で
は
寺
院
の
機
能
に
大

き
な
役
割
が
付
加
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。
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佐々江賢一郎氏（外務省）がミャンマーは軍政だからいつ何がおきるかわからない、１

年ぐらい様子をみた方が良いと助言して下さったが、民主化は後戻りできない段階に達

したという。

　私が調印した内容は浄水器３６０万円、配管工事１ ５６万円、停電用ポンプ１ ８０万

円、救急車１台と整備一式で１ ００万円など、医療でなく環境面などが主体であり、総

額も１０００万円弱のこと、何も私が現地まで来なくても、外務省ですむことなのに？

と不思議がっていたが、その理由は後でわかった。大使館には医務官もいるので現地の

医療状況は後送す｡るが、日本の政府援助でヤンゴン市に病院を建て、ほどはどの設備が

よく利用されているが､人口７０万人第二の都市マンダレーの医療施設は貧弱であり、メ

ティーラ市（９万人）に至っては話にならない様子。だから第一段階で水という訳なの

だそうだ。以前ＡＭＤＡの高橋央先生（長崎大）が木全氏にＡＭＤＡがやると明言した由。

９月４日（月）朝、大使館を訪問すべきだが７：００ａｍの使しかないし、帰途は成田に

直行するので、田島大使などにお礼の手紙を木全氏に頼み、パガン市から国内使でヤン

ゴン国際空港につき､バンコク行きの出国手続きを終えたあと待合室に書類を持ち込み、

私が署名することを約束して別れた。

　翌朝は４：３０ａｍ起床、５：００朝食、KOKo氏がすでに待っておられた。早すぎる

のでホテルで話をする。英語なので今日は運転手のみ同行。 ７：００ａｍの使でパガン市

へ。この空港には日本語を解する若い女性と、市内で小さなTV、ビデオ店を経営する３

人の子供をもち日本語を勉強中の若者の間に、日本ビルマ世界平和パゴダ（僧院）大僧

正が僧衣をまとって出迎えて下さった。空港近くのホテルで荷物を置き、トヨタカロー

ラでメティーラ市に向かった。舗装道路だが狭く、トラック、バスなどとすれ達う時は

同車が互いに徐行してよけあうし、時には牛や馬、アヒルなどが横断中だと待たねばな

らない。昼食を含めて４時間かけてメティーラ市の立派なパゴダに着いた。ミャンマー

には１４の県（Division）があるが、法・秩序改善評議会議長のKyaw Thaung 氏（軍人）、

市長で副議長のAung Than 氏、民間代表のU.Htay Win 氏、エンジニアのDaw Le Le Lurin

氏（女性）が待ち受け英語で円卓をかこみ笑いながら話し合う。５月２５日提出の（株）

キョーワの施工設計図を広げてみても、こちらにはチンプンカンプン。キョーワを監督

して、可及的速やかに完了させることを約束する以外話すこともない。私の名刺をみて

疑わしく思っての私語のやりとりをボンヤリ聞いていると、いつのまにか私の後に大僧

正と高僧の２人が椅子にかけており、大僧正から一言あったらピタット止まった。たぶ

ん「岩本が医師であることは確かだが､彼が１０００万円の調印にわざわざ来たのだ」と

でも話したのであろう。

　すぐ話はふくらむ。このプランはこのパゴダ（僧院）と周辺の一部が対象である。９

万人の人口に対して毎月４００万ガロンの水がいるが、現在その１／４しかまかなえな

い｡何とかならないか？水のために胃腸病がふえて困る由。「全市をまかなうプランは政

府間交渉の問題だ。インドシナ諸国に対する日本政府ＯＤＡ予算が決まっているし、とく

にメティーラ市だけを取り上げて云々できるのだろう。

　大きなワクの中で平等に処理すべき問題だ」と答えた。「考えてみましょう」などと軽

口はたたけない。
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　病院も外からみたがまことにお粗末｡たまたまインパール作戦で多くの犠牲者が出て、

戦友や遺族のために、小沢辰男元厚生大臣が会長になって日本ビルマ世界平和パゴダが

建立された。ＡＭＤＡとしても高橋先生の約束したことでもあるからこそ、私が菅波代表

の代理として来緬しただけであり、AMDAの確たる将来計画も菅波代表との電話会話で

何一つ答えが得られていない現在、立ち入ったことは約束できないのが正直な気持ちで

ある。

　ＡＭＤＡにあえて苦言を呈したい。先日AMDA医師の外地勤務一覧表をつくってみた

ら、皆さん大した経験をしていない。私の教室東大第一内科で一年先輩佐藤智氏はイン

ドに１年、ほかにも何回か外地での経験をもつが、彼の属しているキリスト教信者の会

では地味ながら、何年も続けて医療活動を続けている。有名な岩村先生は個人的に知ら

ないが、ニ４－ヨーク大学留学時代からの知己宮崎亮、安子両医師はアフリカとバング

ラディシュで超人的な活動をつづけ、老後長野県王滝村の診療所を経営しているが、彼

等の後は同志がキチンとFollowしている。年に数回レターをもらうがその活動ぶりに頭

が下がる。

　AMDAが阪神、サハリンと注目され、国連で認められたことは誇るべきことだが、そ

の実態はどうか？

　ちなみにオイスカは３５年の歴史をもち､日本に高校をたて留学生を教育する一方､農

業や植林、また小工業の指導者を日本で研修させ、また日本人を現地に数年ハリツケて

育成してきた。渡辺理事は８０カ国に知人を持ち、ヤンゴン市の夕食に招かれたときも

国連のヤンゴン所員、田中トシヒロ氏とニューヨーク国連本部の日本人女性を招いてい

た。実際に外地に行ける医師その他の職員を至急充実させることが、カテゴリー２に認

められた私たちの責任だとつくづく思った。菅波代表初め会員諸君の行動力には頭が下

がるが､この際もう一度過去を見直して確固とした基礎作りを急いでほしい｡若いＭＤへ

の呼びかけを急がねばならない。

　オイスカの谷村裕理事長、JVCの林前会長にも連帯を呼びかけた。 １１月のサミット

には参加して発言するよう求めて行く。その一方、建築、土木などの専門家集団は友人

の大学名誉教授などが手弁当で阪神へ隔週調査に通い、データの公開を許されず、調査

団をつくってカリフォルニアでデータを人手しているが､この面のNGOはないらしいの

で考慮を要請している。この７月旧ユーゴ視察の帰途ジュネーブでWHO、UNHCRの高

官からも、ライセンスのある工学者NGOなどが一緒に行動できればお金が出し易い、と

いった一言が頭にコビリツイているからである。

　数日後には東大名誉教授（公衆衛生学）現産業医科大学長の小泉明氏と会談する。帰

国後すぐ連絡をとり場所を決めた。故武見太郎氏が数値円をハーバード大学公衆衛生学

部に寄付して武見講座をつくった時、日本側代表として数年活躍した実績があり、同級

のよしみでAMDA国際大学の構想を批判してもらうことにしている。
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■スーダン避難民救援医療活動報告
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　　　　　　　　　　　Sudan渡航報告（1995.7.29-8.11）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AMDA、日本支部事務局長（現副代表）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スーダンプロジェクト委員長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本　秀樹

　１９９５年度郵政省国際ボランティア貯金事業として始まった「スーダン国内避難民救

援事業」として７月２９日から８月１１日まで現地訪問したのでその成果を報告する。途

中、エジプトとスーダンの関係悪化のためカイロで足止めを食ったが無事に訪問できたの

で報告したい。（これまでの経緯は「国際医療協力」18巻、1995年6月号、38-41参考）

＜日程＞

７月２９日　関西国際空港発　　アムステルダム乗り換え

７月３０日　カイロ着

８月　３日　カイロ発　　カルツーム着

　　　　(スーダン航空のスケジュールのため３日間出発延期)

８月１０日　カルツーム発

８月１１日　カイロ、アムステルダム乗り換え　関西国際空港着

＜現地での活動内容＞

８月３日（木）

カルツーム国際空港着

日本大使館、勝田医務官、服部派遣員、SIMAのDr.Arbabらの出迎えを受ける。

カルツーム大学ゲストハウスヘチェックイン、

日本大使公邸での歓迎会出席

今川大使、中島参事官、羽島領事らと歓談

　現在、日本からの政府開発援助がストップしていて、南部スーダン食料援助について

日本政府からのＷＦＰへ拠出しているのとイプンシナ病院に関するフォローアップ無償資

金協力がわずかに行われている程度で、ＡＭＤＡのスーダンプロジェクトは日本大使館か

らも大きな注目を集めている。

８月４日（金）

SIMA本部事務所訪問

ＡＭＤＡのスーダン・リエソン・オフィスとして合意成立

診察用具（耳鏡、眼底鏡）、疫学・統計ソフト（Epinfo 6）供与

カルツーム市内観光、オンドルマン市訪問

　８月５日（土）

　lntemationa1 Peoples Frlendship Counc11 訪問するが事務局長ムサ氏病気のためキャン

　セル

　Commission of displaced people 訪問、Direcotor General of Commision for

　Displaced People よりブリーフィング受ける

　スーダンの国内避難民の問題は1984年からの飢饉、内戦以来続いている。
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カルツーム州で500､000人、４つのキャンプ（Jeba1 Awalyia 、Mayoの２つがカルツー

ム市、残り２つがオンドルマン市）にある。SCF、MSF、Dawa lslamia、Sudan

Red Crescent等のＮＧＯが救援活動を行っている。

Jeba1 Awalyia のキャンプ訪問

勝田医務官、服部派遣員随行

　Jeba1 Awalyiaキャンプ内のDawa lslamia 診療所の場合、Pharmacy Asslstant によ

り運営されている。１日の患者は平均して５０例くらいである。１７種類に及ぶ

Essentia1 Drug は整備されている。医療費、ワクチンは無償である。重症患者はキャン

プからから2.5km離れた公立病院へ紹介されている。キャンプの中の疾病構造はカルツ

ーム市内と類似している。

　SIMAのクリニック予定地、他のＮＧＯの診療所見学

Althauraクリニック訪問

　SIMAの運営するオンドルマン市のPHCセンターを訪問。ここでは、医師１名（地域医

療学講座の助教授）、看護婦２名、検査技師１名、事務職員１名らから運営されている。

マラリアが最も頻度の高い疾患で、2､000例/週ある。以下、急性呼吸器疾患、急性胃腸

炎と続く。政府からは、ワクチン以外は援助は受けていない。

８月６日(日)

ゲジラ州(Gezlra State)訪問

Medanl市のSIMA支部訪問

ゲジラ州の州都であるMedaniにもSIMAは支部を設けている。

ゲジラ州の厚生省訪問

厚生大臣Dr.Hussein訪問、彼もかってはＳＩＭＡの設立者の一人であった。

ゲジラ州に関するブリーフィングを受ける

この日、ゲジラのラジオ局で小生のこの訪問が放送された。

ゲジラ大学医学部訪問

ゲジラ大学は1975年に設立された比較的歴史の新しい大学である。歴史の古いカルツー

ム大学が古典的なカリキュラムを組んでいるのに対して、臓器別講義やCommunity

oriented system を重視した斬新的なカリキュラムで教育を行っている。卒前のカリ

キュラムはでは１０学期（５年）のうち単位の20％を地域医療が占めている。大学付属の

PHCセンターは、ＷＨＯの協カセンターにも指定されていて、４－５年次に４週間にも

及ぶ地域医療実習が組み込まれていて、対象地域の問題に対して対策立案することが求め

られている。

ゲジラ潅漑農場訪問

ここは、青ナイル側と白ナイル川が合流する地点に位置し、潅漑事業によって綿花の栽

培、米作が行われている。ナイル川の潅漑によって開発が進む反面、生態系に変化が生じ

薬剤耐性マラリア、住血吸虫の流行が起こっている。１９８０年代にプルーナイルヘルス
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プロジェクトとして西側先進諸国から多くの援助が行われたが、現在は援助の手は差し伸

べられていない。また、綿花を加工する製綿工場の建設も行われ、工場労働者の健康管理

も大きな課題となりつつある。

８月７日（月）

　　　カルツーム大学医学部長Prof.Saad訪問

ＡＭＤＡ、ＳＩＭＡ、カルツーム大学医学部で合同で救援事業を実施することを確認

Prof.Saadよりは地域医療実習の一貫として避難民を救援するのをサポートするため

に、車両、コンピュータ等の援助が必要との指摘があった。

キャンパス内のSatelifeの見学、SIMAへの接続依頼

sIMA本部にMr.Adn来所、SIMAモデム利用しサテライフヘの接続完了

ls�micReUef Agency(NGO)、Munzamat AL Dawa AL lslamla(NGO)

同付属医院訪問

SIMAのChatim AL Anbya chic （専門外来）訪問

SIMA最大の診療所、ｘ線、内視鏡、臨床検査機器整備されている。海外からパーツを購

入しなくては行けない関係上外貨が必要で、しばしば調達に時間がかかることがある。

電解質分析装置は現在使用不可能であった。診察料は10スーダンディナール（S.D.）、専門

医で40S.D.、心電図が75S.D.、内視鏡検査が150S.D.市価のプライベートクリニックに

比較して５分の１程度である。

Kalakla CUnic 訪問

カルツーム郊外のKalakla Clinic訪問するが、悪路のため車が立ち往生する。停電の中で

も診療行為を行っている。

８月８日（火：予言者モハメドの誕生日のため休日）

SIMAでのピジネスミーティング

ＡＭＤＡとＳＩＭＡの間で国内避難民のためのマラリアセンターを設立することで合意成

立。今後のＡＭＤＡとＳＩＭＡの間の協力関係（ＳＩＭＡのアジア他国籍医師団への参

加、緊急救援に関する準備など）についても検討する。

カルツーム北市のSIMAクリニック訪問

ＳＩＭＡが建設中のクリニック訪問、マラリアセンターの候補地としても有望。また、緊

急救援物資の貯蔵庫としても活用が期待される。

SIMAが譲り受けた旧ビール工場の跡地の見学

１９８３年　イスラム化のためビールの製造禁止となり操業停止

以後、工場跡にの活用のため外国資本も含めた企業、コンサルタントが訪問するも跡地の

活用方は決まらず国防省（軍）の管理となる。

１９９４年　医薬品工場（薬用アルコール、医療用綿、抗生物質製造）に転換を図るため

54国際医療協力vol.18 N0.9 1995

-s爽’

゛●

●



『

ｆ

'･

・

SIMAへ譲渡

勝田医務官主催の夕食会

ＳＩＭＡ，カルツーム大学医学部からProf.Saad，Dr.Kashan,Dr.Arbab,Dr.lmman，

Dr.Kadraら招待

８月９日（水）

カルツーム大学医学部地域医療講座主任:Prof.Mohamed.Aliの訪問

学生（５年生）実習の地域医療実習の報告会にも参加

国内避難民を対象にしたものもあり

ＡＭＤＡ，ＳＩＭＡのマラリアセンター・プロジェクトに対してカルツーム大学地域医療

学講座も参加することを確認

カルツーム大学副学長訪問

マラリアセンター・プロジェクトに対して大学として医療に限らず、農業、社会学等の分

野でも協力を行うことを確認。

SIMA主催の夕食会

ＡＭＤＡとＳＩＭＡでの共同事業（マラリアセンタープロジェクト）の調印を行う。

８月１０日（木）　深夜４時　カルツーム発　KL562

＜今回の訪問のまとめおよび今後の展望＞

　今年３月の訪問に続き、２度目のスーダン訪問となった。今回は、カウンターパートで

あるＳＩＭＡの活動状況を十分に視察することができた。カルツーム周辺の国内避難民

キャンプはプライマリーヘルスケアレベルでの医療サービスはある程度行き届いている。

しかしながら、マラリアの診断、治療といった熱帯医学の専門医のサービスに関しては十

分なサービスを受けているとはいいがたい。そこで、ＡＭＤＡとＳＩＭＡでは以下のよう

にマラリア対策を主眼とする合同プロジェクトを実施することとなった。また、昨年のＮ

ＧＯサミットにより設立されたＩＮＮＥＤのパイロットプロジェクトとして今後、広範囲

な保健医療協力、アフリカにおける緊急援助の拠点整備スーダンで行うことで合意が成立

した。

１）ＳＩＭＡとＡＭＤＡの協力事項

マラリアセンターの設立

診断、治療、予防、情報提供（薬剤耐性）、研修、研究

政府のものと異なったＮＧＯ独自の役割を行う

サテライフ、インターネットといったマルチメディアを活用した情報提供をめざす。

２）将来の協力事項

緊急災害救援構想

ゲジラ地区地域開発事業
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ゲジラ地区農業労働者、工場労働者の健康管理事業

旧ビールエ場跡地の活用

３）ＡＭＤＡと大学（カルツーム大学、ゲジラ大学）との協力事項

マラリアセンターの設立運営の助言・協力

ゲジラ地区地域開発事業

ゲジラ地区農業労働者、工場労働者の健康管理事業

ＡＭＤＡインターン、研修生の受け入れによる共同研究を行う

＜謝辞＞

ＡＭＤＡのスーダン訪問に関してご協力を頂いた日本大使館、今川大使、中島参事官、勝

田医務官、服部調整員、道祖神池田様に厚く御礼申し上げます。

SIMA巡回診療車輛
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日本大使館での歓迎パーティ

Juva AuliaCamp

ゲジラ州にて

AMDAとSIMAの調印式
勝田医務官立ち会い

スーダンでのsatelite(lntemet)

　旧ビールエ場跡地

　(製薬工場への転換が予定)
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・スーダン避難民救援医療活動報告
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AMDAスーダンプロジェクトの第一歩を迎えて

在スーダン日本国大使館

　　二等書記官兼医務官

　　　　　勝田　古形

　今回、山本事務局長を当地スーダンにお迎えし、いくつかの日程にもご一緒させてい

ただくことになった。このスーダンプロジェクトのきっかけになったのは、小生が赴任

して間もない９４年、当時のハルツーム大学医学部長Sulieman SalihFedail教授に表敬訪

問を行った時のことである。｢何か日本から援助を得る方途はないだろうか｡ＯＤＡが無理

ならＮＧＯではどうだろうか｣との相談があった時､即座に菅波代表の顔が思い浮かんだ。

というのも、小生自身、今を去ること４年前(外務省任官前)、菅波医院・すこやか苑で

暫くの間パート医のバイトをしていたことがあるからである。早速菅波代表に同医学部

長からの文書を付けて手紙を送ったが、いかんせん日本から最も速い国の一つのスーダ

ンのこと、正直言って最初はあまり大きな期待は持っていなかった。ところが、アラー

の神は見捨てなかった。ここで不思議な偶然が起こったのである。(日本の)厚生省の事

業としてＮＧＯ支援をすることになり、その講習の一環として実地研修が行われることに

なったが、その研修場所の一つにスーダンが選ばれたのである。

　こうして山本先生がＷＨＯ･厚生省･ＮＧＯ合同ミッションの一員として当地にお出にな

り、小生は本省からの訓令に基づいて(公務として)お手伝いさせていただく幸運に恵

まれた。このミッション来訪の際に今回パートナーとなった現地ＮＧＯのSIMA(Sudanese

lslamicMedicaI Association)との打ち合わせも行われ、それから約半年足らずでＡＭＤＡ

スーダン・プロジェクトが決定、ボランティア郵便貯金からの補助金も得られることに

なって、今度はＡＭＤＡの事業としての山本先生の来訪を迎えることが出来た。

　ここでスーダンの現況を少し紹介すると、日本の約７倍というアフリカ最大の国土に

２６００万人の人口を擁する大国だが、１９８３年来の内線による国内避難民、隣のエ

チオピア内戦による難民、さらに早魅によって疲弊している。また、医療機関はといえ

ば旧宗主国の英国の影響で医師の教育レペルは高いものの、外貨不足と、外交問題に起

因する西側諸国からの援助停止の影響で十分な医薬品や医療機器も揃っていない。さら

に、医療スタッフの頭脳流出にも悩んでいる。隣のサウディ・アラビアを始めとする、湾

岸産油国へ行けばスーダンにおけるそれの何倍もの収入が得られるという事情があって、

出稼ぎに出てしまう医療関係者が後を絶たず、登録医師数約８、０００人のうち約２、０

００人しか国内に残っていない状態になっている(例えば、日本の医師の４分の３が隣

の韓国や台湾へ出稼ぎに流出してしまう事態を想像していただければ、いかに深刻なこ

とか理解いただけるであろう)。このような状況にありながら、イスラムの相互扶助精神

に基づいてNGO活動をする医師も多く、SIMAを始めとして献身的な活動が行われてお

り、難民キャンプでの医療はNGO無くしては立ちゆかない程である。
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　　　　　　今回の山本先生のスーダン来訪にあたっては、昨今のエジプト・スーダン関係悪化の

　　　　　影響で混乱を極めるカイロ空港で度重なるフライト・キャンセルに遭われ、一時はスー

　　　　　ダンの土を踏めるかどうか大使　館一同真剣に心配した。しかし、神は見捨てず、丸３

　　　　　日遅れで到着され､短縮された滞在期間中にもSIMAとの度重なる打ち合わせ､ハルツー

　　　　　ム大学や大使館との協議、地域医療学教室の視察、難民キャンプや地方視察、他のＮＧＯ

　　　　　訪問に４つのパーティー出席と盛り沢山の日程をこなされた。今後の方針としてマラリ

　　　　　ア・センターの設立､SIMA内にＡＭＤＡリエソン・オフィス設置の覚え書きを交わし、大

　　　　　学との協力方針などの成果を残す等スーダン･プロジェクトの種を蒔くことが出来た｡小

　　　　　生としても、一緒にこの種蒔き作業をさせていただくことが出来､スーダンでの任期中、

　　　　　最も印象深い仕事の一つとなった。

　　　　　　今後ＡＭＤＡとスーダン側との協力によりこのプロジェクトが大きく成長してゆき、砂

ｆ　ｌ　漠の中に大輪の花を咲かせることが出来る日を楽しみに夢見てゆこうと期待している。

●り

勝田医務官（左）と

山本医師（中央）

会合に出席

SIMAよりAMDAに

送られた記念の額
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■ネパール難民救援医療活動報告
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ネパールAMDAを訪れて

研修医　山口　雅子

　１９９５年４月、私は国連難民高等弁務官事務所(UNHCR)主催の“CAMPSADAKO"

というプログラムで、ブータン難民キャンプのあるネパール、ジャパ地方を訪れること

になりました。約１ヶ月間、難民キャンプで活動する各NGOと行動を共にし、実際の体

験を通して難民問題について理解を深めようというプログラムです。

　私は、医学部を卒業し、都内にある大学病院で働きはじめてちょうど１年になった時

でした｡｡難民問題ということに加えて、国際医療協力の現場、さらに発展途上国の医療

の現状を、自分の眼で見ることができるーかねてからの思いが実現する機会が訪れたの

でした。・

　現在、ブータン難民の医療に関わっているＮＧＯは２つあります｡ Save theChndren Fund

(SCF)(UK)は、難民キャンプ内での一次医療、保健衛生指導にあたり、もう１つの

ＮＧＯ、ＡＭＤＡは、病院をキャンプの中でなく地元のダマックという町におき、Referral

HealthCentreとして、SCFの診療所から紹介される、比較的重篤な患者や専門的な疾患の

患者の診療､治療にあたっています。キャンプ内の入院施設は閉鎖の方向に動いており、

今後入院の必要な患者は全てＡＭＤＡが受け入れることになります。一方、当初より

ＡＭＤＡは地元のネパール人にも門戸を開いていて、実に患者の９０％はそうした地元の

人々が占めています。

　医師は、ネパール入２入とブータン人１人、病院の設備としては、外来診察室と急患

室、手術室、分娩室、３０床の病棟、そして検査はＸ線と超音波検査、心電図、簡単な

血液検査ができるようになっています。と、文字にすると、ずいぶん立派な病院のよう

ですが、実際の病院の様子、そこでの医師の仕事ぶりは、日本の医療現場を見慣れてい

た私にとって、大きな衝撃であり、感動でした。結局私はここで２週間以上を過ごした

のですが、その間にいくつもの印象的な出来事に遭遇しました。

　ある日病院で５００ｇの早産の赤ちゃんが産まれました。日本の病院だったら、挿管

し、クペースに収容し、NICUで管理をして何とか生存を図ろうとするでしょう。しかし

ここには、人口呼吸器もクベースもありません。赤ちゃんは丸一日生きて、そして息を

ひきとりました。

　夜中の急患で胎盤遭残の女性がかつぎこまれてきました。自宅で出産してから、すで

に４０時間近くが経過していました。遠くの村から家族が木の担架で、１２時間かけて

運んできたのだそうです。しかし、２円のペニシリンの支払いをする金銭的余裕がない

と、抗生剤の使用を拒否しましたが、産婦人科の医師が、そういう時のための無料の医

薬品の中から工面しました。ネパールでは自宅での出産がほとんどで、胎盤遺残はよく
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あり、それから産冊熱を起こすことが多いそうです。そして、人々は、治療には、臍帯

の断端に牛の糞を塗るとよいのだと信じているのだそうです。

　手術中に停電になったこともありました｡病院には小さな自家発電機があるのですが、

それも故障していたため、２本のペンライトの光で手術が続けられました。停電はほぼ

毎日なので、このような事態もごく日常的なことなのです。

　ガンの患者も何人かいましたが､彼らはほとんど治療の対象となりません｡､手術する

にしても抗ガン剤を使うにしても治療養は莫大となり、またAMDAの病院にはそれだけ

の設備がないからです。ごくたまに治療養を払える人たちだけがカトマンズやインドの

病院に治療に行くそうです。診断がついていて治療法もわかっていながら何もできない

という状況を、初めて経験しました。そういう時はネパール人医師たちは、「あなたの国

（日本）ならこの患者にもしてあげられる治療が色々あるだろう｡」と本当に悔しそうで

した。

　３人の医師たちはそれぞれ、眼科、産婦人科、内科が専門なのですが、ここでは専門

と関係なく全ての病気を診なくてはなりません｡例えは眼科の医師が､下痢も、結核も、

骨折も‘診ますし、虫垂炎やヘルニアの手術もしてしまいます。一方では、白内障の人工

レンズ挿入術まで行います。その知識の広さ、マルチドクターぶりには、舌を巻きます。

今の日本では医学の進歩と共に、ますます高度な医療が行われるようになりました。そ

のかわり、１人の医師が全ての分野でそれだけの高度な知識や技術を身につけるのは不

可能です。医療の専門化が進み、専門外の病気を診察することはほとんどありません。

　今回の体験は、私が今まで常識だと思っていたこと、あるいは当たり前すぎて意識し

たこともなかったことを見直させられるものでした。私は、日本で行われている医療の

内容が常識であり、世界のスタンダードだと思っていました。ニュースや新聞で発展途

上国の医療について知る機会もありましたが、実感を伴わないのであまり意識すること

はありませんでした。ところが、日本では臓器移植や遺伝子治療の時代になったという

のに、一方では同じ地球上にこのネパールのような所が現実に存在するのです。そして

日本人にとっては常識である様々な物事が､ネパールでは決して常識ではないのです｡考

えてみれi貳一世界の､どれだけの人が、今の日本のレベルの医療を受けられるというので

しょうご1の考えていた４世界”のスタンダードとは欧米や日本などごく限られた国で

のスタンダードなのです。

　さらに自分の大学病院に帰ってきた時､私はネパールで受けたカルチャーショック以

上のショックを受けました。それまで当たり前に日常的に行っていた検査や治療１つ１

つがものすごいことに見えて、戸惑いを覚えてしまうのです。清潔な病室、分厚い本一

冊になる薬品のリスト、CTやMRIが完備された検査室、５本も６本もの点滴をぶらさげ

た患者、見慣れていた日本の病室の光景になじむのに、かなり時間がかかりました。

　では、最先端の医療を受けられる日本の患者は、ネパールの患者に比べて幸せだとい

えるでしょうか。どんなに恵まれた環境にいても、病気が苦しいことに変わりはないと

気づいたとき愕然としました｡医療の進歩は､疾病率や死亡率を大幅に改善しました｡以

前は不治の病といわれたものを治すこともできるようになりました。しかし、ひとたび

病気になったとき、その苦しみ、不安はこのネパールの人々と特別変わりないのではな
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いでしうか。「援助」ということを考えるとき、可哀相だから恵んであげるという感覚で

なく、ごく簡単な医療を受けられるだけでそうした病気の苦しみからすくわれる人々に、

力を貸したいのだという考え方をするようになりました。ある時ＡＭＤＡの医師が私にぽ

つりと言いました。「ここの人たちはその日の食料のことで頭が一杯で､他のことを心配

する余裕はない。食事ができさえすれば本当に幸せだと思う。だからもしかしたら、あ

なたたち日本人より幸せかもしれない｡あなたたちの悩みはもっと複雑だろうから｡」と。

この言葉もまた、私にとって大きなショックでした。今まで、自分たちより発展途上国

の貧しい人々の方が幸せかもしれないなどと考えてもみませんでした。

　今回の体験は､医師として､そして一人の日本人として､本当に貴重なものでした。自

分自身の糧とするだけでなく、少しでも多くの人に難民問題や途上国医療の現状を知っ

てもらえるように力になれたらと思います。

病院のスタッフと

AMDA病院の全景
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白内障の人エレンズ挿入術

病院の責任者でもあるD｢.Kcpp

レンズを個人的に工面し、

無料で配給している

超未熟児の赤ちゃん

ネパールスタディツアーに参加して（8/27～9/3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武居　教英（医学生）

　自分は英語ができないため、現地の方と充分なコミュニケーションがとれず、とても残念でした。

英語の大切さを初めて実感しました。

　しかし、Dr.BaIKumarK.C.さんからは、ひしひしと情熱が伝わってきて、そういう方とお会いでき

て大変光栄でした。

　初めて行った外国、途上国で強く感じたことは、難民キャンプの子供たちよりも貨幣経済のどん底に

追いやられたストリートチルドレンたちのことのほうが深刻な問題である、ということです。

犯罪の道へと行かなければよいけど、と思いながらも、いつも目を反らしていた自分でした。

正直なところ、医療援助よりも、経済発展や教育の浸透のほうが、今の段階では大切なのではないかと

思いました。

　最後にこのツアーに参加させて頂き、有り難うございました。

考えさせられる事がまた１つ増えました。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その１／高橋　央

　1995年８月３日から10日まで、北海道稚内市の稚内北星短期大学で開催された「第８

回「UNIXサマースクール」に、ＡＭＤＡ日本支部から片山、城戸、中野、高橋の４名が参

加した。このサマースクールでは参加者一人ひとりに光ネットで接続したワークステー

ションが与えられ、衛生通信を含む最新の通信技術を体得するユニークな研修である。

「UNIXシステム管理コース（8/3-8/7）」と「ＷＷＷサーバ管理コース（8/7-8/10）」に加え。

　本年は「インターネット入門コース（8/4-8/7）」が新設されたため、参加者は３倍増

の170名となった。参加者の大半は若者だったが、その職業は学生、教師、技術者、秘

書､ジャーナリスト等と多彩で､遠くバンコクからの日本人参加者もあった。最高気温が

20度前後の極めて快適な環境で、経験豊富な講師の先生方から親身の指導を受けること

が出来たばかりでなく、コンピュータ好きの仲間に巡り会えたことも収穫であった｡稚内

北星短期大学（〈href>”http://www.wakhok.acjp¨べ/h ref>）は「最北端、最先端」’をモッ

トーに、国際化、高度技術化を進めている教育機関で、サハリンからの交換留学生も受

け入れている。近い将来、外国語による研修も開始されれば、ＡＭＤＡ日本支部以外の会

員も受講出来よう。来年も８月頃に開催の予定であるが、詳しくは＜h

ref>¨summer95@wakhok.ac.jp¨〈/h ref>またはFax ; 0162-32-7500 に問い合わせされたい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その２／片山　新子

　ＡＭＤＡにもついにインターネットの時代がやって来た｡思えばＡＭＤＡ事務局で働

き始めた当初（約３年前）はワープロも満足に操れず､「マッキントッシュ？はあ‥・？」

といった状態だった私が、今では電子メールで仕事のやり取りを自由にしている。マス

ターしてしまえばこれ程便利な通信手段はないであろう。’今では「そのうち自宅勤務も

可能になるのかしら？」と怠慢なことまで考えている。さて、「どうして北海道で？」と

周りからは疑われる研修であったが、私自身「インターネット入門コース」に参加して

みて大変わかりやすかった。ぜひ興味ある方は来年参加してみて下さい。入門コースで

は実際自分のホームページを作成する所まで教えてくれる。お陰で現在ＡＭＤＡホーム

ページの作成にも何とかＡＭＤＡニューメディア委員の助けを借りながら携わることが

できている。（非常に面倒だが･‥）また、今回は副代表の高橋先生と机を並べること

ができ、お陰で授業を真剣に聞くことができた。（先生は英語でノートを取っていらっ

しゃった‥･）授業は講義と実践があり、ほとんどの時間を個人専用のコンピューター

を使用することができた。

～おまけの話～この研修中に何度かＡＭＤＡ本部からＦＡＸや電話が私に入った。仕事上で大変な

失敗をしてしまい､その確認の連絡が入ったのである。その日はひどく落ち込んでしまった。翌日電

子メールで｢始末書｣を本部へ送った。きっとこんな最北端で始末書を書くのは後にも先にも私一人

であろう‥・文明の利器に感謝しつつ、ちょっと得意になった。

稚内北西短大の庭で

私のメールアドレス　shinko@a皿da.or.jp
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アンネのバラ（アンネ・フランクのお父さんが

世界平和を祈って植えたバラの株分け）を囲んで
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　ＡＭＤＡではＡＭＤＡ学術委員会が作成した「熱帯医学データーベース」をイン

ターネットで流しています。この度、寄生虫に関して下記の問い合わせがアメリカか

らありました。以下はそのやり取りです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1995年８月19日

ＡＭＤＡ　様

　私と私の妻は1993年から1994年にかけて、カンボジアで働いていました。帰国以来妻は、極度の消化

器系の病気に苦しんでいます｡多くの医師に看てもらいましたが､ほとんど良くなってはいません｡妻は、

私達が手にいれたさまざまな寄生虫による病気に対する薬を使っています。というのはアメリカの医師の

知らない、寄生虫による病気ではないかと考えているからです。どなたかこの病気について、私達を助け

ていただけませんでしょうか。私達は途方に暮れています。多方面にわたる調査を私達自身でも行ってき

ていますが、医学的考察を切に必要としているのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｍｒ．ウォーカー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1995年８月22日

ウォーカー様

　システム・オペレーターの中野さんからあなたの電子メールを受取ました。まず最初に、奥様の健康問

題についてのご心配、お察し申しあげます。

　1992年から1993年にかけて、カンボジアのKompong Spue地区で、人道的援助の活動に参加していまし

たので、あなたがたのおかれていた衛生環境については想像できます。しかし、極度の消化器系の症状を

呈する病名は、思い当たりません。

　もし、持続する下痢に苦しんでおられるなら、たとえば次のような簡単な質問についてお答え下さい。

　1）血性下痢かどうか。

　2）排便に異常はないか。（たとえば、色、におい、頻度、腹部の痛み、など）

　3）熱はないか。

　血性下痢は、アメーバを病源とする赤痢、shigeUosis、hencobakctorinfection、ents）invasiveE.coliinfection、

などによることがあります。もし、下痢が血性でなく、続いているようなら、普通は、giardiasis、

cyptosporidiosis、strongyloidiasisヽclonodliasis、熱帯性スプルー、AIDS、などを疑います。カンボジアに滞

在していた人におこる下痢については、斑点を伴う病気かどうかを、特に疑います。あなたの奥様は寄生

虫に対する様々な薬を使った、とおっしゃいましたが、これらの症状と一致するならば、私は熱帯性スプ

ルーを強く疑います。もちろん、マラリアは熱帯地方における、腸の病気であると考えられています。血

液撮影検査は受けられましたか。

　さらに、旅行歴も重要です。奥様の病気はカンポジアでのものとお考えのようですが、症状が発見され

る前に、何処かほかの場所に旅行したことはありませんか。奥様は、アフリカ、ラテン・アメリカ、イン

ドに行ったことはありませんか。

どうぞご遠慮なくご返事を下さい｡私達は、さらに良いアドバイスができるように努力したいと思います。

　奥様の一日も早いご全快を､心からお祈りいたします。
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高橋様

　栽切な手紙を下さりありがとうございました｡アメリカの医師は現実からかけ離れているので私たちの

様な状況ではどのような薬が必要なのか､残念ながらわからないのだと思います｡旅行歴については､1993

年１月にカンボジアに入国し、1994年の２月に出国しています。その間タイ北部とアンコール遺跡を訪ね

ています。

　シャロンの症状は、腹部痛とガス、胴部のみの拡大、体重20％増加、筋肉痛、眠ろうとすると爆弾が爆

発する、すなわち爆発音がして閃光が走る、喉の筋肉が緊張し頻繁に息苦しくなる、というものです。

　幸運にも、彼女は明日ロサンジェルスの診療所に行くことになっていますが、そこの医師は彼女を助け

てくれることでしょう。なぜ私たちがあなた方の組織に連絡したかと申しますと、数人の医師を訪ねてみ

てもなんの助けも得られなかったからです。私たちにはロサンジェルスで最近亡くなったタイ入の友人が

いましたが、もし医師が彼女の病気について何か知っていたなら簡単に彼女を救えたかもしれません。

返事や質問のために時間を割いて下さったことに再び感謝致します。

　ところで、カンボジアでは何をしておられたのですか。仕事をしておられたのですか、それとも単なる

訪問でしょうか。わたしはいく人かの日本人と働いておりましたが、彼らを大変尊敬しています。妻も私

も再びカンボジアのような国に行き、困っている人々を助けたいと思っています。

　本当にありがとうございました。

　愛と平和を祈って。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワイン＆シャロン　ウォーカー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1995年８月22日

ウォーカー様

　早速返事を下さりありがとうございました。奥様のいくつかの症状についてはわかりました。また、ロ

サンジェルスの医師に診ていただくとのこと良かったですね。そこで早く診断が出て、適切な処置を受け

られれぱと思います。

　先のあなたの手紙で重要な点は､奥様に内臓以外にENT（耳､鼻、目）に異常があると言うことです。ま

た奥様がカンボジアとタイ北部に行っている点も特に重要です。

熱帯の寄生虫による病気以外にも医師は結核や類鼻疸のような細菌による感染症を疑わなければなりませ

ん。なぜならこれらの病気はインドシナ地域の風土病であり、さらに手紙にあったものと同様の症状を引

き起こすかもしれないからです。

　類鼻疸またはPseudomonas pseudomalleiによる感染症は空気や皮膚感染で人間に感染しやすく下痢を起こ

すこともあり得えます。その亜急性型は初期症状として、しばしば急性耳下腺炎の症状を呈します。これ

は、多くの組織での膿瘍（腹部痛や気管支炎の原因となる）や、皮膚根瘤、骨髄炎（筋肉や骨の痛みの原

因となる）にも発展して行きます。この病気はヴェトナムから帰還したアメリカの退役軍人の幾人かがか

かっているので有名です｡奥様が会う予定の医師もこの病気の臨床経験があるかもしれません｡彼らが､正

確な臨床の方針を見つけられない時には、この病気を調べてみる価値があると思います。

一つ言っておきたいことは、先進国の医師のほとんどは、熱帯の病気を知りません。これは情けなく不幸

なことですが､熱帯の病気について臨床経験が無いのですから私は同僚達を批判することはできません｡日

本でも状況は同じです。だからこそ私たちはこのサービスを行っているのです。

　私がカンボジアにいたときはＡＭＤＡ（アジア医師連絡協議会）という国際NGOに加わり、Kompong

Spueの放棄された区域の病院を復興するプロジェクトに参加していました｡何人かの同僚がまだそこで働

いており、いつの日かまたそこに行き彼らに加わりたいと思っています。あなた達お二人とも将来一緒に

仕事が出来たらと思っています。

　最後にＡＭＤＡのメンバーは皆奥様の良いニュースを待っています。幸運をお祈り致します。奥様にく

れぐれもよろしくお伝え下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AMDA　日本
べTｱ　　　　　　　　　　　　あ。ﾀ1
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夜の地域医療学教室

　ＡＭＤＡ読売国際協力賞受賞おめでとうございます。最近、お祝いの言葉で栃木便りを

始めることが多い私は毎月とてもうれしく思っています。

　さて、猛暑はいつのこと？とばかりに朝晩涼しくなり、秋の気配が深まってきた今日

この頃、帰りが夜中になることが多い私はさまざまな虫の声を楽しみながら帰宅の途に

ついています。虫といえば地域医療学教室名物は「虫地獄」。といいますのは、私たちの

研究室が自治医大本館から少し離れた20周年記念棟唯一の研究室でここだけ夜更けまで

明かりがついているため､キャンパスの虫がここを目指して飛来してきてしまうのです。

猛暑の頃は「暑い！窓を開けたい！（夜は冷房が切れる）」と「ぎゃー！む、虫が！！」

のどちらを選択するかで教室員はさんざん悩まされましたが、結局、扇風機（経費節減

したい人はうちわ）を購入することと、なるべく涼しいかっこうをする（≒服を脱ぐ、一

時は銭湯の脱衣室みたいな風景が展開された）ことで一応の決着をみたようですが、そ

うそう脱いでもいられない私はエアコンの効いた自宅へ逃げ帰るはめになり、扇風機よ

りはるかに高い中古のパソコンを１セット買うことになりました。（ちなみに同僚やレジ

デントらは「あ、脱いでも別にかまいませんよ」という反応だったような）ところで、仕

事が進んだかというと、どうも…

　飛来してくるのは虫ばかりではありません。地域医療学教室は病床を持っていないた

め、レジデントは2年間学内の各科をローテーションするのですが､夜も更けた頃、どこ

からともなく教室の明かり目指してレジデントが集まってくるのです。教室のソファに

座ってお互いにぐちったり、各科の情報を交換しているようですが、隣にコーヒーメー

カーがあるおかげで、コーヒーを取りにいったまま、「飛んで火にいるなんとやら」、研

究のまとめや、書類書きやらあるというのに、引っかかってしまう意志の弱い私。おか

げで､エアコンの効いた自宅での優雅な生活はしばしば夢と消え、「深夜勤部隊隊長一業

務内容は不明」とレジデントに言われてしまうありさまです。

　さ！秋からは心を入れ替えて仕事するぞ！と固く心に誓いながらも自分を信じられな

い私…ああ、どうしましょう。
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ホンジュラスだよリ
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江上由里子

　グンダ熱yト‾7↓ボウイルス(Arbovirus)が蚊(Aedes aegypti)により媒介されて感染する発

八寸百万毘-'･　発熱　関節痛、発疹、頭痛が主な症状です。古典的デング熱(CDF)と出血性デン

ブぢに)HF)かおり、DHFはCDFと同様に発症し、出血傾向、血小版減少、血液濃縮が認められ、

重症例ではショック症状となります(デング熱ショック症候群、DSS)。東南アジア、南太平洋諸

島、アフリカおよび中南米・カリブ海の熱帯・亜熱帯地方広域に流行しています。

　1977年のジャマイカでの流行を機にデング熱は中南米・カリプ地域に広がり、ホンジュラス

では1978年以降、過去何度かデング熱の流行を経験しています。今年は、1991年以来のデン

グ熱の流行で、７月中旬から大幅にデング熱患者が報告されています。Serotype、Dengue-1、2、

3、4のうち、以前までの流行は主に1、2、4であったのに対し、本年は抗体検査を施行したう

ちの約60％がDengue-3であり、出血性デング熱の発生の恐れが高くなっています。

　ホンジュラス厚生省は毎日デング熱会議を開き、その対策に追われています。各課が協力し

て、主に出血性デング熱患者が発生した際の厚生省管轄下の病院での対策（診断、病院への搬

送、治療）と、予防のための住民への衛生教育を行います。厚生省だけでな＜、ホンジュラス

の各省庁の協力、各援助機関のコーディネーションが行われ、共同してデング熱対策を実施し

ます。デング熱の対策への予算はLps.10､000､000（約１億円）と見積られており、厚生省予

算から捻出する、国際機関の援助をあおぐ、の他、公務員の希望者の一日分の給料をその対策

の一部に宛てる、というのもあります。

　それにしても、地方の各衛生地区事務所は、“1）EIV6ぴEだμ”という感じで、いつもになく、

いえ、いつも以上に、活気づいています。これは、医者の性によるものでしょうか‥‥‥

　かく言う私も、今年の１月、まだデング熱が問題になっていないときに罹りました。はずか

しながら、自分で診断できなくて、クリニックを受診してデング熱とわかったのです。これを

同僚に話したら、“日本にはデング熱はないの？”というのが大半の質問。そして、気遺いの

細かい私のカウンターパートナーの病院課課長は、“デング熱はインフルエンザと鑑別診断が

難しいからね‥‥。”というフオローでした。
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ＡＭＤＡ国際医療情報センター便り ８月

センター東京　〒160　東京都新宿区新宿歌舞伎町郵便局留

TEL相談03-5285-8088　事務03-5285-8086　FAX03-5285-8087

相談対応言語：英語　中国語　スペイン語　韓国語　タイ語

及び時間　　　　　　　　月曜～金曜　9 :00～17 : 00

　　　　　　　ポルトガル語　：月／水　9 :00～17 : 00

　　　　　　　フィリピノ語　：水曜日　9 :00～17 : 00

　　　　　　　ペルシャ語　　：火曜日　9 :00～13 : 00

センター関西　〒556　大阪市浪速区浪速郵便局留

TEL相談06-636-2333，FAX06-636-2340

相談対応言語：英語　　　月曜～金曜　9 :00～17 : 00

及び時間　　　スペイン語　　：月～金　9:00～17 : 00

　　　　　　　ポルトガル語　：木　　　10 : 00～13 : 00　金　13 : 00～16 : 00

　　　　　　　ﾈﾊﾟｰﾙ語,とﾝﾃﾞｨｰ語：火　　　13:00～16 : 00

　　　　　　　タイ語　　　　　：　　　　　不定期

　　　　　　　中国語　　　　：月10～13 : 00　木13～16 : 00　金10～13 : 00

｢御存じですか？三つの専門療法｣

　最近、電話相談の中で日本ではあまり耳にしない特殊な専門医についての情報を求められる事が

ある。主に英語圏の方からだが、具体的にいうと３つほどあり、一つは「ホメオパシー」もう一つ

は「ポダィアトリスト」、そして「オステオパシー」といった具合だ。私自身、相談を受けるまで

はまったくどういうものか分からなかったが、これを機会に少し調べてみた。

HOMEOPATHY（ホメオパシー）

　同種療法、又は同毒療法と訳される。ホメオパシーとは１８世紀末ドイツのハーネマンによって

創設された医学体系で「同種のものは同種のものによって治る」という原理に基づいて行われる治

療をいう。それ以前から、火傷には熱を、凍傷には氷を、下痢には下剤をという治療があったとい

うが、これはとても信じがたい。しかし、天然痘の予防で知られるエドワード・ジェンナーは、牛

痘ではあるが同種のものを用いてみごと成功した。一説によるとジェンナーはハーネマンのホメオ

パシー論に触発されたのだと言われている。　私自身、テレビでロンドンの「ホメオパシークリニ

ック」という所で、猫アレルギー用の薬を調合しているのを見た事がある。実際に猫の毛を少量他
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の薬と調合していて、最後に手の平で何度も瓶を叩き「気」を入れていた。薬剤師によると、少し

ずつ体の中に猫の毛を摂取し体を慣らしていくことで、アレルギーを押さえていく効果をあげると

言っていた。日本ではあまり知られていないが、発祥地のドイツを始めヨーロッパにおいては、か

なり広く支持されているらしい。今のところ、東京では約一か所、イギリス人の医師が行っている

という話しを聞いただけで、いつもホメオパシーの相談が入るとこのクリニックを紹介している。

PODIATRIST（ポダィアトリスト）

一

　足の専門医といったところだろうか。靴の歴史の長い欧米でも現在六千人程しかいない足専門医

で、足部分の内科、外科治療を行うそうだ。足部分といってもくるぶしから下か膝から下かはアメ

リカでも州によって異なるそうだ。日本では、皮膚に問題があれば皮膚科に行くが、アメリカでは

ウオノメ、マメ等の角質化した皮膚の問題や爪の問題、例えば爪に水虫菌等が入り、爪が化膿した

場合等はポダィアトリストを訪れるそうだ。かかとの関節炎に悩む患者も来るという。又、さらに

マッサーてジ等も行っているそうだ。

　日本には、足だけの専門医というのは今までに聞いた事がないが、それぞれ皮膚科、整形外科等

で対応している。最近、外反母趾や足のこりで悩む現代人が多いと聞いたが、日本にも足専門の先

生が現れたら需要は多いにあるのだから、繁盛すると思う。足の裏にはたくさんのツボが集まって

いると聞いた事があるし、足は大事にしていきたい。

OSTEOPATHY（オステオパシー）

一

　いまだに英語の辞書を見ても載っていなく、詳細はまだ不明だが、相談者によると日本でいう接

骨医やカイロプラクターのようなものだいう。 OSTRと付くところをみるとやはり骨に関する専門医

となるようだ。東京にあるホリスティックヘルスセンターで聞いたところ、もともとアメリカやイ

ギリス、ヨーロッパで発祥し、基本的に一切の器具を使わず、手で治療を施す方法だそうだ。主に

背骨のひずみや曲がりを直し、姿勢の矯正等も行うという。このホリスティックヘルスセンターで

はアメリカで資格を取ったカイロプラクター（接骨医）かおり、英語で説明が聞けるため１／３が

外国人の患者さんだと言っていた。

全体的な傾向としていわゆる自然治癒力に頼る、今までの薬にむやみに頼らない専門性の高い治療

方法というのが段々注目されているようだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（センター東京　佐藤）

外国人患者の診療にすぐに役立つA岨〕A国際医療情報センター刊・臨床対訳表

１

２

１１カ国語対応　診察補助表

９カ国語対応　服薬指導の本

Ａ４サイズ

B 5 153ページ

定価各5,（X）0円　お求めはセンター事務局（東京・関西）まで。
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〈在日外国人関係新聞記事〉

両記事とも、朝日新聞　95年９月10日付
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て
き
た
た
め
だ
。

同
省
で
は
、
旱
期
治
療
を
呼
び

厚生省

か
け
、
感
染
防
止
策
を
進
め

る
。

　
厚
生
省
に
よ
る
と
、
在
日
外

国
人
の
結
核
患
者
数
は
、
一
九

八
七
年
に
三
十
人
だ
っ
た
の

が
、
日
本
語
学
校
の
生
活
実
態

調
喪
を
し
た
九
二
年
に
は
五
百

九
十
三
人
に
急
増
。
』
し
か
し
、
‐

そ
の
後
全
体
像
を
つ
か
む
調
査

は
な
く
、
間
省
で
は
日
本
に
来

る
外
国
人
の
増
加
に
と
も
な
っ

て
一
千
五
百
人
以
上
に
の
ほ
る

来年度から

実施めざす

し
て
い
る
た
め
だ
が
、
不
法
滞

在
考
そ
の
も
の
を
ど
ぅ
す
る
か

と
い
う
根
本
的
な
問
題
が
積
み

残
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

と
推
計
し
て
い
る
。

　
日
本
で
の
結
核
患
者
は
約
十

九
万
人
い
る
が
、
定
期
的
に

投
薬
を
受
け
、
治
療
を
続
け
れ

ば
感
染
を
防
げ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
外
国

人
の
場
合
、
感
染
に
気
づ
か
な

い
ま
ま
集
団
で
生
活
し
て
い
た

り
、
治
療
を
中
断
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
と
い
わ
れ
、

患
者
の
実
態
が
つ
か
め
な
い
た

め
、
二
次
感
染
の
防
止
対
策
が

十
分
に
整
っ
て
い
な
い
と
い

う
。
　
厚
生
省
で
は
、
言
葉
の
問
題

な
ど
で
、
外
国
人
が
医
師
に
か

か
り
に
く
い
背
景
も
あ
る
と
見

て
お
り
、
財
団
法
人
結
核
予
防

会
で
複
数
の
外
国
語
で
も
対
応

で
き
る
電
話
相
談
を
受
け
付
け

て
い
る
‐
０

●●

こ
と
か
ら
、
「
医
療
費
の
初
て

ん
だ
け
で
は
矛
盾
を
広
げ
る
だ

け
」
’
と
の
声
も
あ
る
。

　
現
在
、
日
本
に
い
る
不
法
滞

在
の
外
国
人
は
約
三
十
万
人
。

病
気
や
け
が
で
治
療
を
受
け
て

も
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
に
入

っ
て
い
な
い
た
め
・
、
医
療
費

を
払
え
な
い
例
が
増
え
て
い

る
。
全
国
自
治
体
病
院
協
議
会

の
調
べ
に
よ
る
と
、
昨
年
度
は
援
助
す
る
仕
組
み
だ
。
来
年
度

百
四
十
五
の
医
療
機
関
で
、
八
予
算
の
概
算
要
求
に
五
千
五
百

石
四
十
六
件
の
未
払
い
が
あ
万
円
を
盛
り
込
ん
だ
。

り
、
未
収
金
の
総
額
は
約
一
　
約
十
年
前
か
ら
外
国
人
の
治

竺
八
千
万
円
に
の
ほ
っ
て
い
療
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
小

る
。
不
振
滞
在
者
が
多
い
首
都
林
国
際
ク
ひ
ニ
ヅ
ク
λ
神
奈
川

圈
の
自
治
体
で
は
、
す
で
に
医
県
大
和
市
）
の
小
林
米
幸
院
長

療
機
関
へ
の
補
助
を
し
て
い
は
「
米
収
必
一
へ
の
補
助
は
、
自

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
体
の
過
度
的
な
制
度
と
し
て

　
国
が
計
画
し
て
い
る
補
助
制
は
仕
方
な
い
が
、
国
ま
で
が
同

度
は
、
全
国
に
約
真
一
十
あ
る
じ
こ
と
を
始
め
る
の
は
賛
成
で

救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
が
対
象
と
き
な
い
。
国
は
、
日
本
に
い
な

な
る
。
救
命
セ
ン
タ
ー
の
患
者
い
は
ず
の
不
法
滞
在
昔
が
、
現

は
、
緊
急
の
治
療
が
必
要
で
医
実
記
は
大
勢
い
る
と
い
う
矛
盾

旅
費
が
高
く
な
り
、
払
え
な
い
を
解
決
す
べ
き
だ
。
た
と
え

例
が
多
い
た
め
だ
。
医
療
機
関
ぱ
、
期
限
を
切
っ
て
単
純
労
働

が
回
収
で
き
な
い
医
原
茸
一
件
昔
を
受
け
入
れ
、
外
国
人
を
対

に
つ
き
、
五
十
万
円
を
超
え
る
象
と
し
た
医
療
保
険
を
つ
く
る

分
が
補
助
の
対
象
に
な
る
。
国
と
い
う
選
択
も
あ
り
え
る
と
思

と
都
道
府
県
が
三
分
の
一
ず
つ
う
」
と
話
し
て
い
る
。

ｉ
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お　た く

AMDA国際医療情報センター副所長/町谷原病院院長　中西泉

　毎年春から今頃にかけては私の居る病院でもパート医の交代の時期となる。来るのは

こ悦ハ４年の人達なので私との差は年毎に開く一方である。来る人を見るにつけ、自

汁の苔かづた頃が思い起こされ、鏡の中の自分を見つめるような感慨にふととらわれる

ここがある。心に漣の立つ時期でもあるのだ。親しみや違和感を覚えることも一役買っ

ているのだろう。ひたむきさは常に共感を呼ぶものだ。感心させられるのは年毎にコン

ピューターの扱いに慣れ、これを自家薬龍中のものとし、自在に駆使する能力であり、

POS方式でのカルテの記載である。標準化されマニュアル化されることで緻密なものと

なり抜けが防がれるのはよいことだ。膨大な情報に容易に接続でき、これを処理できる

のは羨ましい限りで、こちらに残るのは唯焦燥感のみである。

　しかしながら肝腎の患者との接し方や医療人としての行動には首を傾げられることが

多くなってきたのも事実である。患者の顛を見る代わりにカルテのみ見て話すので会話

が成立しなかったり、CT写真の読影は得意だが触診が巧く出来ない、といった医師が出

現してきたのである。患者と話すのが恐いと訴える者も居ると聞く。どうして臨床家に

なったのであろうか。手段の進歩は絶大なものがあるが、人と人の接点は意外と変わら

ぬものなのだ。ヒポクラテスの頃と同じであると私は思っている。手段に凝り固まるお

たくは対象も手段に合わせねばならないと錯覚してしまうのではあるまいか。手段とは

そんなに絶大なものなのか。そう信じて止まないとすれば何か哀れな気もする。私は医

者は少し馬鹿のほうが良いと思っている。成績上位の者が医学部に殺到するのは異常で

あり、患者にとっても本人にとっても余り幸せではない。ひたすら無駄を避け成績に血

道をあげて来た終着点で向かい合う対象が無駄と矛盾に満ちている患者、人間とはなん

という皮肉であろうか。私は自分という存在が不安である。患者と接しているとき共感

を覚えるのは相手が自己存在の不安を洩らす時である。それは様々な形態をとって現れ

るが、この時の共感が人の心を開く基だと信じている。自分を見せずに人の心を開ける

ことはできない。自分を見せることを何故恐れるのであろうか。椙い外国語を操りなが

ら外国人患者を診察するときも相手が少しずつ心を開いてくるのが解る時私は幸せを感

じる。ＡＭＤＡで仕事をしている人達も思うにこの喜びを知り、求めている人達である。

Listen to the He(She)is temng you the
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　昔、内科の教科書に載っていた言葉のように記憶しているが、いつまでも輝きを失わ

ず、若いおたくに贈りたいことばである。



とび出ゼ･！ＡＭＤＡ

この度、阪神大震災緊急救援活動をまとめました「とび出せ！ＡＭＤＡ」（菅波茂

編著　厚生科学研究所）が社ヽ法人・日本図書館協会の選＾図書に選ばれました。

これで多くの方々に読まれ、ＡＭＤＡの活動が理解されるよい機会だと事務局一同

喜んでおります。ぜひ会員の皆様もお読み頂けると嬉しく思います。

●

●
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蜘嶼
声

ｆ

▽
・
・
・
ア
ジ
ア
医
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
行
っ
て
き
た
緊
急
医
療
プ
ロ
ジ

師
連
絡
協
議
会
ど
、
こ
れ
か
ら
の
緊
急
医
療
体

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
岡
制
の
在
り
方
を
提
言
し
て
い

山
市
楢
津
）
の
活
る
。

動
内
容
を
紹
介
し
　
▽
…
第
一
一
部
の
「
国
際
緊
急
救

た
「
と
び
出
せ
／
援
の
軌
跡
」
で
は
、
こ
れ
ま
で

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
）
」
（
菅
に
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
で

波
茂
編
著
、
厚
生
科
学
研
究
所

発
行
）
＝
写
真
＝
が
、
こ
の
ほ

ど
出
版
さ
れ
た
。

　
▼
…
阪
神
大
震
災
救
援
活
動

に
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

体
験
談
な
ど
を
ま
と
め
た
第
一

部
「
阪
神
大
震
災
救
援
の
記
録
」

で
は
、
今
年
一
、
月
十
七
日
の
地

震
発
生
直
後
か
ら
約
一
ヵ
月
間

に
わ
た
る
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
を
医
師
、
看
護
婦
、
一

般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
の
体
験
談

を
織
り
交
ぜ
て
報
告
。
大
震
災

の
教
訓
を
基
に
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
の
医
師
に
よ
る
緊
急
救

エ
ク
ト
の
報
告
の
ほ
か
、
昨
年

十
月
、
岡
山
で
開
催
さ
れ
た
国

際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
の
内

容
な
ど
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
こ
れ
ま

で
の
国
際
舞
台
で
の
活
動
ぶ
り

を
紹
介
。
こ
の
ほ
か
、
グ
ラ
フ

や
年
表
な
ど
を

使
い
活
動
報
告

を
ま
と
め
た

「
資
料
編
」
の

計
三
部
で
構

成
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
活
動
の
記

録
、
こ
れ
か
ら

の
目
指
す
方
向

性
な
ど
を
わ
か

り
や
す
く
説
明

し
て
い
る
。
二

百
七
十
二
吋
。
。

千
八
百
円
。

頓●　　･95.9.11判劃Ｉ

『
と
び
出
せ
／
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
』

菅
波
茂
編
著

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
は
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
公
の
略
称

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
、
八
丁
ロ
ッ
パ
の
内
戦
に
よ
る
難
民
や
自
然
災
害

の
被
災
者
へ
の
緊
急
救
援
医
療
に
従
事
し
て
き
た
。

　
そ
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
日
本
国
内
で
初
め
て
緊
急
救
援

医
療
活
動
を
行
っ
た
の
が
阪
神
大
震
災
で
あ
っ
た
。

　
本
書
に
は
地
震
発
生
の
当
日
か
ら
実
際
に
救
援
活

動
に
携
わ
っ
た
医
師
、
看
護
婦
や
そ
の
悠
司
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
粁
勧
記
録
、
惺
冨
を
含
む
体
験

報
告
と
内
外
の
専
門
家
に
よ
る
学
術
報
告
に
加
え

て
、
一
九
八
四
年
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
設
立
以
来
、
現
在
も

続
い
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
な
ど
世
界
各

地
で
の
救
援
活
動
の
記
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
編
著
者
の
菅
波
茂
医
師
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
）
は
、

　
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
参
加
で
あ
る
」
と
説
く
。
神

戸
へ
行
か
な
か
っ
た
人
々
に
ぜ
ひ
と
も
読
ん
で
ほ
し

い
一
冊
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
江
〉

　
　
　
　
　
　
（
厚
生
科
学
研
究
所
こ
八
〇
〇
円
）
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ｉ
神
・
淡
路
大
震
災
の
復
興
も
半
年
を
越
え
た

ｎ
ｕ
ｕ
の
に
、
い
ま
だ
に
避
難
所
の
解
消
も
ま
ま
な

ら
ず
、
仮
設
住
宅
で
は
孤
独
死
や
自
殺
が
後
を
絶
た

な
い
。
恒
久
住
宅
や
雇
用
確
保
等
こ
れ
か
ら
先
も
不

透
明
で
人
生
再
設
計
も
で
き
な
、
い
で
途
万
に
暮
れ
る

　
Ｉ
　
■
　
　
ｊ
ｒ

”
乙
ド
・
’
．
．
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I.■･ ･･=･.･I
･.I II･.!'･.Sj･.l. 一一. 一一.

弧犬こ'-･･や'i々,i:j･…
…j

.･

jl j,.,LI.･,:!，

　ド

フ匹ごここに

.

ヅJIし

　・・･｀..“;.I･..･･.J･ !...り:･‥

評
者
牧
里
毎
治
ま
き
さ
と
つ
ね
じ

大
阪
府
立
大
学
教
授

書
評
す
る
筆
者
も
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
活
躍
す
る

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
新
聞
記
事
に
ふ
れ
る
ま
で
は
何
も
正
確

に
は
知
ら
な
か
っ
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
正
式
な
名
称
は
、

ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
と
い
い
、
・
ア
ジ
ア
の
医
師

た
ち
拿
甲
心
と
す
る
地
域
的
な
災
害
救
援
活
動
を
行

う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
で
あ
る
。
本
書
は
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
が
被
災
地
長
田
区
で
行
っ
た
救
復
活
動
の
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
り
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
こ
れ
ま
で
国
際

ヅ
レ
　
　
的
稔
辺
活
動
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。

Ｉ
Ｊ
Ｉ
ｒ
一
Ｉ
1
1
‐
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｡

ヅ
…
…
－
一
．
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
被
災
地
神
戸
に
最
も
早
く
斂
援
に

人
た
ち
も
い
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
被
災
者
、

救
援
者
そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ
マ
に
こ
と
か
か
な
い
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
）
の
阪
神
被
災
地
区
の
救
援

活
動
も
災
害
救
助
の
あ
り
方
を
考
え
さ
せ
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
も
っ
た
活
動
で
あ
る
。
正
直
に
白
状
す
る
と

●●

入
っ
た
民
間
団
体
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
震
発
生

の
一
月
十
七
日
の
午
後
に
は
第
一
次
医
療
チ
ー
ム
を

組
織
し
、
午
後
十
一
時
に
は
長
田
保
健
所
に
現
地
事

務
所
を
設
置
し
、
翌
日
に
は
救
援
活
動
を
開
始
し
て

い
る
。
そ
し
て
長
田
区
内
の
病
院
と
診
療
所
の
外
来

再
開
が
半
分
以
上
に
な
っ
た
頃
を
見
は
か
ら
っ
て
、

二
月
十
六
日
に
は
Ｉ
カ
月
に
及
ぶ
全
活
動
か
ら
撤
収

し
て
い
る
。
疾
風
の
よ
う
に
現
れ
て
、
疾
風
の
よ
う

に
去
っ
て
い
く
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
。
釣
稽
居
勣
の
機
動
性
と

い
い
、
被
災
地
で
あ
る
地
元
の
自
立
性
、
自
主
性
の

尊
重
と
い
い
、
救
援
者
の
被
災
者
と
の
関
係
の
取
り

方
は
見
事
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

　
菅
波
に
よ
る
と
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
理
念
は
「
良
き
医

療
、
良
き
将
来
」
で
あ
り
、
具
体
的
戦
略
（
方
法
論
）

は
、
「
相
互
理
解
、
相
互
支
援
、
相
互
幸
せ
」
な
の
だ

そ
う
で
あ
る
。
そ
の
基
本
に
あ
る
の
は
、
「
相
互
扶
助

思
想
」
と
さ
れ
て
い
る
。
第
二
部
の
「
国
際
緊
急
救

援
の
軌
跡
」
を
読
め
ば
、
弱
小
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
Ａ
Ｍ

●●

Ｄ
Ａ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
国
境
を
越
え
た
緊
急
救
援

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
国
連
に
認
知
さ
れ
た
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
劣
ら
な
い

活
動
を
展
開
す
る
に
は
、
被
災
地
の
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ

Ｏ
も
し
く
は
現
地
医
師
と
日
常
的
に
連
携
・
協
力
関

係
を
結
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
リ
ー
ジ
ョ
ナ

ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
設
立
さ
れ
た
経
緯

を
み
る
と
、
岡
山
大
学
の
ア
ジ
ア
医
学
研
究
か
ら
は

じ
ま
り
、
ア
ジ
ア
医
学
生
の
交
流
の
積
み
瓜
ね
の
な

か
か
ら
、
ア
ジ
ア
医
師
の
連
絡
協
議
会
に
至
っ
て
い

る
。
顔
の
見
え
る
国
際
交
流
の
な
か
か
ら
相
互
緊
急

支
援
の
活
動
が
必
然
的
に
生
ま
れ
で
た
の
で
あ
る
。

　
第
一
部
の
「
阪
神
大
震
災
救
援
の
記
録
」
は
、
菅

波
の
概
況
説
明
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
関
わ
っ
た
人
々
の
眼
に
映
っ
た
被
災
現
場
の
状
況

と
彼
ら
の
活
動
と
思
い
入
れ
が
語
ら
れ
て
い
る
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
と
い
え
ば
医
師
や
看
護
婦
だ
け
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
と
思
い
こ
み
が
ち
だ
が
、
畢
実
は
そ
う
で

な
い
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
お
よ
そ
Ｉ
カ
月
の
震
災

救
援
活
動
に
関
わ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
延
べ
で

二
九
二
Ｉ
人
、
実
人
員
で
Ｉ
〇
八
九
人
で
あ
る
。
医

師
・
看
護
婦
は
、
そ
れ
ぞ
れ
実
人
員
で
は
一
二
八
人

の
医
師
、
一
五
一
人
の
看
護
婦
で
、
大
半
は
運
転
手

か
ら
救
援
物
資
の
仕
分
け
を
担
当
し
た
一
般
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
る
。
緊
急
救
援
の
三
原
則
や
被
災
発
生

後
の
時
系
列
対
応
策
等
、
防
災
や
応
災
へ
の
組
織
的

・
計
画
的
取
り
組
み
と
機
動
性
の
あ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

経
験
則
は
学
ぶ
値
打
ち
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

OCT‘95月刊福祉123
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ＡＭＤＡ

事務局

だより

　　　　　　　　　　　　　　　～片山　新子～

秋の気配が感じられるようになりました。久々の事務局便りをお送りします。

年が明けて、阪神大震災、サハリン大震災に続き今月に入って北朝鮮の大洪水・・・

これら自然災害の救援活動は、まさに緊急時の対応でした。

振り向けば不謹慎にも「なつかしい・・・」とその頃のバタバタした事務局の様子が思

い出されるのですが、その渦中は本当に慌ただしく、事務局員一同声を荒立てての対応

をしています。

今は秋の「アジア太平洋緊急救援フォーラム」に向け、担当者は忙しく仕事に追われて

います。

９月には梅崎泉先生と米山美加さん（インターン）がザイールに向け出発されました。

さて、昨年の４月よりＡＭＤＡの事務局貝として主に広報、モザンピーク担当の仕事をし

て来られた岡野純子さんが、フランス留学の為ＡＭＤＡを去られることになりました。

岡野さんは個性の強いＡＭＤＡ事務局の中では、控えめで芯の強い、いざという時には頼

れる、優しいお姉さんだったので（私には！）とてもとても残念でたまりません。

どうぞこれからも頑張って下さい。

１９９５年（平成７年）９月１６日　±曜日　　リピ）クsおがやま

｢ＡＭＤＡにインターネットステーション｣

岡山後楽ＬＣが設置支援

　
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
　
ま
た
、
ハ
ー
ド
面
で
、
大
き

　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
菅
波
茂
代
表
、
な
支
援
を
し
た
岡
山
後
楽
ラ
イ

本
部
・
楢
津
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
佐
藤
会
長
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ド
を
使
っ
た
情
　
「
今
回
の
支
援
は
、
後
楽
ラ
イ

報
シ
ス
テ
ム
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
　
オ
ン
ざ
貿
年
事
業
の
活
動
の

タ
ー
ネ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
　
一
環
で
、
今
後
も
地
域
か
ら
世

を
開
設
。
世
界
に
向
け
、
同
会
界
へ
と
視
野
を
広
げ
、
Ｎ
Ｇ

の
活
動
や
医
療
情
報
の
発
信
を
　
Ｏ
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
へ
の
協
力
、
支

開
始
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
援
を
続
け
て
行
き
た
い
」
と
話

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
地
元
の
　
し
ま
す
。

岡
山
後
楽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
同
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で

　
（
佐
藤
隆
彦
会
長
）
の
支
援
を
　
は
、
１
０
月
１
日
後
１
時
か
ら
、

受
け
て
実
現
し
た
も
の
で
、
本
　
表
町
で
Ａ
Ｗ
Ｄ
Ａ
支
援
募
金
活

部
事
務
局
に
｀
Ｊ
時
間
運
用
の
ワ
　
動
を
行
う
予
定
で
す
。

Ｉ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
っ
い
て
話
す

菅
波
代
表
、
佐
藤
会
長
ら

Ａ
ｙ
Ｄ
Ａ
が
世
界
各
地
で
活
動

し
て
い
る
緊
急
医
療
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
す
る
最
新
情
報
や
、

コ
レ
ラ
な
ど
日
本
で
は
情
報
の

少
な
い
「
熱
帯
医
学
べ
１
タ
ー

ベ
ー
ス
」
、
さ
ら
に
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　
（
非
政
府
組
織
）
と
の
情
報
交

換
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
代
表
は

　
「
国
際
的
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
活

動
し
て
い
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
今
後

の
活
動
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

果
た
す
役
割
は
大
き
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。
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ＡＭＤＡ国際医情報センター

　平成７年度運営協力者

以下の方々にご協力頂いています。有り難うございます。（順不同敬称略）

個人団体

佐藤　光子、坂田　渠、川上　真史、鈴木貴子、安心堂薬局（大阪市）、

大塚薬局（文京区）、大阪・神戸米川総領事館経由匿名の方、

The Migrant Workers Health Fund（USA）、日本聖公会東京教区、聖アンデレ教会、

三光教会、聖パウロ教会、聖バルナバ教会、聖テモテ教会、神田キリスト教会、

浅草聖ョハネ教会、葛飾茨十字教会、聖ルカ教会、東京聖三一教会、

東京聖十字教会、ハ王子復活教会、小金井聖公会

医療機関

田宮クリニック産科・婦人科（神奈川）、オカダ外科医院

杉本クリニック（岡山）、藤田クリニック（東京）

会社

住友海上火災保険（株）、（株）ジェサ・アシスタンス・ジャパン、

大森薬品（株）、興和新薬（株）、三共（株）、グラクソ三共（株）

第一電工（株）、（株）エス・オー・エス　ジャパン、藤沢薬品工業（株）

助成金

大阪コミュニティ財団　３０万円（センター関西一周年シンポジウムに対して）

　　　　　　　　　　　　　お名前を掲載しない方　４件

当センターは寄付などにより運営されています。皆様のご協力をお待ちしています。

広告記載については事務局までご連絡下さい。（０３－５２８５－８０８６）

郵便振替：００１８０－２－１６５０３　加入者名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター

銀行口座名：さくら銀行桜新町支店　普通５３８５７１６
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　内科（老人科）

医療法人社団慶成会
理学診療科

jil慶友病院

〒198東京都青梅市大門1-681番地

●入院のお問い合せ－TEL.0428(24)3020(代表)

　　　　院ａ大　塚　宣　夫

　　産婦人科　　　　心療内科ＯＢ／ＧＹＮ／ＰＹＣＨＯＴＨＥＲＡＰＹ

　　　　伊鮭木クリニック

　　　　ISEZAKI WOMEN’ S CLINIC

吊２３１横浜市中区伊勢佐木町３ -１ ０ ７

　　　Ｋ､ﾋﾞ7ﾚ伊勢佐木２階

　　ｎ０４５（２５１）８６２２

市 大鵬薬品工業株式会社
東京都千代田区神田錦町1-27

内科・理学診療科

福川内科

クリニック
ぷ聊屈昿，

外科　整形外科　形成外科　脳神経外科

肛門科　内科　泌尿器科

　zz!皿!:2　医鮫人囮　慶泉会　ill

町谷原病院

〒194剱助融小阻523　　　n0427-95-1668

内科　消化器科　整形外科　神経内科

精神科　理学診療科　　　　　　－

　;｡ご二｡｡(ざﾐﾖ〉
�喘・・

了74床
弓!93東京都八王子市椚田町583-15

　　　　　�0426-61-4108

有限会社

サリー薬局

エリー薬局

マリー薬局

十字路薬局

セリー薬局

アミー薬局

マオー薬局

　都商会

⑨214　川崎市多摩区宿河原２－３１－３

昔　０４４一一９３３－０ ２０７

⑨２１４　川崎市多摩区菅６－１３･-４

登　０４４－９４５－７００７

⑨２１４　川崎市多摩区南生田７－２０－２

登　０４４－９００－２１７０

⑨２１１　川崎市中原区小杉御殿町２－９６

忿　０４４－７２２－１１５６

⑨２１６　川崎市宮前区有馬５－１８－２２

昔　０４４－８５４－９１３１

⑨２４２　大和市西鶴間３－５－６－１１４

Ｓ　　０４６２－６４－９３８１

畠242　大和市中央５－４－２４

登　０４６２－６３－１６１１

.Å お
手
本
は
、

自
然
の
な
か
に
あ
り
ま
し
た
。
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6102東京都千代田区紀尾井町3-12

　　　　　　　　　　　紀尾井町らa03(3238)2700(代表)

みみ､はな､のとの変なとき

三好耳鼻咽喉科クリニック院長

南京医科大学耳鼻咽喉科客員教授

蘇州眼耳鼻咽喉科医院名誉院長

討践先/勧娃Ｕ中央IT目23-6

　　　　　　　　昔022-374-3443

いちい書房

転籍銘高践嘔
　　1-4-29

03-3207-3556

定価1200F3(恥)

細註/ういずY

骸/紘ふぃす三腿

　ＷＥ　ＳＵＰＰＯＲＴ　ＹＯＵ

全邑界への格安国際航空券手配と販売

対応言語、英語、スペイン語、タガログ語、タイ語、韓r司語、ベンガル語、

　　　　ヒンディー語、ウルドウ語、マレー語、インドネシア語、北京J619　
上海語、広東J5、誤植語、客家語、ペルシア語、ミャンマー語、

　　　　アラカン語、フランス語、日本語、２２言語に･及な

W応茄霖ぷいな陥

｡｡｡7.｡。｡J惣詰問迄　な霖雷７

アクロス新宿フライ]肪£忿こ

〒160東京都新宿区西新宿卜19-6山手新宿ﾋﾞﾙE?F〒16a東京都新宿区西新害1-19-6山手新宿ビ

航空弥はアクロスヘ医療相 はＡＭＤＡへ

回相模原市医師会

消化器科・外科・小児科

会長矢島　治

〒229神奈川県相模原市富士見１－３-４ １

　　　ＳＯ∠１２７－５５－３３ １１

小林国際クリニック
Kobayashi　工nternational　Cl inic

平　日

〒２４

休診日

ＴＥＬ

２

小林國際替院

月曜日～金曜日
９：１５～１２：００　／　１４：００～１７：００

土曜日
９：１５～１３：００

水曜日、日曜日、祝祭日

０　４　６　２　－　６　３　－　１　３　８　０

神奈川県大和市西鶴間３－５－６－１１０

　　　　　　　　　　小田急江ノ島線鶴間駅下車徒歩４分
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　　“言葉は人
、
言葉は文化”

八zが評昨回丿吊zza //zzzzzzzzzめ｡･むz何故z収０酋蹟びぴz泣zzz7

　　　　　　調和のとれた国際活動の必要性はますます大きくなっています。

サイマルの使命もまたそれとともに拡がります。鍛え技いた技術とプロとしての責任感で、

　　　　皆さまの国際活動をあらゆる面で支援すべくサイマルは努力を続けます。

通訳・翻訳・国際会議企画運営・同時通訳機器・制作物

　サイマルアカデミー（通訳者･翻訳者養成）一企業研修･国際広報

・

㈱サイマル･インターナショナル

関西支社　大阪市中央区高麗橋４-２-フ興銀ビル別館８Ｆ　〒５４１

　　　　　ＴＥＬ： ０６-２３１-２４４１ ＦＡＸ：０６,２３１-２４４７
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